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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「七なな隈くまさん？」

　その声は周囲の喧けん噪そうにもかかわらずはっきりと聞こえた。

　セーラー服姿の女子が立っている。夜のお茶ちやの水みずを背景に両目を見開いていた。化粧気のない顔に驚きよう愕がくが見てとれる。細い指がスクールバッグの肩かた紐ひもを握っていた。

　視し線せんの先には明るい髪の上司、室むろ見み立りつ華かの姿がある。女の子は重ねて呼びかけた。

「七隈さん、ねぇ七隈さんだよね？」

　何を、何を言っているのか。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは首を傾かしげる。七隈？　誰だれのことだ。別の人に呼びかけているのかと思い振り向くも周囲に人ひと影かげはなかった。少女の眼まな差ざしははっきりと室見に向けられている。

「こんなところで何してるの、危ないこととかやってないよね？　全然連絡つかないから私、私達」

「人違いよ」

　固い声が発言を遮さえぎる。

　呼気から水分を全すべて除いたのではと思うくらい、乾いた声音だった。室見が顔を強こわばらせている。白い頰ほおから血の気が失うせていた。

「誰と間違えてるのか知らないけれど、私達急いでるの、ごめんなさい」

　素っ気なく告げて歩き出す。財布入りのポシェットを抱え直し女の子の脇わきを行き過ぎた。長い髪が夜風になびく。女の子は一いつ瞬しゆん呼び止めようとするも、見えない壁かべで阻はばまれたように動きを止めた。気づけばスーツの背中が遠ざかっている。彼女は動揺した面おも持もちでこちらを振り返った。

「あ、あの、すみません」

　視線を泳がせつつ訊たずねてくる。

「今の人って七隈さんですよね？」

「いや……」

　必死に確かく認にんされても答えは変わらない。「室見さんだけど」とあえて丁てい寧ねいに名前を正してやる。だが少女の顔は電流を流されたかのごとく強ばった。

「室見」

　喘あえぐような声音。

「まだそんなこと言ってるんだ、あの子」

　眉まゆ根ねを寄せうつむく。不可解な反応だった。室見の名前を知っている？　なのに七隈と呼びかけた。どういうことだ。

「桜坂！　何してるの、行くわよ！」

　室見の声が響ひびいてくる。

「あ、えっと、ごめん」

　少女に頭を下げる。事情は気になるが室むろ見みを無視できない。視し線せんを振り切り歩き出した時だった。

「す、すみません！」

　強い口く調ちようで呼び止められる。少女が必死な表情でこちらを見上げていた。小ぶりな瞳ひとみが揺れている。

「私、その、彼女に」

　続けて何を言おうとしたのか、確かく認にんする余裕はなかった。「桜さくら坂ざか！」と室見が呼ばわる。先程より声が大きい、苛いら立だち混じりの催促だった。

「はい！　今行きます！」

　ごめんねと謝しや罪ざいし少女に背を向けた。小走りに室見のあとを追う。

　走りながら一度だけ振り返ってみた。女の子はスクールバッグの肩かた紐ひもを握りしめたまま、ぽつねんと立ち尽くしていた。
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　年度末。

　学生であれば終業式や春休みを控えたこの時期、企業は決算というクライマックスイベントを迎える。駆けこみの引き合いに予算消化、プロジェクトのクロージングに検収作業。あたかも今月で世界は終わると言わんばかりの詰めこみようだった。社会人一年生の身にはいささかめまぐるしすぎる。しかも小規模な構築や提案は例月通り降り注いでくるのだ。死ぬ、真ま面じ目めに殺されると思った。

「三月って毎年こんな感じなんですか？」

　ＭＴＡ構築プロジェクトの納品物を製本しつつ訊たずねる。机の上には本日実施予定のタスクリスト、チェック済みは二つ、未チェックは十二個。

「まぁ、そうね」

　と隣りん席せきの室むろ見みが答えた。パーティション向こうで軽快な打だ鍵けん音おんが響ひびいている。わずかに中断して一呼吸。

「でも今こ年としはおとなしめよ。やっぱりあれね、リドルトリルがなくなったことで大分楽になってるのかも」

　予想外の答えに戦せん慄りつする。これでおとなしめとか、どうかしている。社会人というのはマゾヒストの集団か？　それともうちの会社がことさら異常なのか。

「工こう兵へい君！　Ｋ商会さんから電話、朝の問い合わせどうなってるかって」

「はい、出ます！」

　挙手するや否やカモメが外がい線せんを転送してくる。せっかちな情シス担当者のクレームを四苦八苦して処理すると今度は別べつ顧こ客きやくから設定変更依頼のメールが届いていた。続けてＯＳ部からの調ちよう査さリクエスト。

「室見さーん！」

　さすがに耐えかねてヘルプを求める。パーティションの上から小さな頭がぴょこんと飛び出してきた。

「何」

「すみません、ちょっとＫ商会さんの対応入っちゃってて、今来たメール見てもらえます？　多た分ぶんＳＳＧのポリシー追加だと思うんですけど」

「ほっほう、この私を顎あごで使うと」

「ごめんなさい、でも」

「冗じよう談だんよ、ＭＬの２８０番ね。やっておくわ」

　こともなげに言って着席する。

　よかったと胸を撫なで下ろし、だがわずかな違和感を覚える。はて、室見さんってこんな素直なキャラだっけ。いつもの彼女ならもう少しぐちぐち文句を言ってきそうなものだが。上司に仕事を投げるとは何ごとよ。あんたも随分偉くなったものね、ちょっと部内の上下関係整せい理りしましょうか、とか。

　いや、さすがにそんな理不尽は言わないか。傍ぼう若じやく無ぶ人じんなようで意外と生き真ま面じ目めなのが室むろ見み立りつ華かという人物だ。今の状況で部下を嬲なぶったりしまい。

　だがやはり。

（うーん）

　例の女子高生との一件からどうにも様よう子すがおかしく思えた。壁かべを感じる。よそよそしいとでも言うのか。ふとした弾みに齟そ齬ごを感じる。思っていた反応が返ってこなかったりする。

　気にしているのか。

　自分にあのやりとりを見られたことを。謎なぞの女子に七なな隈くまと呼ばれたことを。

（別に、こっちはなんとも思ってないんだけどな）

　室見さんさえいつも通りなら「ただの人違い」でよいと考えていた。だがこうも微妙な引っかかりが続くと逆に気になってくる。

　訊きいてみよう。

　変に気を回し続けるのも疲れる。毎日顔を合わす相手だ。可能な限りタブーは作りたくなかった。

「室見さん、そういえば」

　何気ない口く調ちようで切り出す。

「こないだの子、なんだったんでしょうね」

「こないだの子？」

「あの、セーラー服の」

　室見の声が「ああ」と答えた。低い溜ため息いきが続く。

「嫌いやになっちゃうわよね、春が近づくと変なのが増えて」

「知り合いじゃなかったんですか」

「全然知らない、赤の他人よ」

　屈託のない反応だった。

「大方宗教か何かの勧誘じゃない？　人違いのふりして『実は私』とかありそうでしょ」

「制服姿でですか？」

「あんたみたいなエロ男が引っかかりそうじゃない」

「僕がエロ男かどうかはおいといて」

　勧誘、勧誘ね。まぁ知り合いを装ってキャッチセールスとかよくある手口だが。

「なんかやたらと食い下がってきたじゃないですか、結構必死な様子で。下心あるようには見えなかったんですけど」

「じゃあ本当に勘違いしてたんでしょ、他人のそら似で。誰だれか私のそっくりさんと間違えたとか」

「そっくりさん……」

　誰だれと間違えたのだろう。学校の友人・先せん輩ぱい相手、にしてはいささか尋常でない接し方だった。もっと深い関係の知り合い、姉妹・従姉いとことか？

　室むろ見みが鼻を鳴らした。

「てか何よあんた、いきなり三日も前の話蒸し返して、そんなに女子高生が気になったの？　ＯＬはもうお腹なかいっぱいって感じ？」

「人聞きの悪いこと言わないでください！　誰がＯＬでお腹いっぱいですか」

「だってカナと橋はし本もと課か長ちようと赤あか坂さかさんとアルマダのなんとかって子と」

「誰とも何もしてません！　てか薬やく院いんさんからそんな話聞いてないでしょう、僕より頻ひん繁ぱんに連絡取りあってるんですし」

「まぁね」

　肩をすくめる気け配はいが伝わってきた。カナ、扶ふ桑そう通つう建けんのエンジニア薬院加か奈な子こと室見は仲がよい。仕事を離はなれて食事やショッピングを楽しんでいると聞いていた。迂う闊かつな真ま似ねをすれば真っ先に報告されるだろう。危険極まりない。

「もういいです」

　こうやって話していると別に普ふ段だん通りの反応だ。いつもの室見と変わりない。自分が気にしすぎていただけか。嘆息して仕事に戻りかける。瞬しゆん間かん。

「おう、藤ふじ崎さき君いるか！」

　騒そう々ぞうしい胴どう間ま声ごえとともに扉が押し開けられた。空気がざわめく。げっと思う間もなく赤ら顔の男性が入ってきた。社長、六ろつ本ぽん松まつだ。ぎょろついた目を輝かがやかせ室内を見渡す。

「ん、なんだ、いないのか。この大事な時に困った男だな。他ほかに相そう談だんできる者は……おう、桜さくら桜さくら君！」

　目が合ってしまった。慌てて身体からだを縮ちぢこまらせるがもう遅い。禿はげ頭あたまの短たん軀くがのしのしと歩み寄ってくる。というか桜桜って、もはや人の名前じゃないだろう。童どう謡ようかよ。

「何かありました？」

　恐る恐る訊たずねる。社長は得意げに口角をもたげた。

「グッドニュースだ。ミカサ自じ動どう車しやのインターネットゲートウェイ構築が取れたぞ」

　はい？

「ミカサって、あのミカサですか」

「他にどこがあるというんだ、世界のミカサだろう。二社も三社もあってたまるものか」

　ミカサ自動車、言わずと知れた国内最大の自動車メーカーだ。連結売上高二十兆円強、従業員数三十万人以上、全世界に販売・製造拠点を持ち関連会社は主要なものだけで百を超える。そんなところのシステム構築をうちが受注した？　いやいや、噓うそだろう。

「え、冗談ですよね。だってそんな話全然聞いてませんでしたけど、見み積つもり切った覚えもないですし」

「見み積つもりなど」

　鼻で笑われた。

「この私がどれだけ似たような案件、対応してきたと思っとるんだ。類似案件の提案書流用して、さっさと出しといたわい」

「………」

　オーダーメイドの見積もりに流用などありえない。よしんば転用するとして専門家チェックなしの再利用など危険極まりなかった。当然と言えば当然の事実は、だがこのワンマン経営者になかなか通用しない。背筋に冷たいものが走る。

「そ、それで？　相そう談だんというのは」

　とりあえず最後まで聞こう。湧わき上がる不安を抑えつけ話の先を促す。社長は「うむ」とうなずいた。

「明日あしたキックオフなので担当者を決めて準備を進めてくれ。ちなみにリリースは今月中だ」

　うわぁあああん！　やっぱりろくでもなかった！　てか今月中!?　この年度末の修しゆ羅ら場ば状態で今月中!?

「とにかく提出した見積もりを見せてください。提案資料があるならそれもあわせて」

　固い口く調ちようで要求したのは室むろ見みだ。パーティションから出てきつい表情になっている。社長はやや気け圧おされたように視し線せんを逸そらした。

「うむ、席に戻ったらファイルサーバのパスを送る」

「今教えてください」

「今？」

「分からない部分があったらこの場で確かく認にんしたいので」

「そう言われても、そらでは思いだせんぞ」

「検索しますから。ファイル名の一部分でも分かれば、あるいは作成日付でも」

　ノートＰＣを引き寄せ畳みかける。六ろつ本ぽん松まつは観かん念ねんした様よう子すで額ひたいをタップした。途と切ぎれ途と切ぎれのキーワードを根気よく聞き出し目当てのデータを見つける。ダブルクリックでファイルオープン。

「株式会社ジャパン・オートパイロット……会社設立にともなうインフラ構築・整せい備び？」

　ミカサ自じ動どう車しやじゃないのか。室見と二人ふたりで六本松を見つめると「おおぅ」と手を叩たたかれた。

「そう、そうだった、新事業の立ち上げだ。なんでも自動運転のビジネスをミカサ本体から切きり離はなすらしい。他ほかの自動車メーカーと組んで日に本ほん発はつの業界標準を作るんだとか」

「そこのインターネットゲートウェイを作る？」

「だな、まずはスモールスタートで最低限の環かん境きようを準備するそうだ」

　大分話が違うじゃねぇか。まぁ国内トップ企業のインフラを一月で作れと言われるより気は楽だが。にしても油断は禁物だった。

　室むろ見みが資料に視し線せんを走らせる。

「顧こ客きやく担当者はミカサの人なんですね」

「うむ、情シスの担当者が出しゆつ向こうしてるらしい。打ち合わせもミカサの本社でやることになるだろう」

「ゲートウェイの用途は？　社内利用のみですか、自動運転のインフラとしては」

「そっちは別で作られると聞いている。ミカサとの接続も既存ベンダーが担当する」

「ファシリティは、ＤＣとかラックとか」

「ミカサのグループ会社で準備するそうだ」

　なるほど。

　意外ときっちり構築範はん囲いが区切られている。分担が曖あい昧まいなままＰＭ業務をぶん投げられることはなさそうだ。が、であればなぜゲートウェイだけうちに？　という疑問が湧わき上がってくる。既存ベンダーも情シス子会社もいるならあえて弱小ＳＩｅｒを使う必要はないだろうに。

　どうしても気になり挙手する。

「すみません、質問いいですか」

「おう、もうこんな時間か！　すまん、そういうわけだから頼んだぞ。アポの時間と場所はメールしておく」

　絶妙のタイミングで会話を打ち切られる。呼び止める間もない。携帯のアドレス帳を操そう作さしつつ社長は部へ屋やから出て行ってしまった。

　マジか。

　この流れは、大概ろくな展開じゃないように思えるが。

「相変わらず厄やつ介かいな親おや父じね。よりによってこのタイミングで案件受注してくるとか」

　室見が舌打ちする。頰ほお肉にくを歪ゆがめ忌いま々いましげな表情になっていた。

「盆暮れ正月に冠婚葬祭重ねられた気分だわ」

「てかぶっちゃけ無理な気がするんですけど、今の業務量考えても」

「だからって他ほかに振れないでしょ、ＤＶ社にやらせる？」

「いやぁ」

　彼らには収支改善の一いつ環かんでアルテリカ社の業務を巻き取らせている。これ以上の仕事は頼みづらかった。

「とりあえず資料を読み合わせしましょう、十五分後、ＯＫ？」

「はい」

　一いつ旦たん仕かかりのタスクに戻り、きりのよいところまで進める。ＯＳ部からのチャットにはあとで回答すると返信、スケジューラに打ち合わせの終了時刻を入力しておいた。

　社長の資料を二部印刷して窓際のミーティングスペースに持っていく。ホワイトボードを移動させて準備完了、プリントを斜め読みしていると室むろ見みがやってきた。

「お待たせ」

　小さなお尻しりをオフィスチェアに沈める。「で」とノートＰＣの蓋ふたを開けた。目め線せんをこちらに合わせ一呼吸。

「最初に大方針決めておきましょう。今回はあんたにも設計やってもらう」

「設計？　僕がですか？」

　細い顎あごがこくりと引かれた。

「ざっと目通してみたけど正直私だけでこのボリュームさばくの無理だし。あんたも二年目になるんだから一人ひとりでできる仕事増やしていかないと」

「それはまぁ……やれと言われればやりますけど」

　いいのか？　自分のようなルーキーが上流工程を担当して。しかも関連会社とはいえあのミカサのシステムだぞ。

　自信のなさを見て取ったのか、室見は鼻び腔こうを広げた。

「大丈夫よ、基本的に経けい験けん済ずみの分野しか振らないから。インフラ周りの技術はあんたも一通りこなしてきてるでしょ？　自信持ちなさい」

「分かりました」

　臆おくしていても仕方ない。最近部長代理だ、プロダクトマネージャだとよく分からない方向性に進みつあるし、ここらで一度技術者の本分に立ち返っておきたかった。

「じゃあ」と室見がプリントを取り上げる。顧こ客きやくからの依頼文章を頭から読み合わせていった。

　インターネットゲートウェイ。

　言葉通り、インターネットの出入口のことだ。回線とプロバイダ契約を準備しネットワークの接続性を確かく保ほする。自宅のブロードバンド接続もそういう意味ではゲートウェイの一種だろう。フレッツ一本、ブロードバンドルータ一台、極端な話これだけあればインターネットゲートウェイを標ひよう榜ぼうできる。もっとも上記はあくまで個人ユースの話、企業が用いるとなればまるきり条件は変わってくる。

「復習。企業エンタープライズのゲートウェイに必要な要素は何？　三つあげてみて」

「み、三つですか。えーっと」

　突然の質問にうろたえつつ答える。

「速度、安定性……えー、あと一個、え、営業対応？」

「全然だめ、三十点」

　室見は深い溜ため息いきをついた。

「まず速度は違うでしょ、今日きよう日び個人用だって一ギガ回線とかあるんだし。反対に法人ユースでも百メガ接続とかあったでしょ？　今まで見てきたお客さん」

「あ、確たしかに」

　百メガや二百メガ、下へ手たすると十メガなんて顧こ客きやくもいた。

　じゃあなんだ？　三つ？

「安定性は当たりね。可用性と言い換えてもいいけど、高品質な機き械かいや回かい線せんを冗じよう長ちよう化かしてダウンタイムを極小化する。ビジネスで使っている以上業務を止めるわけにはいかないから、基本は専用線や法人向けの通信機器を使う、これが一つ」

　ふむふむ。

「二つ目はセキュリティ、家庭用のインターネットはとにかくどんな通信もできるようになってるけど企業は逆。必要なパケットのみ通す。加えて許可するやりとりについても個別のゲートウェイを設けて健全性をチェックする。要は不正なデータが中へ入らないようにしてるのね。あとクライアントは外部端末と直接通信させない。必ず代理サーバを中継する」

「代理サーバ、プロキシとかの話ですか」

「ウェブの場合はそうね、クライアントの通信を一回終端して各種チェック、代理送信する。メールだとそのものずばりゲートウェイって名前がついてるけど」

　室むろ見みの指がペンを回した。

「で、三つ目は証跡取得、つまりロギングよ。社員が不正アクセスしていないか、システムが正常に使われているかをチェックする。具体的にはプロキシ・ファイアウォールのアクセスログ、過去メールのアーカイブなど」

「なるほど」

　分かりやすい。企業のインターネットゲートウェイが備えるべき要素は「安定性」「セキュリティ」「証跡管理」、以上三つを実現するために相応のコストをかける。だから高い。個人ユースのインターネット接続とは桁けたが違ってくる。

「ちなみに今回の提案範はん囲いは」

　机の上に見み積つもり書しよが広げられた。ピンクの爪つめが記述をなぞる。

「インターネット接続ルータ、スイッチ、ファイアウォール、外部・内部ＤＮＳ、ウェブプロキシ、メールリレー、あとリモートアクセス装置」

「盛もり沢だく山さんですね」

「あんたにはファイアウォールとＤＮＳを任せるわ。ＳＳＧはいじれるわよね」

「はい」

　ジュニパーＳＳＧ、セキュリティ装置としてはほとんどデファクトスタンダードだ。過去の案件でも何度となく使用している。使用感で戸惑うことはないはずだった。

「ＤＮＳはインフォブロックス、これは初めてかもしれないからあとで構築事例を送る。まぁドメイン数も少ないし大した難なん易い度どじゃないと思うけど」

「いや、初しよ見けんの機器で設計担当とかかなりの無む茶ちや振ぶりだと思うんですが」

「何か言った？」

「いえ」

　ＤＮＳとファイアウォールを任すということは、あとの全すべてを室むろ見みが構築するという話だ。未み経けい験けんの機き器きだからどうのとごねていられなかった。

「分かりました、じゃあこの二つは僕が担当ってことで。で、どうしましょう。今後の進め方は」

「とりあえず設計案とヒアリングシートを作りましょう。それぞれの担当分について一枚ずつ、まずはポンチ絵レベルでいいわ。夜八時までに作って内部レビュー、できる？」

「はい……頑張ります」

　やるしかないか。見み積つもりの該当項目に○をつける。

「キックオフ明日あしただからね、ぼやぼやしてられないわよ。とにかく可能な限り手戻りを防ぐ方向で」

　室見はちらりと壁かべ時ど計けいを見た。

「私このあと外出だから、何か追加情報出てきたらＩＲＣで共有して。なるべく確かく認にんするようにしておく」

「了解です。作業ですか？」

「ベターメディアさんのＡＰ追加立ち会い、この忙しい時にって思うけど、あっちはあっちで前から依頼されてたしね。しょうがないわ」

「お疲れ様です」

　相変わらず見上げたプロ根性だ。与えられた納期は死んでも守る、不眠不休のスペシャリスト集団、我らスルガシステムＳＥ部、お呼びとあらば即参上ってか。

　一体どんなキャリアを経てくればここまでストイックになれるのだろう。ＪＴ＆Ｗにいた頃ころはロクな教育・指し導どうもなかったようだからその前、あるいは更に昔の経験が影えい響きようしているのか。

（室見さんの……過去）

『七なな隈くまさん？』

　不意に女の子の声が脳裏を過よぎる。

　制服姿の女子高生が必死な表情で室見に呼びかけていた。

『こんなところで何してるの、危ないこととかしてないよね？　全然連絡つかないから私、私達』

　どういう意味だったのだろう。いや、人違いだって結けつ論ろんづけたつもりだけど。にしてもやはり。

「桜さくら坂ざか？　桜坂ちょっと」

「え？　あ、はい」

　気づけば吊つり気味の目が間近にあった。眉まゆを怒らせ正面から睨にらみつけてくる。

「何ぼんやりしてるの、資料片づけといてってお願ねがいしたんだけど」

「す、すみません」

　慌ててプリントを引き寄せる。だが焦りすぎたためか指先が紙片を弾はじいた。拾おうとした弾みに今度は筆記具を落とす。バタバタとプラスチックの衝しよう突とつ音おんが響ひびいた。

「何やってるの、あんた」

　呆あきれ顔がおでつぶやかれる。まったく、何やってるんだろう。おかしくなっているのは外ほかでもない自分だと思った。




　結局、ミカサの作業には夕刻近くまで取りかかれなかった。

　室むろ見みの外出を見計らったように問い合わせが殺到、ただでさえ破は綻たん気味なスケジュールを崩ほう壊かいに追いやったのだ。依頼に次ぐ依頼、確かく認にんに次ぐ確認。外がい線せんを取っている最中に携帯電話が鳴り出したこともある。ここはコールセンターか、はたまた野戦病院か。泣きそうになりながら対応していると、だめ押しのように社長のメールが飛んできた。

『明日あした一顧こ客きやく同行できんか？　ＳＲＧ４６の説明をしてほしいと言われとるんだが』

　いや、もう本当勘弁して。

　ＳＥ部一影かげの薄うすいメンバー、三みつ沢さわの助けまで借りてなんとか捌さばききったのが六時前、気づけば定時を過ぎてしまっていた。

（で、今からヒアリングシートの作成とか）

　さすがにうんざりして机に突っ伏す。ハードディスクの震しん動どうが頰ほおに伝わってきた。

　ノートＰＣの排はい気き熱ねつが生温かい。筐きよう体たいをどけミカサ案件の見み積つもりを取り上げた。赤い丸で記述がハイライトされている。昼の打ち合わせで決定した担当範はん囲いだ。一つはファイアウォール、そしてもう一つが。

　ＤＮＳか。

　Domain Name System、インターネットにおける名前解決の仕組みだ。

　コンピュータの住所であるＩＰアドレスを人間の分かりやすいホスト名に紐ひもづける。173.194.126.247ならgoogle.jp、183.79.227.111ならyahoo.jpといった具合に。機き能のう自体はシンプル極まりない。設定もアドレスとホスト名をペアで登とう録ろくしていく単純なものだ。実際自分も過去に何度かオペレーションしたことがある。設定ファイルをエディタで編へん集しゆうするだけの簡かん単たんな作業だった。

　だが設計、一から構築するとなればもうすこし掘り下げた理解が必要となる。

　たとえばインターネット上には無数のホストが存在する。その全すべてを自社のＤＮＳサーバに登録するのか？　あるホストのアドレスが変わったとして都度レコードを変更しなければならないのか？

　答えは否、だろう。

　まずもって手間がかかりすぎる。十億超のホスト名をいちいち入力していくなど考えたくもなかった。ましてやメンテナンス？　正気の沙さ汰たではない。

　であれば何かしら自動化・省力化の仕組みがあるはず。

　ブラウザを立ち上げて検索サイトに移動、ＤＮＳ・仕組みと入力してエンターキーを叩たたく。トップの検索結果は『ＤＮＳの仕組みについて』、そのものずばりだ。クリック。

　疑問は記事冒頭で氷解した。

　ＤＮＳは規模と効率を両立させるため分散環かん境きようとなっている。名前をピリオドで区切り階層化、それぞれの層ごとに担当のＤＮＳサーバを設置する。たとえばsurugasystem.co.jpならルートドメイン（領域）のサーバ→jpドメインのサーバ→co.jpドメインのサーバ→surugasystem.co.jpドメインのサーバという具合に。

　インターネットのユーザがwww.surugasystem.co.jpにアクセスしたい場合、まずルートサーバにjpドメインのサーバを教えてもらい、続けてco.jp、surugasystem.co.jpと問い合わせ先を変更していく。最終的にwwwのホスト名が登とう録ろくされているサーバにたどりつき実アドレスを取得するイメージだ。こうすれば各サーバは必要最低限のレコードさえ設定しておけばよくなる。

　この検索手法を再帰検索と呼び、再帰検索を受けつけるサーバはキャッシュサーバと呼称される。ちなみにホスト名の登録されたサーバはコンテンツサーバ、クライアント側の問い合わせプログラムはリゾルバというらしい。

（で、今回自分が作るのはジャパン・オートパイロット社ドメインのコンテンツサーバ・キャッシュサーバと）

　整理すると大分分かりやすくなった。

　ジャパン・オートパイロット社のホスト名・アドレスをヒアリングし、新規構築したコンテンツサーバに入力する。あとはクライアントからの名前解決要求に対応するキャッシュサーバを準備する。ＯＫ、その方向性で打ち合わせ資料を作ろう。

　一息つき身体からだを起こす。軽くストレッチしてパワーポイントを立ち上げた時だった。

「お先でーす」

　柔らかな声が背後で響ひびいた。

　振り向くとカモメが立ち上がっている。肩にリュックサックをかけ帰り支じ度たくとなっていた。

「え、カモメさん帰っちゃうんですか」

　白い面おもてが振り返る。艶つややかな黒髪が背中を撫なでた。

「そりゃ帰るよー。もう定時過ぎてるし」

「夜はまだ長いですよ、僕と一いつ緒しよに社畜ライフをエンジョイしましょう！」

「謹つつしんでお断りいたします」

　にべもなく拒絶された。切れ長の目が悪戯いたずらっぽく細められる。

「だいたい工こう兵へい君、明日あしたの準備でいっぱいいっぱいでしょ？　あたしが残ってもどうせ相手してくれないじゃん」

「いやいや、カモメさんがご一いつ緒しよしてくれるなら仕事なんてさっさと切り上げますよ？　むしろ今この場でやめてもいいくらいです」

「それ残業する意味ないよね」

「カモメさんとの会話が僕の仕事ですから」

「ふぅん、仕事」

　カモメは小さく首を傾かしげ「ビジネスで話すならお金取るけど？」と返してきた。

「ほう、ちなみにおいくら程度で」

「銀ぎん座ざの実じつ績せきならだいたい一晩七万かな」

「高っ！　てか銀座って!?」
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　一体どんな店の相場なのか、興きよう味みはあるが突っこまないでおく。大人おとなの世界は深遠だ。若造ごときには色々とうかがいしれない。

「それはそうと」とカモメが視し線せんを巡らせた。

「立りつ華かちゃん外出？　まだ戻らないんだ」

「ええ、なんか作業が長引いてるみたいで」

　先程帰社が遅れる旨むね、連絡があった。自分より作る資料も多いはずだが、大丈夫なのだろうか。

「立りつ華かちゃん、最近変だよね」

　不意にカモメがつぶやいた。「え？」と顔を上げる。黒髪のアシスタントは眉まゆを持ち上げた。

「様よう子すおかしくない？　あたしだけかな、そう感じてるの」

「いえ……」

　カモメも似たようなことを思っていたのか。だとすればやはり気のせいじゃない？　こないだの件を引きずっている？

「んん？　何かあったの？」

「あったと言えばまぁ、ありましたね」

　謎なぞの女子高生の登場。不可解な室むろ見みへの声がけ。

　どう説明するべきか、迷いつつ口を開く。まぁカモメなら室見のプライベートを聞いても悪いようにしないだろう。「実は」と前置きし経けい緯いを説明しかけた時だった。

　勇壮な着メロが響ひびく。オーケストラの旋律は、うお、パイレーツ・オブ・カリビアンだ。カモメがリュックサックから携帯を取り出す。

「あ、はい賀か茂もです」

　目だけで非礼を詫わびてくる。珍しく真ま面じ目めな声の対応。

「今出るところです。……え？　もうみんな集まってる？　二十分前から？　……了解です。すぐ向かいます。そうですね……十五分くらいで」

　彼女は電話を切ると申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめん工こう兵へい君、ちょっと今からイベントの予定が入ってて、あたし主催者側だから行かないとまずいんだ。話途中になっちゃったけど、あとで落ち着いたら連絡するから」

「あ、いやいいですよ。そんな差し迫った話じゃないですし」

　明日あしたにでも説明すればいいことだ。それよりカモメの慌てようが気になった。彼女をして焦らせるイベントとは一体どんなものなのか。

「なんかパーティーでも開くんですか？」

「ううん、えっとね、日に本ほん一周」

　は？

「ツーリング仲間の企画でね。今日きようから三週間かけて全国巡るの。準備期間も長かったからみんな気合い入っちゃって。うかうかしてると置いてかれそうな感じ、だから」

「いや、いやいや、ちょっと待ってください」

　両手を振って制止する。

「え、どういうことですか？　三週間？　休むつもりですか、明日からずっと」

「うん」

「東とう京きようを離はなれて？」

「本ほん州しゆうも離れるねー、北ほつ海かい道どうとかぐるっと回る予定だし」

　ま、マジか。

　愕がく然ぜんとするこちらをよそにカモメはヘルメットを取り上げた。

「有休も随分たまってたしね、大丈夫、当座の事務処理は終わらせてあるし細かな申しん請せい系けいはＯＳ部のアシスタントさんに頼んであるから」

　あ、もうこんな時間。

　慌てた様よう子すで携帯をのぞきこむ。

「じゃ、行ってくるね！　なんかあったら携帯に連絡して」

　元気よく挨あい拶さつして退社していく。一いつ瞬しゆん遅れ呼び止めようとするも、彼女はもう扉の向こうに消えていた。喉のどの奥から低い呻うめき声ごえが漏れる。

「いや、僕、カモメさんの携帯番号知らないんですけど……」
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「てなわけでカモメさん、今日きようから三週間休みみたいですよ。マジでショックなんですけど、これから僕は何を楽しみに会社へ来たらいいんでしょう」

「いや、普通に仕事しに来なさいよ」

　室むろ見みのツッコミは相変わらず容赦なかった。ハイヒールの靴音を響ひびかせながら睨にらみつけてくる。照りつける朝あさ陽ひがスーツの縞しま糸いとを煌きらめかせた。

　三月五日金きん曜よう日び、工こう兵へい達は神かん田だ川がわ沿いの道路を歩いている。目的地は水すい道どう橋ばし駅えき最寄りのミカサ本社。黄き色いろい壁かべのウィンズを通りすぎ小こ石いし川かわ橋ばしの交差点を渡ると左手から首しゆ都と高こうの高架が合流してきた。丁ちよう度ど通勤時間帯が終わったせいか人通りは少ない。広い車道をトラックが行きすぎていった。

「てかあんた、今日の資料ちゃんと最終版印刷してきたでしょうね。直前まであちこち直されて、危うく前のバージョン編へん集しゆうしそうになったわ」

「大丈夫です、何度もチェックしてから打ち出しましたし、ほら、見み積つもりとヒアリング資料」

　鞄かばんからクリアファイルを取り出す。室見は鼻を鳴らし正面に向き直った。不ふ機き嫌げん顔がおのまま歩ほ調ちようを速める。

「まったく、夏休みの宿題じゃないんだからもう少し余裕をもって作業しなさいよ。ギリギリでつじつま合わせしているといつか大おお怪け我がするわよ」

「……気をつけます」

「まぁ昨日きのうの今日だしね、時間に余裕がなかったのは分かるけど」

　額ひたいの汗をぬぐい片目をすがめる。日差しが強いためか、スーツ姿がやや窮きゆう屈くつそうに感じられる。細い指が襟えりをつかみ空気を送りこんだ。

「あー、脱ぎたい」

「だめですよ」

「クールビズ」

「気が早すぎます」

　まだ三月だぞ、まぁ確たしかに今日きようはかなり気温が高いが。

　室むろ見みが鼻の頭をひくつかせた。

「ちょっと、あんまり体たい調ちようよくないのよね。ここのところ遅くまで電話してるのが悪いんだけど」

「？　仕事の電話ですか」

「ううん、私用」

「私用」

「しつこいのよね、忙しいからあとにしてって言ってるのに」

　まさかストーカー!?

　一人ひとり暮ぐらしの幼女に夜な夜な不ふ審しん者しやからの電話が！

　……冗じよう談だんはさておき気になる発言だった。まさかと思うが、例の女子高生が連絡を取ってきているとか。

「えっと、その相手って女の人ですか？」

「は？　なんで」

「いや、なんとなく」

「違うわよ、あんなむさくるしい女いたら嫌いやだわ。気色悪い」

　なるほど、なら関係ないかと思いかけて固まる。ちょっと待った。女性じゃないとしたら電話の相手は。

（男性？）

　ど、どういうことだ。

　軽いパニックに陥り室見を見つめる。一体どういう関係なのか、質問を重ねようとしたが。

「ついたわよ」

　気づけば高層ビルの前にたどりついていた。重厚なエントランスにＭＩＫＡＳＡのロゴが掲げられている。今日の目的地、日に本ほん最大のメーカー、ミカサ自じ動どう車しやの本ほん社しや屋おくだった。

　室見が腕うで時ど計けいをのぞきこむ。

「ちょっと早いけど入っちゃいましょうか。受付にどれだけ時間かかるか分からないし」

「は、はい」

　気勢をくじかれ付いていく。広く明るいロビーを横断してレセプションに、モデルのような受うけ付つけ嬢じように圧倒されながら訪問先を告げた。

　担当者を待つ間、室見は提案資料を読みこみ始めた。先程の話を蒸し返せそうな雰囲気はない。悶もん々もんとしているとほどなく開かい襟きんシャツの男性が近づいてきた。

「スルガシステムさん」

「あ、はい」

　弾はじかれたようにソファーから立ち上がる。男性は丁てい寧ねいに会釈してきた。

「ミカサ自動車の端はた間まです。今日きようはどうぞよろしくお願ねがいします」

　三十台前半の実直そうな人物だった。四角顔で額ひたいが広い、奥二重の目に知的な光が宿っている。男性が名刺入れを取り出したのを見て、慌てて鞄かばんを探った。

「スルガシステムの桜さくら坂ざかです、本件の担当エンジニアになります」

　よろしくお願いしますと一礼して名刺交換する。続けて室むろ見みが端間の前に立った。

「同じくスルガシステムの室見です。技術責任者として今回の設計・構築を統括します」

「技術責任者？」

　混乱した様よう子すで名刺を確かく認にんする。外見とポジションの不一致に戸惑っているのだろう。まぁいつもの反応だ。とっさに補足する。

「上司になります、私の」

「上司」

「室見の指示下で私が動くイメージになります」

「ははぁ」

　端間はわずかに首を傾けたが、それ以上詮せん索さくはしてこなかった。名刺をしまい「こちらへ」と案内してくる。

　展示車両の間を抜けエレベーターホールに、上ボタンを押すとすぐに扉が開いた。目的地は二十階らしい。端間共々壁かべ際ぎわに寄り階数表示を見守る。

「お二人ふたりはＳＲＧ４６に関かかわってるんですか」

　唐突に訊たずねられた。「え？」と聞き返し言葉の意味を咀そ嚼しやくする。

「あ、はい、二人とも開発チームのメンバーで、一応私が開発責任者です」

「おや！　本当ですか」

　男性の顔が華やぐ。首だけを向けて微笑。

「あれには助けられたんですよ、実は先月我々ｖ６移行で大おお揉もめしましてね、どうしようか頭を抱えていたら馴な染じみのベンダーさんがＳＲＧ４６を持ってきてくれて」

「え」

「本当に危き機き一いつ髪ぱつでしたよ。根本解決には数千万かかると言われてましたから、みんな真まっ青さおでね。ちゃんと通信確かく立りつできた時は思わず拍手しちゃいました。いや、世の中には便利なものを作る会社があるんだなぁと。正直感動しました」

「きょ、恐きよう縮しゆくです」

　ＳＲＧ４６は販売代理店モデルを取っているためエンドユーザーが不明なケースも多い。馴染みのベンダーがどこか分からないが、多た分ぶんうちと代理店契約を結んでくれているのだろう。思わぬ繫つながりが功を奏した感じだった。

　チャイムとともにエレベーターが停止する。端はた間まは『開』ボタンを押しつつ。

「ま、余よ談だんですが今回の案件をお願ねがいしようと思ったのもその時の実じつ績せきがあったからでしてね。六ろつ本ぽん松まつ社長からご挨あい拶さつを受けた際に『あ、ＳＲＧ４６の会社か』と思い当たりまして、ＳＩもやられているなら是非一度お取引させていただこうかなと」

「そうだったんですか」

　どうやらトラブル案件を発掘してきたわけではないらしい。社長の口ぶりからどれほど問題を抱えているのかと危き惧ぐしていたが、うちの技術力を評価してもらえたのなら一安心だ。納期や予算の落とし穴に怯おびえず仕事を進められる。

　端間は口元の笑えみを大きくした。

「まぁ今回納期も予算もかなり厳きびしいですが、六本松さん曰いわく『うちのスタッフならなんとでもできます！　お任せください！』ということなので。ＳＲＧ４６のミラクルをもう一度期待してますよ。よろしくお願いしますね」

「………」

　顔で笑い心で泣きつつ廊下を歩いていく。ミラクルは何度も起こせないからこそミラクルなのだが、それを今言っても詮せんないことだ。妄想の中で社長を数回殴りつけておく。

「どうぞ」

　磨すりガラスの会かい議ぎ室しつに通される。

　ミーティングテーブルの向こうで複数の男女が立ち上がった。いずれもラフな格好で首にＭＩＫＡＳＡの社員証をぶら下げている。年ねん齢れいは二十代から四十、五十代まで幅広い感じだ。先行して打ち合わせを行っていたのか、ホワイトボードにメモ書きがある。

「スルガシステムさんです」

　端間の紹介でミカサ社員達が一礼してくる。会釈を返しながら名刺入れを取り出した。

「じゃあ、まずはご挨拶で？」

「ですね、では手前から」

　担当者が一列に並び名刺を取り出す。まずは先頭の小太りな男性に挨拶した。

「スルガシステムの桜さくら坂ざかです、よろしくお願ねがいします」

「ミカサ自じ動どう車しやのＨ郷です。ＩＴインフラ全体の企画を行っています」

「頂ちよう戴だいします」

　受領した名刺をケースの下に移す。続いて茶髪の若者。

「Ｙ形です。ヘルプデスクのリーダーを行っています」

「桜坂です、本日はよろしくお願いします」

　眼鏡めがねの女性。

「Ｋ山です。メールシステムを担当しています」

「Ｗ田と申します。リモートアクセスの担当です」

「Ｓ島です。運用設計のチームリーダーです」

「Ｎ畑です。情報セキュリティの統括・運営を──」

　多いよ！

　何人出てくるんだ。サッカーでも始める気か？　さすが超大企業。見れば「遅れました」と追加の担当者が数名入室してくる。

　名刺、足りるかな。

　青くなり残りの枚数をカウントしていると、ようやく人の流れが絶えた。総勢十二名、危ういところで名刺が間に合う。

「じゃあ始めましょうか、スルガシステムさん、プロジェクタ使います？」

　端はた間まの問いかけに「あ、いえ」と首を振る。

「紙で印刷してますので、お配りしますね。ちょっと量が多くなっちゃったんですけど」

「回しますよ、こちらへ」

「すみません」

　クリアファイルの資料を時と計けい回まわりに送ってもらう。まさかこんな大人数だと思わなかったので不足気味だが、必要分は自分達の資料を配るとしよう。記述の内容はＰＣで確かく認にんして、どうしてもいるものは室むろ見みと二人ふたりでシェア。よし。

　だいたい配布しおえたのを確認して端間がうなずいた。

「よろしいですかね？　では改めましてミカサ自じ動どう車しやの端間です。本件の全体ＰＭを担当しています」

　全体ＰＭだったのか。道理で仕切りが手て慣なれている。端間は机の上で手を組んだ。

「今回ジャパン・オートパイロットという会社を立ち上げるにあたり必要な業務システム・フロー・インフラを整せい備びするのが私達事務局の役割です。急な話ということもあり時間的な余裕もありませんが、どうぞご協力お願ねがいします」

　相互に一礼。

「スルガシステムさんにはインターネットのゲートウェイ周りをお願いしています。関係ベンダー・キャリアとの顔合わせは別途企画しますが、今日きようはまず進め方の認にん識しきあわせということで、一いつ旦たん御おん社しやのイメージをご説明いただく形でよろしいですか？」

「はい、大丈夫です」

　居住まいを正し一呼吸する。緊きん張ちようを鎮しずめ顧こ客きやくを見渡した。

「この度たびはプロジェクト参画の機き会かいを与えていただきありがとうございます。御社ビジネスの成功に協力できるよう尽力していきますので、どうぞよろしくお願いします。弊へい社しや側の体制ですが私、桜さくら坂ざかが窓口業務を担当させていただきます。で、こちらの室見が」

　首だけを傾け一いち瞥べつ。

「本プロジェクトの技術責任者になります。ネットワーク・サーバを含めた全体的な設計・実装を統括していきます」

　ざわりと空気が揺れた。端はた間まと同じ反応だ。眼がん前ぜんの少女が担う役割に面食らっているのだろう。悪く言えば半信半疑、だがこうしたリアクションはマイナスではない。ギャップが激はげしければ激しいほど彼女の有能さが伝わった時の衝しよう撃げきが増す。侮あなどりが心酔に変わる。そういう逆ぎやく転てん劇げきを今まで何度も目にしてきた。だから焦ることはない。時間はたっぷりある。

「それでは」と手元の資料をめくる。

「お見み積つもりをもとに全体構成案を作ってきましたので説明します、まずは室むろ見みの方から」

　事前の役割分担に基づきキューを出す。さぁさっそく出番だ。担当者達に目の覚めるような一撃を叩たたきこんでくれ。エンジニアの善よし悪あしが外見や性別で決まるものじゃないと教えてやってくれ。頼みますよ、ボス。

　………。

「室見さん？」

　鳶とび色いろの目が瞬またたいた。整ととのった顔が夢から覚めたように見返してくる。

「え、何？」

「何じゃないですよ、説明、資料」

　小声でうながすと室見は息を吞のんだ。慌てて資料をのぞきこむ。

「ごめん、えっと」

　ぱらぱらとページをめくる音。

「パラメータシートについてですが原則弊へい社しやのテンプレートを使う形で。ただ御おん社しや標準の設定もあるでしょうから、そのあたりは本日ヒアリングしてテンプレートに反映させていただければ──」

　いや、いやいや。

「違います、まだ最初の部分ですよ。全体設計のドラフトの話」

「そうなの？」

「ここです」

　顧こ客きやくが不安げにこちらを注視している。明らかに戸惑っている様よう子すだった。だがそれは自分も同じだ。何をぼうっとしているのか、しっかりしてくれ。

「失礼しました。続けます」

　室見がようやくのことで冒頭ページを解説し始める。

　だがそのあとも彼女の発言は迷走した。言い間違いや読み飛ばし、資料の章立てを忘れたように次の説明箇所を探し出す。挙げ句顧客の質問にも的外れな答えを返し始めたため、慌てて説明を巻き取った。前日の打ち合わせ内容を思い出しながら必死でヒアリングしていく。

「……以上になります。では一いつ旦たん今の話を持ち帰りご検討いただく感じでよろしいでしょうか？」

「そうですね。いかがでしょう？　みなさん」

　端はた間まが左右を見渡す。異い議ぎがないことを確かく認にんしうなずいた。

「では以上で。次回打ち合わせは来週の同じ時間で大丈夫ですか、スルガシステムさん」

「問題ありません」

「分かりました。会議室を押えておきます」

　ミーティング終了。バタバタと離り席せきの音が響ひびく。嘆息し資料を片づけていると端間が「桜さくら坂ざかさん」と呼びかけてきた。

「すみません、ちょっとよろしいですか」

「え？　あ、はい」

　室むろ見みはもう部へ屋やを出かけている。呼び戻そうとした瞬しゆん間かん「すぐ終わりますから」と制された。

　端間はにこやかな表情のまま隣となりに着席、一呼吸して。

「あの人、大丈夫ですか？」

　一気に声音が固くなった。眉み間けんに深い皺しわが刻まれている。視し線せんの先に室見の背中があった。

「申し訳ないですがとても技術責任者が務まると思えません。資料の内容もよく理解されてないようでしたし、今回のプロジェクトをお任せして本当に問題ないんでしょうか？」

「それは」

　あけすけな問題提起に口ごもる。確たしかに、先の打ち合わせだけ見れば不安にもなるだろう。プロジェクト全体を統括する立場として問題視するのも当然だ。だが今日きようの室見はおかしかった。心ここにあらずというか、何かに関心を奪われている感じ。

　頭を下げる。

「すみません、ちょっと体たい調ちようが悪かったみたいで、最初から私の方で説明するべきでした。申し訳ありません」

　噓うそではない、実際プライベートの電話で寝不足だと言っていた。見た目より疲労が溜たまっていたのかもしれない。

　端間が「体調ですか」とつぶやく。念を押すように。

「実力的には問題ない、ということでしょうか」

「はい、保証します」

「桜坂さんがそう仰おつしやるなら」

　溜ため息いき混じりの言葉で緊きん張ちようが解ける。端間は苦笑気味に会釈してきた。

「すみません、失礼なことを言って。何分失敗の許されないプロジェクトですから」

「こちらこそ、ご心配をおかけしてすみません。室見には私からもよく言っておきますので」

　一礼して席を立った。

　室見は扉の外で待っていた。アイコンタクトして合流、端間の先せん導どうでエレベーターホールに向かう。到着したエレベーターに乗りこみ一階ボタンを押した。

「では、私はこちらで」

　端はた間まが深々と頭を下げる。乳白色の扉が閉まり男の姿を覆おおい隠した。喧けん噪そうが途と絶だえ沈ちん黙もくが訪れる。

「室むろ見みさん、そんなに体たい調ちよう悪いんですか」

　わずかに間をおき訊たずねてみる。室見は一いつ瞬しゆん瞬まばたきしたが、気まずげに視し線せんを逸そらした。

「そうね、ちょっと思った以上に疲れてたかも。ごめんなさい」

「なら言ってくださいよ。相そう談だんしてもらえればプレゼンの段取り変えたのに」

「あんたには荷が重いと思ったのよ、昨日きのうの今日きようだし」

「気き遣づかってもらうのはありがたいですけど、でも失敗したら元も子もないでしょう。危うくキックオフの場でお客さんの信頼なくすところだったんですよ」

　叱しつ責せきめいた指摘に、だが室見は反はん論ろんしない。「そうね」と短くつぶやいただけだ。

　心がざわめく。いや、もちろん今の状況で反発されたら困る。だがこんな曖あい昧まい模も糊ことした謝しや罪ざいは嫌いやだった。問題があるなら共有してほしい。きちんと議ぎ論ろんして事態を解決したかった。

　悩んだ末覚悟を決める。彼女に向き直り深呼吸。

「昨日の電話、なんだったんですか」

「は？」

「その電話のせいで室見さん変だったんでしょう。だったら内容を聞かせてください。悩みごとがあるなら相そう談だんにのりますし」

　直球で切りこむ。搦からめ手てが無理なら正面突破するまでだ。あえて不ぶ躾しつけな質問をぶつけてみる。

　室見はしかめっ面つらになった。

「何言ってんのあんた、プライベートの用事だって言ってるでしょ。職しよく場ばの人間に説明する義理はないわ」

「でも仕事に影えい響きよう出てるじゃないですか」

「出てない」

「さっき体調悪いって言ってたでしょうに」

「体調が悪いのと電話の内容は別問題よ。今日は単純に寝不足でぼうっとしてただけ」

「だから寝不足になるほど電話してたのはなぜですって訊きいてるんです」

「あんたに話すことじゃないわ」

「なんでですか」

「関係ないし」

「関係あります」

「ないわ」

「ありますよ」

「ないって言ってるでしょう！　しつこいわね！」

　叫び声は思ったより大きく響ひびいた。

　気づけば扉が開いている。ロビーの人々が驚おどろいたようにこちらを見ていた。

「……ごめん」

　室むろ見みが下唇を嚙かむ。うつむいた拍子に長い髪が彼女の顔を隠した。そのまま逃げるようにエレベーターから出ていく。

　慌ててあとを追った。周囲の好奇に満ちた視し線せんが突き刺さってくる。動どう悸きが激はげしい。身体からだの奥底からどくどくと脈動が響いてくる。脳裏にカモメの言葉がこだました。

『立りつ華かちゃん、最近変だよね』

『様よう子すおかしくない？　あたしだけかな、そう感じてるの』

　いや、カモメさん、あなたは正しい。

　もはや疑うべくもなかった。室見立華は何か問題を抱えている。
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「ごめん、ちょっと先進めてて」

　室むろ見みが席を立つ。着信中の携帯を取り出しミーティングスペースから離はなれていった。パーティションの陰に隠れると人目をうかがうように話し始める。

　またか。

　嘆息気味に三みつ沢さわと視し線せんを交わす。一体何度目だろう、今日きようだけでもう二回打ち合わせを中断させられている。通話相手は不明、ただ仕事関係でないのは確たしかだった。「こんにちは」「今、職しよく場ばなので」などと、およそ客向けの口ぶりではない。何より仕事の話ならこの場ですればいい、場所を改める理由がなかった。

「どうしましょうかね」

　先に進めてくれと言われても今は室見への設計レビュー中だ。自分達だけでは続けようもなかった。

　丸テーブルにはプリントが散乱している。ミカサ自じ動どう車しや向けの設計ドキュメント。先週金きん曜よう日びの打ち合わせを受け絶ぜつ賛さん追記・修正中だ。提出〆しめ切きりは明後日あさつての午後六時、お世辞にも余裕のあるスケジュールではない。多た分ぶん今日中に方向性の目め処どをつけねばならないだろう。つまりこの打ち合わせはまだまだ続くということだ。

「少し休きゆう憩けいしますか？」

　三沢が無言でうなずく。雛ひな人にん形ぎようめいた細目がじっと見つめてきた。

「すいませんね、いきなり巻きこんじゃって」

　忸じく怩じたる思いで謝しや罪ざいする。

　ミカサ案件があまりに短納期なため急きゆう遽きよヘルプを依頼したのだ。ごめんなさい、今週だけでいいので手て伝つだってください、お願ねがいします！　助けて！　と。にもかかわらず室見は度たび々たび彼を放置している。ひどい話だ。自分なら怒り出していただろう。

　だが三沢はいやいやと首を振った。

「え、大丈夫、気にするな？　困った時はお互い様？」

　こくりとうなずいてくる。

「とりあえず飲み物でも買ってこい？　水分が不足すると頭が回らなくなるから？」

　こくり、こくりと首肯。

　うむ、ほとんど喋しやべっていないのになんで意思疎通できるんだろう。思ったより三沢さん、表情豊かなのかな。頰ほおの筋肉一つ動かしてないように思えるけど。はて。

「じゃあお言葉に甘えて」

　室見はまだ電話をしている。自じ販はん機きでジュースを買ってくる時間くらいあるだろう。

　財布を持参し廊下に出る。後ろ手に扉を閉め一息。

（はぁ）

　我知らず溜ため息いきが漏れた。気分が重い。頭ず蓋がいに鉛の塊が入っているようだ。

　疲れているのか？　もちろんそれもある。だが一番の原因は室むろ見みの変へん調ちようだ。不可解極まりない彼女の言動、その一つ一つが苛いら立だちを増幅していた。

　一体どうしたというのか。

　ミカサのキックオフ以降、彼女はおかしくなる一方だった。

　業務時間中の中座・私用電話、打ち合わせ時間を間違え作業予定を失念したこともある。一度など離り席せき中ちゆうのモニタに転てん職しよくサイトが表示されていた。慌てて画面をオフにしたものの他社員に見つかったらどうなっていたことか。血相を変え問い詰めると「調しらべ物中に広告バナーを踏んでしまった」なる言い訳が返ってきた。なんと人ひと騒さわがせな、勘弁してほしい。

　いや、無む論ろん彼女とて人間だ。体調不良やスランプに襲おそわれることもあるだろう。こんな時だからこそ自分がフォローし支えていくべき、というのは分かる。分かるのだが──

　謎なぞの女子高生。

　七なな隈くまという名前。

　夜よ毎ごとかかってくる男からの電話。

　意味不明な事象の数々が思考を混乱させる。果たして彼女の周りで何が起こっているのか。どんな事態が進行しているのか。どれだけ考えても一貫した結けつ論ろんが導みちびき出せない。できの悪い不条理劇げきでも見せられている気分だった。

（こんなことならカモメさんに電話もらうべきだったな）

　戻ってからでいいですよ、と言った自分が恨うらめしい。彼女なら現在の問題になにがしかアドバイスをくれただろうに。

　今いま頃ごろは九きゆう州しゆうだろうか、あるいは中ちゆう国ごく地方か。帰き京きよう予定までまだ大分日がある。しばらくは自分でなんとかするしかなさそうだった。

（次、また打ち合わせが中断したら注意してみるか）

　ミカサでの騒そう動どうを思い出し瞑めい目もくする。揉もめるかなぁ、揉めるだろうなぁ。気き鬱うつな身体からだを引きずりつつ休きゆう憩けいスペースにたどりついた時だった。

　……ん？

　見み慣なれぬ人ひと影かげが長なが椅い子すに陣取っていた。

　サングラスの男性が煙草たばこを吸っている。スマホを操そう作さしながら紫煙を吐き出していた。

　服装はカラーシャツにジャケット、腕にシルバーの時と計けいという派は手でなものだ。フェラーリを背景にブロンドの美女でも抱き寄せていそうな雰囲気。銀ぎん座ざあたりを歩いていたらさぞかししっくりくるだろう。問題はここが零細企業のオフィスで、傍かたわらにあるのがジュースの自じ販はん機きということだった。

　足音に気づいたのか男性が顔を上げる。サングラスのつるを持ち上げ会釈してきた。

　あ、どうも。

　無言で挨あい拶さつして回れ右、柱の陰に隠れる。

　誰だれ？

　もう一度顔を出し確かく認にんしてみる。再び男性と視し線せんが合った。再度会釈、互いに沈ちん黙もくしたまま目を逸そらす。

　いや、いやいや。

　本当に誰だよ、客？　ベンダー？　だが入にゆう館かん証しようも何もつけてないぞ。だいいちあんな筋すじ者ものめいた会社員、この業界にいるのか。よく見ると顎あごひげとかはやしてるし、なんなの、イタリアンマフィア？

　背筋が寒くなる。まさかとは思うが総会屋じゃないだろうな。企業を専門に狙ねらうヤクザ、不ふ祥しよう事じや不正を嗅かぎつけ強ゆ請すりたかりのネタにする人種。たとえば社長が目先の利益に釣られ、越えてはいけない一線を越えてしまったとしたら？　踏みこんではならない領域に入りこんでいたとしたら。

　馬ば鹿かな、ありえないと思うも一度湧わき上がった疑念は簡かん単たんに払ふつ拭しよくできない。本当にヤクザならどうしよう。警けい察さつを呼ぶべきか、総務に相そう談だんするべきか、それとも難なん癖くせつけられないよう放置しておくべきか。

　瞬しゆん間かん、着信音が響ひびいた。男がスマホを耳に当てる。

「ああ、俺おれだ」

　低く張りのある声。

「だめだ、これ以上金は出せない。ごちゃごちゃ言うなら資金の引き上げも含めて検討すると脅しておけ。甘い顔するとすぐつけあがるからな、あそこは。強こわ面もてで行け、いいな」
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　本物だー！

　しかも資金の引き上げとか、何？　闇やみ金きん？　今まさに違法な取り立ての指示を耳にしているの？　聞いちゃった自分はどうなるわけ。口封じ、消される？

　男性が電話を切る。サングラス越しの視し線せんが一いつ瞬しゆんこちらをとらえたように思えた。口元に浮かぶのは悪鬼のごとき酷こく薄はくな笑えみ。

　ぎゃー！

　気づけば踵きびすを返していた。転がるような勢いでオフィスに戻る。パーティションにつかまり助けを求める。誰だれか、電話！　１１０番！

「どうしたのよ、通とおり魔まにでも追っかけられたような顔して」

　室むろ見みが怪け訝げんそうに見返してくる。既に通話を終えていたのか、ミーティングスペースに戻り三みつ沢さわと向かい合っていた。

「や、や、や！」

「や？」

「や、やく、やく……ざ！」

「薬剤師？」

　なんでだよ！　社内で薬剤師に追っかけられるとか、どんなシチュエーションだ。シュールすぎる。

　呼吸を落ち着け説明する。一通り聞き終えると室見は眉まゆ根ねを寄せた。

「というかあんた、ヤクザ云うん々ぬんより部外者が勝手に入ってきてる方がまずいでしょ。何黙だまって放置してるのよ。きちんと注意して追い出しなさい」

「いや、いや無理でしょう！　何恐ろしいことさらりと言ってるんですか。極ごく道どうですよ？　逆上して襲おそいかかってきたらどうするんです」

「その時はこちらも全力で応戦するまでよ。大丈夫、くぐった修しゆ羅ら場ばの数なら負けてないわ。現場育ちのインフラエンジニア、舐なめんじゃないわよ」

　冗じよう談だんじゃない、なんで抗争前提で話が進んでいるんだ。目を白黒させていると室見が拳こぶしの骨を鳴らした。

「いいわ、あんたが注意できないなら私が言う。最近むしゃくしゃしてたし丁ちよう度どいいわ。どこにいるのそいつ、受付？」

　言うが早いかミーティングスペースを離はなれる。自席からドライバーを取り上げたのはまさかの戦せん闘とう用ようか。肩を怒らせオフィスから出ていく。

「ちょ、ちょっと室見さん！」

　はっと我に返りあとを追う。呆ぼう然ぜん自じ失しつしているうちに彼女は随分と先行していた。廊下に出ると丁ちよう度ど突き当たりの角を小さな背中が曲がっていくところだった。

　足取りを速め必死で脳みそを回転させる。本当に暴ぼう力りよく沙ざ汰たになってしまったらどうしよう。警けい察さつを呼んでいたら間に合わない。社内で助けを求める？　いや、これ以上同僚は巻きこみたくない。であれば現実的な対応はビルの警備員を呼ぶくらいか。

　足音が止んだ。

　休きゆう憩けいスペースの前で室むろ見みが立ち止まっている。剣けん吞のん極まりない視し線せんを部へ屋やの奥に向けていた。遅れて彼女の横に並ぶ。男性は……まだいた。先程と同様、煙草たばこの煙をくゆらせながらスマホをいじっている。

「すみません、受付はすまされましたか？」

　室見の語気は鋭するどかった。言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいだが身にまとう空気は完全に戦せん闘とうモードだ。妙な動きをすれば即開戦とばかりにドライバーを握りしめている。

　男性が顔を上げた。サングラスが照明を浴び輝かがやく。どくりと心しん臓ぞうが跳ねた。緊きん張ちようで肌が粟あわ立だつ。果たしてどんな反応が返ってくるのか、と思ったが。

「立りつ華か？」

　長い指がサングラスをずらす。濃こいブラウンの瞳ひとみが露あらわになった。直線的な眉まゆが持ち上がり、こちらを見つめてくる。

　立華がぽかんと口を開けた。双そう眸ぼうを瞬またたき完全に意表を突かれた様よう子すだ。無言のまま謎なぞの男性と視線を絡ませている。

　……え？

　何、どういうこと。

　なぜ室見の名前を知っているのか。しかもファーストネームで呼ぶとか、仕事相手ではありえない。どんな関係だ。

　白い頰ほおが震ふるえる。

　年ねん齢れい不詳の上司、少女と見み紛まがう容姿の先せん輩ぱいエンジニアは、驚きよう愕がくを顔に張りつけたまま、喘あえぐように言った。

「陣じん兄にい？」




「ははは、総会屋ね、ひどいなぁ」

　明るい笑い声が響ひびく。陣と名乗った男性は愉快そうに肩を震わせた。吸いかけの煙草たばこを灰皿に押しつける。ほころんだ口元に先程までの圧迫感はない。温かな日なたを思わせる雰囲気が全身から放たれていた。

「そんな格好で来るからいけないのよ、何そのサングラス、似合わない」

　憮ぶ然ぜんとした様子で告げるのは室見だ。長なが椅い子すに腰かけ視線を逸そらしている。頰ほお杖づえを突いた姿勢で唇を尖とがらせていた。

「似合わないかな」

　男性が首を傾かしげる。サングラスのつるをいじりつつ。

「うちの周りじゃそこそこ評判いいんだけど、ふむ、立りつ華かには不評か。覚えておこう」

「せめて室内では取ったら？　別に目を痛めてるわけでもないんでしょ」

「ないけどね、コンタクトをなくしてしまってこいつが眼鏡めがね代わりなんだ。妙な見た目なのは勘弁してくれ。裸ら眼がんだと仕事のメールも読めなくてね」

「あ、あの」

　たまりかねて声を上げる。先程説明された内容がまだ咀そ嚼しやくできていない。確かく認にんの意味もこめてもう一度訊たずねる。

「叔お父じさんなんですか、室むろ見みさんの」

「ああ」と男がうなずいた。首だけをこちらに向けて補足する。

「母方の親しん戚せきでね。この子の母親が俺おれの姉に当たる。といってもつい最近まではあまり交流もなかったんだが。色々あって今はこの子の後こう見けん人にんみたいなことをしてる」

「後見人」

　鸚おう鵡む返がえしにつぶやいて、ふっと気づく。そういえば以前室見が言っていた。自分をスルガシステムに紹介してくれた人がいると。古い知り合い、恩人、お節せつ介かい焼き、社長と顔見知りで合唱団など会社以外の居場所も薦すすめてくれた人物。

　親戚だったのか。

　一体何者かと思っていたが叔父だったとは。親族ならまぁ世話を焼く理由も分かる。後見人という立場も腑ふに落ちるものだ、が。

　冷静に考えると色々引っかかる。

　なぜ社会人に後見人がついているのか。

　親ではなく親戚が面めん倒どうを見てる理由は。

　そもそも父方ではなく母方？

　疑問が際限なく増殖していく。質問がまとまらない。一体何から訊たずねれば状況を把握できるのか。「えーっと」と天てん井じようを仰あおぎ瞑めい目もくする。

「確かく認にんなんですけど、本当に堅かた気ぎの人なんですよね、その……ヤがつく自由業の方じゃなくて」

「もちろん、ただの会社員だよ」

「でもさっきすごく怖い話してましたよね。お金を引き上げるだの、強こわ面もてで脅せだの」

「そんなこと言ったの？」

　室見の視し線せんが険しさを増す。陣じんは肩をすくめた。

「付き合いのある企業がね、事業計画も出さず追加融ゆう資しを迫るから仕方なくだよ。どうにも怠なまけ癖ぐせのある社長だから冷たくあしらうくらいで丁ちよう度どいいんだ。ポテンシャルはすごいんだけどやる気がね。ま、心配なく。お互い憎まれ口を叩たたける程度には関係構築できてるから」

「融資……ですか」

　銀行員なのだろうか。いや、いくらなんでもこんな風ふう体ていのバンカーはいまい。であれば消費者金融？　商工ローン？　んん、やっぱりきな臭い匂においがしてきた。

「そろそろ雑ざつ談だんはいいでしょ、陣じん兄にい」

　室むろ見みが苛いら立だたしげに唸うなった。

「いい加減何しに来たか説明してくれない？　まさかうちの煙草たばこ部べ屋やを仕事場代わりに使うためじゃないでしょ。なんの用？」

「立りつ華かが全然アポを取らせてくれないからね。電話で話していても埒らちがあかないし直接会社で相談しようかなと」

「冗じよう談だんはやめて、業務時間中よ」

「別にいいだろう、朝から晩まで切れ目なく働いてるわけでもなし」

「納期前なのよ、そんな突然押しかけられたって対応できないわ」

　瞬しゆん間かん、男の顔が強こわばる。予想外に強い言葉が投げかけられた。

「じゃあいつなら予定が空くんだ？　『今は忙しい』『また今度』と言われ続けてもう何ヶ月だ。キリがない。そろそろ先延ばしは勘弁してもらえないか」

「………」

　押おし黙だまる室見の前で陣が嘆息する。「まぁいい」と視し線せんを逸そらした。

「心配するな。今日きようは仕事の邪じや魔まをしにきたわけじゃない。六ろつ本ぽん松まつさんと会食の予定を入れていてね。準備が整ととのうまで待たい機きしてたんだよ」

「社長と？」

　訝いぶかしげな声に騒そう々ぞうしい足音が重なった。廊下の向こうからずんぐりとしたシルエットが近づいてくる。

「いやぁお待たせしました！　申し訳ない！」

　赤味を帯びた禿はげ頭あたまが輝かがやく。ぎょろついた目と口ひげは見間違えようもない、社長、六本松だった。

「出がけに一本電話がかかってきましてな。馴な染じみの業者だったんですが年度末の数字が足りないので仕事を回してほしいと。そんなものがあるならこっちでもらいたいと返しておきましたわ。まったく都合のよい時だけ人を使わんでほしいですよ。がっはっは！」

　陣がサングラスを外し立ち上がる。人好きのする笑え顔がおで会釈した。

「相変わらずお忙しいようで。すみません、こんな時期にお邪魔してしまって」

「いやいや、私もそろそろ連絡しようと思ってたので構いません。今日はゆっくりお話ししましょう。……ん？　なんだ君ら、そんなところに集まって」

　今更気づいたように視線を向けてくる。陣が「ああ」と声を上げた。

「話し相手になってもらってたんですよ、丁ちよう度ど二人ふたりが通りがかったので、私から声をかけて」

　無ぶ難なん極まりない誤ご魔ま化かし。六ろつ本ぽん松まつは「おお」と表情を和やわらげた。

「では紹介の手間が省けましたな。彼が例のＳＲＧ４６を企画した人間です。名前は……ええと……サクラダ・ファミリア」

「桜さくら坂ざかです」

　なんでバルセロナの教会みたいになってるんだ。間違いすぎだろう、いくらなんでも。

　改めて一礼。陣が目を細める。表情がわずかに硬くなった。

「桜坂、なるほど、じゃあ君が」

「はい？」

「ふむ、ＳＲＧ４６をね。優ゆう秀しゆうだな。いや、優秀すぎると言うべきか」

　？

　どうにも含みのある物言いだった。返答に窮きゆうしていると六本松が手を叩たたいた。

「さ、さ、行きましょう。山の上の例の店でいいですな、ランチタイムで混まないうちに。さぁ」

　上じよう機き嫌げんに言って出発を促す。陣じんは室むろ見みを振り返り「じゃあまた夜に電話するから」と告げた。そのまま二人ふたり並んで去っていく。

　足音が聞こえなくなったのを確かく認にんして室見を見た。長い髪の少女は仏ぶつ頂ちよう面づらで長なが椅い子すに腰かけている。先程の陣とのやりとりから一言も口をきいていない。どことなくふて腐れた様よう子すだった。

「夜の電話って、あの人とだったんですね」

「………」

「何か無む理り難なん題だいを言われてるんですか」

　怖こわ々ごわうかがうと室見は首を振った。「そういうんじゃないわよ」と否定する。

「単純にお節せつ介かいなだけ。実の親でもないのにごちゃごちゃと、うるさいったらないわ」

　小言・説教の類たぐいということか。であれば確たしかに外野がとやかく言う筋合いはない、が。

「戻りましょう、三みつ沢さわさんが待ってるわ」

　室見が席を立った。今の話は終わりとばかりに背を向けて歩き出す。

　気まずい沈ちん黙もくが訪れた。陣との会話が脳裏を過よぎる。『相そう談だん』『先延ばしは勘弁』『もう何ヶ月も前から』──

　果たしてどういう意味なのか。二人の間に走った緊きん張ちようを見る限り、とても些さ細さいな話には思えない。何か重大な覚悟を迫られているのではないか、室見も、そして自分達も。

「あんたさ」

　しばらく進んだ後、呼びかけられた。慌てて顔を上げる。彼女は前を向いたまま歩き続けていた。

「私がいなくなってもちゃんと仕事できる？」

　……は？

　一いつ瞬しゆん意い識しきが空白化した。何を言われているのかよく理解できない。

「どういうことですか」

　いきなりなんの話だ。週末のミカサ定例を欠席するとでも言っているのか。だが室むろ見みは「ああ、ううん」と口を濁にごした。

「ちょっと最近働きづめだったから、休んだ時に案件任せられるかなと思って」

「そりゃ絡んだことのあるシステムなら一時的には対応可能ですけど」

　室見が休む？　この万年仕事中毒ワーカホリツクな上司が？　冗じよう談だんだろう。いや、会社員が有休取るのに冗談も何もないけれど。でも室見さんだぞ？　複数案件の納期を控えたこの時期に休むとか、考えづらかった。

「まだ体たい調ちよう悪いんですか」

　思わず訊たずねると室見はかぶりを振った。

「別に、大したことないわよ。ただ来月以降も大きな案件控えてるしね。体力は温存しておかないと」

「温存」

　先のことを考えて休養するとか、やっぱり室見さんらしくない。いやそもそもなぜいきなりこんな話を？　体調が悪くないのであればなおさら今持ち出す話題とは思えなかった。

　不意になんとも言えない不安が湧わき上がる。拠よって立つ地面が崩れ落ちるような感覚、恐怖。

「僕、来年度も室見さんと一いつ緒しよに働けますよね？」

　遠回しな確かく認にんに室見が振り返った。綺き麗れいな鳶とび色いろの瞳ひとみがこちらを映す。

「当たり前でしょ」

　呆あきれたような微笑。

「あんたにはまだまだ教えなきゃいけないことがたくさんあるんだから、独り立ちしたいならもっともっと精しよう進じんしなさい。今のままじゃ危なっかしくて目が離はなせないわ」

　そう言ってたしなめる様よう子すはいつも通りの彼女だった。不安が和やわらぐ。そう、何も変わりはしない。ＳＥ部での日常は明日あした以降も変化なく続いていくのだ。たとえ過労死上等のブラック会社だとしても、今の桜さくら坂ざか工こう兵へいにとってここでの仕事が生活の過半だ。ある日を境に全すべて変わってしまうなど考えられない。明日も明後日あさつても明明後日しあさつても、自分は室見に怒ど鳴なられ、しごかれ、より多くを学んでいくのだろう。それは疑うべくもない当然の未来だった。




　だが翌日以降、室見は会社を休む。

　当たり前の未来は当たり前のように裏切られ、覆くつがえることはなかった。




　　　　[image: くぎり]




『困るよ！　一体いつまで待たせるつもりだ。こっちもエンドユーザに状況説明しないといけないんだよ。担当者がいないから分かりませんなんて言い訳は通らないんだ』

　電話向こうの声は激げき昂こうしていた。

　Ｋシステム株式会社、放送業界専門のＳＩｅｒで室むろ見みの担当顧こ客きやくだ。子し細さいは知らなかったがどうも月末に認証サーバの更改を控えていたらしい。突然報告が途と絶だえ全すべての進しん捗ちよくがストップしているのだという。

「申し訳ありません。なるべく早めに室見から連絡入れさせますので、もう少々お時間いただけますか。このあともう一度電話してみますので」

『そう言ってもう何日目だよ！　三日も音信不通とかおかしいだろう。いい加減他ほかの担当者つけてリカバーするべきじゃないのか？　うちは別に室見さん個人に仕事お願ねがいしてるわけじゃないんだから』

「はい……はい、それは仰おつしやる通りです」

（案件情報が共有サーバに置かれていればな）

　内心で舌打ちする。仕様書や設計資料がファイルサーバにあればこちらで確かく認にんし当座の対応を引き継ぐこともできただろう。だが全ては室見のＰＣの中だ。パスワードが分からない限りアクセスすることさえままならない。リソース不足・個人プレイの弊へい害がいがこんなところで出ていた。

「とにかく状況確認しますので、一時間後を目め処どにまたご連絡します。動きがあってもなくてもなにかしらご報告するということで」

『一時間後ね』

　低い唸うなり声ごえが返ってきた。まだ納得いかない様よう子すだが、とりあえず話していても状況は好転しないと分かったのだろう。荒い鼻息を漏らす。

『もし今回の件が失敗したら、おたくとは取り引き中止だからね。頼むよ！』

　乱らん暴ぼうに回かい線せんが切れた。耳の奥で怒ど鳴なり声ごえがこだましている。八つ当たりに近い宣告だが反はん論ろんもできない。担当者失しつ踪そう、連絡途絶。あまりにも非ひ常じよう識しきな事態だった。自分が同じ立場なら業者に怒鳴りこみかねない。

　もう三日、か。

　室見が無断欠勤してかなりの時間がたっている。その間、電話はおろかメールでの連絡もついていない。一体どうしたというのか、何か事情があって休むにしてもまったく音信不通というのはありえないだろう。事件にでも巻きこまれた？　あるいは怪け我がをして病院に担ぎこまれているとか。

（マンション見に行った方がいいのかな）

　湧わきあがる不安を抑えきれずにいると内ない線せんが響ひびいた。発信者は福ふく大だい、ひどく嫌いやな予感を覚えて電話を取る。

「はい、さくらざ」

『ちょっとさぁ！　またラムダコムから問い合わせ来てるんだけど、ＳＲＧ４６はともかく周辺インフラは俺おれの範はん囲いじゃないっつーの。室むろ見みに回答させなよ、どうなってるの!?』

　先程のクレームを上回る大だい音おん声じよう。思わず受話器を離はなして「す、すみません」と答えた。

　ＳＤ部福大、ソフトウェアエンジニアでＳＲＧ４６のアプリ開発担当だ。天才的なプログラマーだが何せ気き難むずかしい。扱いを間違えると大事故になりかねなかった。

　ひたすら低姿勢に謝しや罪ざいする。

「ちょっと、まだ連絡ついてないんですよ。ラムダコムの件って担当者、Ｏ崎さんですか？　だったらこっちから一報入れておきますけど」

『頼むよ！　俺おれも忙しいんだからさ、ったくあの凶きよう暴ぼう女おんな、散々偉そうなこと言っといて自分は職しよく場ば放棄かよ。ふざけんなっつーの』

　そんなことはない、誤解です、きっと何か事情がと言いかけて口ごもる。

　あの日、陣じんと名乗る男が現れた時、室見は「私がいなくなってもちゃんと仕事できる？」と訊たずねてきた。つまりある程度今の状況を予測していたのだろう。にもかかわらず善後策を指示することなく欠勤した。無責任、プロ意い識しきが低いと言われても仕方ない。

『ってかさ室見、転職したわけじゃないよな？』

　は？

　突然の話題にどきりとする。

「て、転職？　なんでですか」

『なんかＳＤ部うちの人間があいつの私用電話、漏れ聞いたらしくて。「面接」とか「履り歴れき書しよ」とかそれっぽい単語出してたみたいだから。転職エージェントとでもやりとりしてたんじゃないかって』

　心しん臓ぞうが跳ねる。

　三日前、室見のＰＣが映し出していた転職サイト。本人は過ってアクセスしただけと言っていたが、エージェントとの電話？　いや、いやまさか。

「聞いてないです。というかありえないでしょう。退職届もなしで私物も置きっぱなしなのに」

『まぁそうだけどさ』

「聞き違いですよ、きっと」

　自分に言い聞かせるように断言する。そう、断片的に聞こえてきた単語などどうとでも受け取れる。室見が他社に行くなどありえない、あるはずがない。強い口く調ちようで話を切り替えた。

「とにかくラムダコムのＯ崎さんには僕から連絡します。次そっちに問い合わせいったら桜さくら坂ざかから回答すると伝えてください」

『了解』

　ったく、このクソ忙しいのにさと毒づいて電話を切られる。脱力した直後、再び内ない線せんが鳴った。

　今度は何!?

　さすがに冷静さを失いかけるも表示された発信者名を見て頭が冷える。ＲＯＰＰＯＮＭＡＴＳＵ。六ろつ本ぽん松まつ、社長？

「はい、桜坂です」

『おう、私だ、今少しいいか』

　いつもの胴どう間ま声ごえ、だが心なし口く調ちようが堅いように思える。なんだろう、やや改まった感じだ。

「はい、大丈夫ですけど」

『社長室に来てくれ。名刺を忘れずにな』

「名刺？」

　誰だれかと挨あい拶さつするのか、子し細さいを訊たずねる間もなく電話は切れていた。仕方なく席から立つ。キャビネの名刺を数枚取り出し胸ポケットに入れた。

「三みつ沢さわさん、すみません。少し席外しますので電話あったら対応お願ねがいします」

　パーティションの頭越しに白い手がサムズアップしてくる。カモメも室むろ見みもいない今、この無口な先せん輩ぱいの存在は想像以上に心強い。「すみません」と頭を下げオフィスから出た。

　社長室に赴おもむくのは総そう務む省しよう案件以来だ。

　もともと人通りの少ない廊下だが、社長室に続く経路は他ほかにも増してしんとしている。歩いていると自分の呼吸・鼓動までもが聞こえてきそうだった。

「失礼します」

　突き当たりの扉をノックする。しばらく返事を待ってからノブを回した。視界が広がり室内の状況が明らかになる。

　人ひと影かげが三つ、商しよう談だん机づくえを囲んでいた。一人ひとりは六本松、もう一人は藤ふじ崎さきか？　ＤＶ社の受け入れ以来出張していたはずだが、戻ってきたのか。何を話していたのだろう、二人ふたりともひどく難むずかしい表情をしている。藤崎に至ってはこの世の懊おう悩のうを全すべて引き受けたような顔になっていた。そして最後の一人は。

「陣じん……さん？」

　意外な登場人物に瞬まばたきする。まさしく室見の叔お父じ、陣だった。精せい悍かんな顔立ち、野性味あふれる顎あごひげ。こないだ会った時と同様、小こ洒落じやれたスーツに身を包んでいる。

「やぁ桜坂君、どうも」

　気さくに手を上げ挨拶してくる。陣は胸ポケットから革製の名刺入れを取り出した。

「改めて挨拶させてもらえるかな、少し順序が逆になってしまったけど」

「あ、はい」

　背筋を伸ばし一礼。

「コンチェルトキャピタルの七なな隈くまです、よろしくお願ねがいします」

（七隈？）

　聞き覚えのある単語にどきりとする。七隈、謎なぞの少女が室むろ見みを指して呼んだ名前だ。なぜ同じものを陣じんが？　しばし混乱した後、一つの答えにたどりつく。

　母方の姓なのだ。七隈という女性の弟で七隈陣、娘が七隈立りつ華か。シンプルな結けつ論ろんだ。室見は　多た分ぶん父方の苗みよう字じだろう。どういうわけか分からないが彼女は二つの名前を使い分けている。そしておそらく七隈姓の方を忌き避ひしていた。であれば謎の少女の独白にも得とく心しんがいく。『室見』『まだそんなこと言ってるんだ、あの子』

「七隈さんは投資ファンドの方だ。うちも創業前から色々と相そう談だんにのってもらってる」

　六ろつ本ぽん松まつの説明に目を瞬またたく。

「投資ファンド？」

「投資会社だ。サーベラスとかリップルウッドとか聞いたことがあるだろう」

「……えーと」

　苗字に気を引かれたためきちんと名刺を見れていない。もう一度記述を確かく認にんする。

　コンチェルトキャピタル株かぶ式しき会がい社しや、本社所在地は丸まるの内うち、新しん丸まるビルの高層階、どうやら某総合商社のグループらしい。就しゆう職しよく情報誌で散見した青あお色いろのコーポレートロゴが片隅にプリントされていた。肩書きはシニアアソシエート。

　陣がこくりとうなずく。

「機き関かん投資家からお金を集めてね、将来性のありそうな会社に融ゆう資しする仕事だよ。色々経営指南みたいなこともやって企業価値を高めていく。コンサルと金融業を一いつ緒しよにやるイメージかな」

「はぁ」

　あまりに畑違いな話のため理解が追いつかない。その金融とコンサルのスペシャリストが自分になんの用だ？　まさか本当に名刺交換するだけじゃないよな。

「あの、それで今日きようはどういう」

　恐る恐る訊たずねると六本松達が視し線せんを交わした。誰だれから話し出すか、うかがうような沈ちん黙もくだった。ややあって社長が咳せき払ばらいする。

「実は、君と一緒に働いてもらってる室むろ町まち君だがな」

「室見です、社長」と藤ふじ崎さき。

「うむ、室見君だが、今月末をもって退職することになった」

　………。

「は？」

　瞬しゆん間かん反応が遅れたのは何を言われたかよく分からなかったからだ。言葉の意味が咀そ嚼しやくできない。なんだって？　室むろ見みが、辞める？

「て、転てん職しよくってことですか」

　福ふく大だいとの会話を思い出し訊たずねる。が六ろつ本ぽん松まつは眉まゆをひそめた。

「ん？　いや別にそういうわけじゃないぞ。ただ単純に辞めるだけだ」

　転職ではない？　じゃあどうするんだ。混乱しかけるも問題はそこじゃないと思い直す。辞める、室見が会社からいなくなる。

「冗じよう談だんでしょう」

　口に出した言葉は震ふるえていた。身体からだの芯しんが冷えていく。足下の地面がぐらぐら揺れている気分。

「残念だけど」

　藤ふじ崎さきが首を振った。沈痛な面おも持もちが、何より雄弁にことの深刻さを物語っている。

「もう決まった話なんだ。退職の手続きも始まっている」

「そんなっ！」

　噓うそだ、馬ば鹿かな、何かの間違いだ。

「室見さんが、室見さんが辞めるって言ったんですか。辞表か何かを出してきたんですか」

「それは」

「引き継ぎもなしにいきなり辞職とか信じられません。だいたい辞めるにしたって普通は本人が言うものでしょう？　こんな風に当事者がいない場所で共有とか納得いきません！」

「事後報告になったのは謝あやまるよ」

　静かな言葉は陣じんのものだった。大柄な身体がこちらに向き直る。

「だが彼女はプライベートで都合があってね、スルガシステムの勤務はあくまでその繫つなぎだったんだ。本当はもっと早く引き上げさせるつもりだったんだけど、色々あって長引いてしまって。六本松さんには無理を言って預かってもらった経けい緯いもあるし、いつまでも好意には甘えてられないなと」

「いやいや、甘えるだなんてとんでもない」

　六本松が慌てた様よう子すで口をはさむ。

「彼女はうちの戦力として立派に働いてくれました。主要案件も数多く担当してくれましたし、こちらのサク……桜さくら……新人が立派に育ったのも姪めい御ごさんのおかげかなと」

「そう言っていただけると恐きよう縮しゆくです。あの子も喜ぶでしょう」

　なんで。

　なんでみんな過去形で喋しやべっているんだ。

　そんな簡かん単たんに彼女を手放せるのか？　いないものとして扱えるのか？　室見さんがどれだけうちの業ぎよう績せきに貢献していると思うのだ。彼女なしのスルガシステム、ＳＥ部、まったく想像できない。とても仕事が回ると思えなかった。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　すがるような気持ちで呼びかける。必死に頭を回転させ。

「進行中のプロジェクトはどうするんですか、今すぐ担当者交代とか無む茶ちやですよ。かなり設計の進んでるシステムもありますし。……そうだ、ミカサ案件、あれはどうなるんです？　お客さんに室むろ見みさんがメイン技術者だと紹介しちゃってますよ」

「ミカサの件は姪めい乃の浜はまさんに入ってもらう方向で調ちよう整せいついている」

　藤ふじ崎さきが平板な口く調ちようで告げてきた。

「彼女なら室見さんと同等の対応もできるだろうしね。当座のヘルプは問題ないはずだ。他ほかの案件については七なな隈くまさんの方で要員を紹介してもらう」

「紹介」

　弾はじかれたように視し線せんを向けると陣はうなずいた。

「仕事柄人脈はそれなりにあるんでね、きちんとした人を紹介させてもらう。立りつ華かよりもキャリアのあるエンジニアを提案できるよ。単価や契約形態も可能な限り調整する」

「そういう問題じゃ」

　思わず語気を荒げた瞬しゆん間かん「もういい」と胴どう間ま声ごえが響ひびいた。社長が苛いら立だたしげに首を振る。

「七隈さんと私で出した結けつ論ろんだ。今更議ぎ論ろんするつもりはない。君の仕事はなる早で彼女の業務を巻き取ること、あるいは後任に引き継ぐことだ。いいな」

「でも」

「いいなと言っておる」

　有無を言わさぬ口調。

　ぐっと反はん論ろんを飲みこみうつむく。視線を逸そらしたのはそうしないと睨にらみつけてしまいそうだったからだ。ふざけるな、あんたに何が分かる、現場のことなど一つも知らないくせに。エンジニアの変更がそんなに簡かん単たんにできると思っているのか。

　だが激げき情じようのまま怒ど鳴なりつけても事態を悪化させるだけだ。忍耐を総動員し沈ちん黙もくしていると追い打ちのように社長が告げてきた。

「分かったら早く仕事に戻りたまえ。引き継ぎ状況は適てき宜ぎ藤崎君に報告するように」

「……はい」

　発した言葉はかすれていた。憤いきどおりとやるせなさを抱えたまま退室する。足早に廊下を進んでいると背後から藤崎の声が追いかけてきた。

「桜さくら坂ざか君、桜坂君ちょっと待って」

　息を切らせ追いついてくる。薄はつ幸こうそうな顔が歪ゆがんでいた。

「申し訳ない、僕も今け朝さ聞かされたばかりで、本当はもう少し色々調整して話すつもりだったんだ。すまない、あんな一方的な話になっちゃって」

「納得いきません！」

　拳こぶしを握りしめ振り向いた。先程までのストレスが一気に噴ふん出しゆつする。

「プライベートの用だかなんだか知りませんけど、それって完全に向こう都合じゃないですか。なのに調ちよう整せいの余地もなく月末退たい職しよくとかおかしいでしょう？　社長も社長ですよ、業務の都合も訊きかずに外の人の話を優ゆう先せんして。らしくないですよ、普ふ段だんの強引さはどこにいったんですか」

「しっ、声が大きい」

　怯おびえた様よう子すで背後を確かく認にんする。渋じゆう面めんになり顔を寄せてきた。

「仕方ないよ、七なな隈くまさん、というかコンチェルトキャピタルはうちの金きん子すだから」

「金子？」

「投資ファンドって言ってただろう。要はスルガの出資元なんだよ、開業資金や新規事業の元手、設備投資費まで全部面めん倒どうを見てくれてる。別に言う必要もなかったから言わなかったけど、ＤＶ社の買収資金も彼らが融ゆう通ずうしてくれたんだよ」

「ＤＶ社の」

　意外な繫つながりに目をしばたたく。いや、確たしかにうちみたいな零細がどうして他社を買収できるのか訝いぶかしんでいたが、なるほど、他人の財布で買い物をしていたわけか。であれば羽振りのよさにも納得がいく。ん？　だがそうすると。

　疑問が膨ふくれ上がる。今話すべき内容じゃないと思いつつ質問を抑えきれない。

「コンチェルトキャピタルは何を目的にスルガシステムへ出資してるんですか？」

「ん？」

「だって言っちゃ悪いですけど弱小の木こっ端ぱＳＩｅｒですよね、うちって。いつ吹っ飛ぶかも分からないし。安定した投資をしたいなら他ほかにいくらでも優ゆう良りよう企業があるじゃないですか、それこそ株式上場してる会社とか、そのグループ企業とか」

「そういう投資先を選ぶファンドもあるけどね、コンチェルトはあえて新しん興こう企業を狙ねらってる感じかな。ハイリスクハイリターン、今の事業規模より将来性重視で資金を投下する。聞いたことない？　ベンチャーキャピタルって」

　ベンチャーキャピタル。

　言われてみれば新聞などで見た覚えがある。

　ベンチャー企業専門の投資会社。株式上場益などを狙い未公開株に集中投資する人々。

　なるほど、コンチェルトキャピタル、彼らが。

「ちょ、ちょっと待ってください、整せい理りしますから」

　深呼吸を一回、混乱した思考をまとめる。

「陣じんさん……七隈さんはベンチャーキャピタルの人で、うちの将来性を買って投資してくれている」

「うん」

「スルガシステムはもともと七隈さんの出資で立ち上がった会社で、社長も頭が上がらない」

「まぁ、そうだね」

「その立場を使って自分の身内、つまり室むろ見みさんを会社に受け入れさせていた？」

「正しいよ」

「思いっきり公私混同じゃないですか」

　もはや紹介というレベルじゃない。会社の力を使ったバーター取引だ。

　藤ふじ崎さきは「まぁね」と肩をすくめた。

「ただその公私混同のおかげで僕らの戦力は大幅アップしてたわけだから、今更責めることもできないよ。同じ理屈で『撤てつ退たいさせたい』と言われても断れないわけさ」

「それは」

　筋は通っている、通っているが。

「納得いきません」

　先程と同じ言葉を繰くり返す。うつむきがちになったのは己おのれの無力さを悟ったからだ。自分を雇ってくれている会社より更に上位の存在、圧倒的な資金力で企業の生殺与奪権を握る人々。一会社員風ふ情ぜいがどうあがいたところで逆らいようもない。市場原理の前には些さ細さいな正せい論ろんなどものの役にも立たなかった。

　藤崎が肩を叩たたいてきた。眼鏡めがねの奥の目が申し訳なさそうに細められている。

「気持ちは分かるよ」

　情感のこもった口く調ちよう。

「だけど、入社も退たい職しよくも社会人として当然の選択肢だ。誰だれかが禁止することなんてできない。辞めたいと言ってる人を無理に引き留める術すべはないんだよ。たとえそのせいで残された人間がどれだけ苦しもうとね」

「分かりますけれど」

　下唇を嚙かみしめる。一呼吸おいた後、顔を上げた。

「室見さんは本当に辞めたいんでしょうか？」

「………」

「あの人の性格を考えれば辞めるにしてももう少し手順を踏むと思うんですよ。こんな投げ出し方は絶対にしないはずです。藤崎さんだって変だと感じているでしょう？　連絡もなしにいきなり休んで、叔お父じさん経由で辞意だなんて」

「まぁ、ね」

　歯切れの悪い相づち。藤崎自身、今回の件には得とく心しんいかないものを感じていたのだろう。視し線せんを逸そらししかめっ面つらになる。

「ただ、身内の問題であればなおさら外野の入りこむ話じゃないよ。邪推して動いても逆効果になりかねないし。助けが必要なら室見さん本人がそう言ってくれないと」

　確たしかに。

　相そう談だんもされていないのに離り職しよく妨害とか、おせっかいを通り越して迷惑行為だ。一歩間違えれば犯罪にもなりかねない。

　藤ふじ崎さきが嘆息した。「とにかく」と首を振る。

「詳しい話は室むろ見みさんに直接聞こう。まさかこのまま月末まで出社しないとかありえないし。引き継ぎがてら彼女の思いを確かく認にんすればいいんじゃないかな。で、僕らにできることがあれば協力すると」

「そう……ですね」

　当事者不在の状態で暴あばれていても仕方ない。まずは彼女がいつ戻ってきてもよいように業務整せい理りしよう。自分達でできることと室見にしか分からないことを区別して。

「すみませんでした。仕事に戻ります」

　頭を下げてオフィスへの道を進む。

　大丈夫、彼女は絶対帰ってくる。バツ悪げな顔で事情を説明してくれる。だって室見さんだぞ？　どれだけ周囲に止められても、やりかけの仕事だけは片づけに帰ってくるはずだ。

　希望的な観かん測そくは、だが翌日以降も叶かなえられることはなかった。

　室見の席は相変わらず空席のまま、ただ主を失ったＰＣだけが低いファン音を響ひびかせ続けていた。







[image: ＊レイヤー３＊]







「これ全部、あの人一人ひとりでやるつもりだったんですか？」

　梢こずえの眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。ミディアムボブの頭が左右に揺れた。睨にらむように眺めているのは今日きようの配布資料だ。資料のタイトルは『ジャパンオートパイロット様　インターネットゲートウェイ　構築体制図』。以前に室むろ見みと話した通り、ＤＮＳとファイアウォールは自分、それ以外は室見の担当となっている。インターネット接続ルータ＝室見、コアＬ３＝室見、ウェブプロキシ＝室見、メールリレー＝室見、などなど。

「まぁ見た通りですけど、やっぱりすごいですか」

　梢は鼻の頭をひくつかせた。

「すごいというか無む茶ちや苦く茶ちやです。ＰＭがこんな担当表作ってきたら、私、張り倒してますよ」

「そこまで」

「鉄パイプで」

「そこまで!?」

　天然ゆるふわ系武ぶ闘とう派はエンジニア、姪めい乃の浜はま梢。相変わらずの危険人物だった。幸いそれなりに好意を持ってもらえているので普通に付き合えているが、敵に回したら一いつ瞬しゆんで抹まつ殺さつされそうだ。いや、彼女の好意は好意でなかなかに重いのだが。

「それはそうと桜さくら坂ざかさん、新婚旅行の行き先どこにしましょう。私、南なん欧おうなんかいいなと思ってるんですけど」

「全然脈絡のない話にいきなり飛ばないでください！　なぜ唐突に新婚旅行!?」

「だって式から大分時間がたってますし、そろそろ来年の年賀状に使う写真も撮とり溜だめしておかないと」

「まずもって式を挙げてませんし！　ちなみに入にゆう籍せきもしてないし付き合うところまでもいってませんよ!?」

「しっ、子供が聞いたらショックを受けますよ」

「子供も作ってませんから！」

　新婚旅行前に子供がいるとか、色々時系列的におかしいだろう。設定にしても無理がありすぎる。

　溜ため息いきを一回、「ともかく」と話を戻す。

「今は作業分担の相そう談だんですよ。これ、今日どう説明しましょう」

「そうですねぇ」

　梢は細い首を傾かしげた。

「正直、私が丸っと引き継ぐとは言いたくないですね。実際無茶ですし」

　だよな。

　無理もない。昨日きのう案件にアサインされ今日いきなり顧こ客きやく訪問、そこで前任者の業務を全部引き取れと迫られているのだ。彼女ならずとも躊ちゆう躇ちよするだろう。おまけに想像以上の仕事量、明らかに無む茶ちや振ぶりだ。実際ＯＳ部のエース、姪めい乃の浜はま梢こずえをもってしても非ひ常じよう識しきな分担のようだし。

　沈ちん黙もくして周囲を見渡す。高い天てん井じように白を基き調ちようとした内装、カラフルな展示車両。ミカサ自じ動どう車しやの本社ロビーだった。突然のキックオフから週が明けスルガシステム構築チームは二回目の打ち合わせに訪れている。前回同様早めに到着し本日の説明資料について認にん識しき合わせをしているところだった、が。

（あれから一週間しかたってないのか）

　随分昔のことに思える。あの時は室むろ見みがいなくなるなど考えてもみなかった。修しゆ羅ら場ばだ鉄てつ火か場ばだと愚ぐ痴ちりながら、いつものようになんとなく仕事をこなしていくのだと楽らつ観かんしていた。誰だれが予期しただろう、案件の主戦力が戦場より消えるなどと。

　前代未聞の異常事態を前に、自分もただ手をこまねいていたわけではない。何度か室見に連絡はしてみた。会社のメアドから携帯ＳＭＳ、ＩＲＣに至るまで。およそ考えつく宛あて先さきにはことごとくメッセージを残してある。だが返事はない。童顔の上司は不自然な沈黙を保ち続けていた。身しん辺ぺん整せい理りに忙殺されているのか、あるいは。

（無視されてるわけじゃないよな）

　不ふ穏おんな想像にとらわれていると梢がうなずいた。

「じゃあこうしませんか」

　固い声に意識を引き戻される。彼女は渋じゆう面めんのまま資料をかざした。

「案件のフロントは桜さくら坂ざかさんのまま、各コンポーネントの担当は私と桜坂さん共同にするんです。ファイアウォール・ＤＮＳ含めて、どちらに問い合わせが来ても回答できますって体ていで」

「なるほど、それなら明示的に引き継ぎ先を決める必要はありませんね。で、実際の構築担当は？　ＯＳ部から別メンバーをヘルプにつけてもらえるとか？」

「つくわけないでしょう、この繁はん忙ぼう期きに」

「ＳＥ部も余剰リソースはゼロですよ」

「ＯＳ部はゼロどころかマイナスです」

　つまり問題は先送りというわけか。今日きようの打ち合わせをクリアしたところでいずれ担当者不在という障害に突き当たる。当座の、客に対する誤ご魔ま化かし方が決まっただけ。

　梢が嘆息する。

「まぁその室見さんの叔お父じ？　とかいう人が後任エンジニアを紹介してくれるんですよね。だったらそれを期待するしかないでしょう。向こうの都合で仕事に穴空けたんですし、きちんと責任は取ってもらわないと」

「そう……ですね」

　胸の奥にざわめきを覚える。後任。嫌いやな言葉だった。なんとなくその人が来た瞬しゆん間かん、室見さんの居場所が完全になくなってしまう感じ。

「ええと、そういえばもう一つ相そう談だんしなきゃいけないことがあるんですけど」

　半ば強引に話題を切り替える。梢こずえはひどく嫌いやな顔になった。

「まだあるんですか」

「すみません、実はこないだ訪問した時、室むろ見みさんのお客さん受けがすごく悪くて、まぁ室見さんが上うわの空そらだったせいもあるんでしょうけど、なんかうちのエンジニアに対する不信感が増してる感じなんですよね。で、今日きよういきなり担当者変更じゃないですか？　ちょっと梢さんに対する当たりが厳きびしくなっちゃうかもなって」

「はぁ」

　梢は不ふ得とく要よう領りようげに首を傾かしげた。

「つまり最初から色いろ眼鏡めがねで見られかねないと？」

「ええ、こう言っちゃなんですけど、僕ら特にベテラン技術者って風格でもないですし」

「んー」

　しかつめらしく顎あごを引き思案顔になる。ややあって口を開いた。

「お客さんのキーマンは？　どういう方ですか？」

「キーマン？　端はた間まさんですかね、真ま面じ目めそうな人ですよ」

「もう少し詳しく情報を」

「情報って、えーっと年は三十代前半。行ぎよう列れつの本もと村むら弁べん護ご士しみたいな感じで髪は短めですね。うちのことはＳＲＧ４６で気に入ったみたいで、僕らが担当者だって話すと喜びますよ。本人は特にエンジニアってわけじゃなさそうですけど」

「ふむふむ」と梢はうなずいた。

「つまり技術に憧あこがれのあるマネージャタイプってわけですね、だったら天然系で接するのは厳しいか。もうちょっとカチっとしたリケジョモードの方が」

「は？」

　話の流れが読めずにいると梢はハンドバッグを開けた。手早く化粧を直し靴底にインソール挿入、伊だ達て眼鏡をかける。頰ほおと目元の筋肉をこねるように動かし吊つり上げた。気づけば涼やかで知的な眼鏡女子が現れている。

「はい、チューニング完了。あとは他担当者の反応見極めて適てき宜ぎキャラを切り替えます」

「何、その謎なぞスキル！」

「合コンの面子メンツに合わせて雰囲気変えるとか基本でしょう？」

「女性を信じられなくなりそうなこと言わないで！」

　今まで話してきた梢さんが本当の梢さんか分からなくなるから！

　衝しよう撃げき的てきな発言に戦おののいていると「スルガシステムさん」と呼びかけられた。四角顔の男性がこちらに歩いてきている。端間だ。先週のゴタゴタがあったためか、やや硬い表情になっている。顔の造作が分かる距きよ離りまで近づいた瞬しゆん間かん、だがはっと息を吞のむ。

「はじめまして、姪めい乃の浜はまと申します」
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　梢こずえが立ち上がっている。背筋を伸ばし凜りんとした面おも持もちだ。いつもの甘ったるい対応が噓うそのように落ち着いた物腰。

「桜さくら坂ざか・室むろ見みの同僚でＳＲＧ４６の運用責任者となります。本日、ご挨あい拶さつを兼ね技術要件のヒアリングに参りました。どうぞよろしくお願ねがいいたします」

「こ、こちらこそよろしくお願いします！」

　一発陥落だった。

　さても女性は恐ろしい。




　梢の活かつ躍やくもあり打ち合わせ自体は滞とどこおりなく終了した。

　顧こ客きやく他担当者の反応も上々、室見からのポジション変更についても特段反発はない感じだ。むしろ梢に対する期待がいや増している雰囲気。現状のスルガシステム側体制を考えればほぼ満点に近い結果だろう。だが。

「Ｌ３にＶＲＦ入れて部署ごとにトラフィックを分割、帯域はアプリケーション単位で確かく保ほ、プロキシはＯ３６５やグーグルアップスの使用に耐えられること、ＡＤと認証連携行ってシングルサインオンを実現」

　呪じゆ文もんのようにつぶやきながら梢は爪つめを嚙かんだ。先程までのリケジョテンションをかなぐりすて渋じゆう面めんになっている。

「特殊要件の嵐あらしじゃないですか。検証だけでどれだけ時間がかかるか分かりませんよ。これを今月中に構築？　馬ば鹿かも休み休み言えって感じです」

「まぁ、確たしかに大分話が違いますね」

　何がスモールスタートだか。フルスペックどころかオーバースペックの構築要件だった。一部のリクエストは機き器きの再サイジングを伴う恐れもある。見み積つもりの内訳含め社長と話し合う必要があった。

　唯一想定より楽になりそうなのはＤＮＳサーバだ。当初ミカサグループの全ホスト名を登とう録ろくしなければと考えていたが、蓋ふたを開けてみると既存サーバのセカンダリで立ち上げ可とのことだった。ＤＮＳにはプライマリ（主）・セカンダリ（従）の二種類が存在する。プライマリであれば全すべてのレコードを登録必ひつ須すだが、セカンダリはその情報を自動で同期してくれる。つまり同期元のサーバさえ設定しておけば面めん倒どうな初期構築は不要ということだ。

（焼け石に水だけどな）

　一つや二つ構築要素が減ったところで、現状はとても楽らつ観かんできない。十キロメートルの遠泳が九キロメートルになったようなものだ。

　夕刻を控え西日が大分きつくなっている。水すい道どう橋ばしに向かう道路は徐々に人通りが増えつつあった。背後のミカサ本社ビルを顧かえりみて梢こずえが忌いま々いましげにつぶやく。

「今更ですけど、私こういう超一流企業って苦手なんです。ベンダーが尽くすのを当然だと思っている、わがままをわがままと考えていない。基本的に王侯貴族の考え方ですから、個々人の人柄は別としてビジネスでは付き合いたくないです」

「王侯貴族」

「アホみたいに担当者の数揃そろえて、そのコストどこに転てん嫁かされるんですかって話ですよ。ベンダーの費用値切る暇があるなら、まずはそっちの人員整せい理りしろって言いたいです」

「ボロクソですね」

　よほど気が立っているのだろう。ヒールのかかとがアスファルトを蹴けった。

「これも全部室むろ見みさんのせいですよ。あの女子中学生が仕事投げ出さなければ私も自分の案件だけに集中できたのに」

「それは、さすがに八つ当たりでは」

「桜さくら坂ざかさんはむかつかないんですか？」

　ぎろりと睨にらみつけられる。怒りの矛ほこ先さきをこちらに向けられてはたまらない。慌てて「いやいや」と手を振った。

「悪いのは第一に社長でしょう。あの人があとさき考えず案件取ってくるのがまずいんですから。室見さんも僕も、もちろん梢さんも等しく犠ぎ牲せい者しやですよ」

「それでも」

　梢は視し線せんを逸らした。ぎりっと歯ぎしりして。

「それでも悪いのは室むろ見みさんです」

「………」

「みんなの信頼を裏切って、迷惑かけて、挙げ句に別れの挨あい拶さつもなしだなんて、はっきり最低です。どんなに性格が無む茶ちや苦く茶ちやでも仕事を投げ出すような真ま似ねはしないって信じてたのに。……がっかりです、幻滅しました」

「梢こずえさん」

「最低です」

　悔しげにつぶやく横顔は、何かを必死に押し殺している様よう子すだった。少しでも気を抜けば感情があふれてしまう、漏れ出してしまう。そんな表情。

（ああ）

　どうして思い至らなかったのだろう。わずか一年、ＯＪＴを受けただけの自分がここまで混乱しているのだ。好敵手かつ戦友の彼女が平気なはずなかった。

「あの人、もう戻ってこないつもりですかね」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが地面を見据えている。

「帰ってきたらぶんなぐってやろうと思ってたのに」

「………」

　嘆息し天を仰あおぐ。行き場のないやるせなさが湧わき上がってきた。畜生、なんでこんなことになってしまったのだろう。先月までは普通に修しゆ羅ら場ばをこなすことだけ考えていればよかったのに。わずか二週間で世界がまったく変わってしまった。熱あつく燃もえたぎる日々が冷えた暗あん灰かい色しよくの日常に反転してしまった。

　こんな思いのまま自分達は室見の退たい職しよく日びを迎えなければならないのか？　何が起きたか分からず悶もん々もんとし続けるのか？　悲嘆と混乱の間を行き来しながら、ずっと。

（嫌いやだ）

　冗じよう談だんじゃないと思った。やっぱり納得いかない。今のまま連絡も取れずにお別れなど、とても我慢できなかった。多た分ぶん一生後悔する。自分も梢も他ほかの同僚達も。

「すいません梢さん、先戻っててもらえます？」

「え？」

「僕、一つ用事をすませてから帰りますんで」

　梢は虚を突かれたように瞬まばたきした。「用事」と胡う乱ろんげに見上げてくる。

「どこに行くつもりですか。夕食にはまだ早いですよ」

「それは……まぁちょっとした野や暮ぼ用ようってやつで」

「浮うわ気き？」

「じゃありません！　やめて、虚うつろな目でカッターナイフを取り出すのはやめて！」

　詰めよる彼女を押しとどめ一息つく。精一杯の誠意をこめて。

「ごめんなさい、すぐ戻りますから一箇所だけ立ち寄らせてください、少し確かく認にんしたいことがあって」

「室むろ見みさん絡みですか」

　無言でうなずくと梢こずえは肩を落とした。

「分かりました、行ってきてください。ミカサ案件のフォローもあるし、あまり遅くならないでくださいね」

「はい」

　一礼し踵きびすを返す。足早に交差点を渡りかけた瞬しゆん間かん「桜さくら坂ざかさん！」と呼び止められた。梢が不安そうな表情でたたずんでいる。黄昏たそがれの中、癖くせ毛げの同僚はひどく儚はかなげに見えた。小さく息を吸い、すがるように告げてくる。

「お願ねがいですから、桜坂さんまで急にいなくならないでくださいね」

「大丈夫ですよ」

　明るく笑い会釈する。そのまま振り返ることなく横断歩道を渡りきった。

　外そと堀ぼり通どおりの南側に移動、ＪＲ駅を回りこむように東口へと向かう。白はく山さん通どおりを越えたどりついたのは猿さる楽がく町ちようの住宅街だ。近代的なビルと下町風の住居が無造作に並び立っている。路地を歩くこと数分、雑然とした町並みの一角で足を止めた。

（二ヶ月ぶりくらいか）

　眼がん前ぜんにそびえるのは煉れん瓦が色いろのマンション。室見の自宅、飲み会帰りに彼女を介抱した場所だった。

　何もない部へ屋や、生活感の欠如した空間。異様極まりない風景は今でも鮮せん明めいに記き憶おくしている。ここに来るとなんだか自分の知らない室見が見えてきそうで可能な限り再訪を避けていた。だがもはや手段を選んでいられない。思いつく方法は全すべて試し彼女と連絡を取るつもりだった。

　１００２号室だっけ。

　インターフォンに部屋番号を入力し呼び出す。くぐもったチャイムの音がスピーカーに吸いこまれていった。しばらく待ってからもう一度ボタンを押す。

　出ない。

　留守なのか、あるいは無視されているだけなのか。

　判断がつかぬまま視し線せんを巡らせる。大理石のエントランス、ランプを思わせる照明器具、相変わらず高級感あふれる内装だ。こんなところに住めていたのも、あるいは叔お父じの援助があったからなのか。

（待ってたら室見さんが戻ってきたり……しないか）

　エントランスを振り返り長息する。あまりうろうろしていると不ふ審しん人物に間違われかねない。気のせいか監かん視しカメラがこちらを見つめているように思えた。

　出直そう。

　また夜に寄るか。どうせ今日きようも遅くなるだろうし、十一時過ぎならさすがに室むろ見みも帰っているはずだ。

（ああ、そうだ）

　ふとひらめいて鞄かばんを開く。再訪の意を伝えるならよい方法がある。メモをしたため郵便受けに入れておくのだ。何時何分桜さくら坂ざか参上！　十一時再訪予定！　なんて感じで。居留守を使われているならともかく、外出中であればきっと目にしてもらえるはずだった。

「ええっと、１００２、１００２」

　パネル状に並んだポストを確かく認にんしていく。何せ部へ屋や数が多いから探しづらい。８０５、９０３、１１０２は行きすぎだ。少し戻って……見つけた。

　１００２。

「え？」

　両目を瞬またたく。想定外の光景に意い識しきがフリーズした。ちょっと待て、一体なぜ、どうして。

　グリーンのビニールテープがポストに貼はられている。金属製の口をふさぐように横一文字に。もちろんメモを入れることなどできない。

　なんでこんなと思いかけて凍りつく。

　郵便受けを閉へい鎖さする理由？　決まってるじゃないか。部屋の主が去り余分なチラシがたまるのを防ぐため。郵便物や宅配便の誤配を防止するため。

　退去。

（噓うそ……だろう）

　引っ越したのか？　会社を休むのとほぼ同時に住居を引き払った。電話やメールの連絡を絶つのみならず物理的なコンタクトさえ断ち切った。

　執しつ拗ような痕こん跡せきの消し方にぞっとする。まるで夜逃げのようだ。仕事やプライベートの繫つながりを切り捨てて、連絡の糸口さえ残すことなく。

　どうして。

　どうしてそこまで。

　絞り出すような問いかけに、だが答える者はいない。己おのれの荒い息づかいだけが聞こえてくる。鼓動がどくどくと脈打っていた。

「あのぉ」

　いつの間にかスウェット姿の女性が後ろに立っていた。手に鍵かぎを持っている。マンションの住人だろうか、胡う乱ろんな眼まな差ざしでこちらをうかがっていた。しばし立ちすくんで自分がインターフォンの前をふさいでいたことに気づく。慌てて場所を空けると女性は足早にオートロックを解除した。ちらちらとこちらを振り返り中に入っていく。

　いかん。

　今のままでは完全に不ふ審しん者しやだ。人を呼ばれかねない。

　逃げるようにマンションから出る。混乱した思考をまとめきれぬままひたすらその場を遠ざかった。

　小学校の脇わきを通り抜け、錦きん華か坂ざかを上り、明めい治じ大だい学がくのキャンパスをのぞみながら丘上へたどりつく。喉のどがからからに渇いていた。シャツがじっとりと汗ばんでいる。最近運動不足だったせいもあるだろう。すっかり息が上がっていた。

「ああっ、くそっ」

　苛いら立だちを呼気にのせて吐き出す。

　行き場のない憤いきどおりが渦巻いていた。一体なぜ、どうしてこんな思いをしなければならないのだ。辞める前に一度だけ先せん輩ぱいと話しておきたい、真意を確たしかめておきたい、それが果たして悪いことか？　理不尽な願ねがいなのか？

　だがどれだけ怒ったところで現実は変わらない。事実として、自分はストーカーのように同僚宅を訪れ逃げ帰ってきただけだ。あまりにも惨みじめで情けない状況だった。

　深呼吸を一回、薄はく暮ぼの空を仰あおぐ。

　いつの間にか大分暗くなっていた。そろそろ帰らなければ梢こずえも心配するだろう。今日きようの仕事もまだ残っていることだし。

（飲み物でも買って帰るか）

　思いっきり濃こいコーヒーが飲みたかった。脳のう髄ずいを痺しびれさせるような苦く刺し激げき的てきなドリップを。どうしよう、近場のコーヒーショップにでも寄っていくか。最近缶飲料ばかりで喫茶店の類たぐいはご無ぶ沙さ汰ただったし。

　気持ちを切り替え歩き出す。予備校やオフィスビルの間を抜け表通りに、西日を背に駅方面へ曲がるとすぐ目的地にたどりつく。ガラス張りのエントランスに照明が点ともっていた。中は比較的すいている。これなら待たずに買えそうだ。

「いらっしゃいませ」

　店員が明るく挨あい拶さつしてきた。

　カウンター上方のメニューボードに視し線せんを走らせる。エスプレッソ、ブラック、本日のスペシャルブレンド。どれが濃こいのかいまいちよく分からない。悩んでいると背後から「すみません」と呼びかけられた。

「あの、並んでますか？」

「え、ああ、ごめんなさい」
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　レジ待ちに見えたのか。立ちのきかけて凍りつく。後ろにいたのはセーラー服の女の子だった。スクールバッグに白のソックス、黒一色のおかっぱ髪。

「君は」

「こないだの」

　二人ふたりして目を丸くする。素朴な外見は見間違えようもない。二週間前、御お茶ちやノの水みず駅えき前で出会った女子高生だった。




「香か椎しい瀬せ那なといいます」

　女子高生は礼れい儀ぎ正ただしくお辞儀した。育ちがいいのだろう、思春期特有の斜に構えたところがない。両手を膝ひざに置き姿勢よく腰かけている。奢おごってあげた飲み物にも自分からは手をつけていなかった。

　結局、店内で話していくことにした。梢こずえには少し帰りが遅れるかもと電話してある。多くは語らなかったが非常事態ということは伝わったのだろう。「分かりました、ごゆっくり」と言ってくれた。まぁそのあと「若い女の匂においがしますね？」と付け加えたのは彼女一流のジョークだろうが。ジョークだよね？

　香椎が自己紹介を続ける。

「高校三年生で、世せ田た谷がやの星せい条じよう学がく園えんって学校に通ってます。ええっと、星条は空の星に一条二条の条で」

「いや、分かる。分かるよ」

　星条学園、中高一貫の名門私立だ。大学で上じよう京きようしてきた自分でも知っている。ましてや関かん東とうではかなりの有名校だろう。良家の子女が通い東とう大だい合格者が多い、そんなイメージだった。

　優ゆう秀しゆうなんだねと相づちを打ちかけてふと疑問に思う。

「ん？　でも星せい条じようの生徒さんで世せ田た谷がやのキャンパスに通っているなら、なんでお茶ちやの水みず近辺を歩いているの？　家がこのあたりとか」

「いえ」

　彼女ははにかみつつ視し線せんを伏せた。

「私、来月から明めい治じ大だい学がく生せいなんです。だから入学手続きとか奨学金の申しん請せいとか色々あって」

「ああ」

　なるほど高校三年生の三月、確たしかに自分もばたばたしていた覚えがある。授業料を払いこんだり書類を準備したり、引っ越し準備もあいまって大変だった。

「じゃあ四月からはご近所さんだね。僕もこのあたりにオフィスがあるから」

「そうなんですか」

「この裏手のね、予備校とかあるあたり。スルガシステムって小さなコンピュータ会社なんだけど……知らないよね」

　案の定かぶりを振られる。まぁ星条や明めい大だいとは知名度が違う。今更会社の格で一いつ喜き一いち憂ゆうするつもりもないが、少し気恥ずかしかった。

　だが香か椎しいはこちらの悩みなど気づいた風もなく息を吸った。唇を結び硬い表情になる。

「それで」

　意を決した口く調ちよう。

「その社会人の方が、七なな隈くまさんとどういう関係なんですか」

「七隈さん」

「こないだ一いつ緒しよにいた女の子です」

　あくまで彼女が知人だと疑っていない様よう子すだった。二週間前の自分であれば「いや、彼女は室むろ見みさんで」と否定から入っていただろう。だがもはや状況が異なる。自分と香椎が同じ知ち己きを持っている前提で話を進めるべきだった。

「彼女は……僕の上司だよ」

「は？」

「先せん輩ぱい社員で僕のＯＪＴ担当。ああ、ＯＪＴというのは新人教育みたいな意味なんだけど」

「ちょ、ちょっと待ってください、何言ってるんですか？」

「何って」

　少女の狼ろう狽ばいは見ていて心配になるほどだった。双そう眸ぼうを瞬またたき口をぱくぱくさせる。

「七隈さんが会社で働いてるっていうんですか」

「そうだけど」

「しかもあなたの上司？」

「だね」

「冗じよう談だんはやめてください」

「別に冗じよう談だんを言ってるつもりはないんだけど」

　白い顔が気け色しきばんでいる。からかわれているとでも思ったのか、ふっくらした頰ほおに朱が差していた。

　仕方なくノートＰＣを取り出した。リモートアクセスで社内イントラに接続し組そ織しき体制図を表示する。「ほら」と画面をさらした。

「室むろ見み立りつ華か、ここにいるだろう？　システムエンジニアリング部のネットワーク担当、僕の上司」

「………」

　穴でも空あきそうなくらいまじまじと注視。見る間に眉み間けんの皺しわが深くなっていく。小ぶりな唇から喘あえぐような吐息が漏れた。

「信じられない」

「他ほかの資料見せてもいいよ、内ない線せん一いち覧らんとか彼女が作った機き器き検証の結果とか」

　いくつか画面を切り替えると彼女は瞑めい目もくした。放心気味に天てん井じようを仰あおぐ。

「あのさ」

　今度はこちらから訊たずねる。ずっと知りたかった内容、誰だれにも訊きけずにいたことを。

「彼女、いくつなの？」

　室見立華、年ねん齢れい不詳のエンジニア。膨ぼう大だいな知ち識しきと経けい験けんを持ちながら童女のごとき外見を持つ人物。

　香か椎しいは小首を傾かしげた。

「私と同じですよ。誕たん生じよう日びは知りませんけど十七、八じゃないですか。一応同級生でしたし」

「同級生」

「高一の時の話ですけど」

　女子高生だったのか。いや、容姿だけ見ればもっと幼い感じもしていたが。十代の学生があれだけのスキルとナレッジを持っていた？　いささか信じられない話だ。香椎が混乱するのも分かる。同級生が社会人、しかも大の大人おとなの上司。彼女ならずともからかわれていると思っただろう。

「ちょっと、聞かせてもらえないかな。彼女と君の間に何があったのか。七なな隈くまさんがどういう人だったのか」

　香椎はややためらった様よう子すで沈ちん黙もくしていたが、少しして覚悟を決めたのだろう。顔を上げぽつりぽつりと語り出した。




　七隈さんが転入してきたのは高校一年生の五月のことです。

　うちは中高一貫だから基本的に高等部からの入学者はいません。なのに時期はずれの編へん入にゆうですからみんなざわつきましたよ。何か訳ありかも、いやいや単純に親の仕事の都合でしょ、帰国子女じゃ？　とか色々な噂うわさが飛び交いました。

　ただクラスの空気自体はだいたい好意的でした。うちの学校おっとりしてますし、みんな顔なじみで外の刺し激げきに飢うえてましたから。謎なぞの転校生、どんな子だろうって楽しみにしてたんです。

　最初彼女を見た時びっくりしました。すごく綺き麗れいな子でしたから。人形みたいに手足が細くて顔が小さくて、芸能人でも転校してきたのかと思いましたよ。男子も女子も溜ため息いきついて見とれてましたね。ちょっと険のある顔つきでしたけど全然気になりませんでした。ああ、初めての学校で緊きん張ちようしてるんだろうなって思った程度です。

　え、人見知り？

　そうですね、あんまり他人には心を許さないタイプだと思います。仕事でも同じだったんですか。よく会社員勤まってましたね。……はぁ、技術者だから。そんなもんですか。

　さっきも言った通りうちの生徒はのほほんとしてますから、人見知りなら人見知りで普通に溶けこめたと思います。おせっかいな子も多かったですし、一人ひとりでいたらグループ行動やクラブに誘おうとしたんじゃないですかね。普通にいけば。

　ええ、普通にいかなかったんです。

　最初の最初、自己紹介のタイミングから。

　先生が黒板に名前書くじゃないですか。七なな隈くま立りつ華かさんですって。『まだ右も左も分からないだろうから皆さん色々教えてあげるように』『七隈さんご挨あい拶さつを』そう当たり前のように振ったんです。なんて答えたと思います？　彼女。

『室むろ見み立華です』

　わけが分かりませんよね。みんな目が点になって『え？』って。先生も苦笑いしちゃって『七隈さん、真ま面じ目めに挨拶して』と。でも彼女頑として室見立華だと言い張るんです。最初はクラスのみんなも笑ってたんですけど、そのうち気味悪くなってきて。結局うやむやのままホームルームは終わってしまいました。

　別によかったと思うんですよ。室見って呼んでほしければ室見さんで。私達も理由は訊きいたでしょうけど話を合わせたでしょうし。ええ、あだ名っぽい感じで。でも彼女、授業でも行事でもそれを貫くんです。七隈さんって呼ばれても無視して先生が怒っても知らんぷりで。

　変な子って評価が鬱うつ陶とうしい奴やつに変わるまで、そんなに時間はかかりませんでした。だって雰囲気が悪くなりますから。折せつ角かくみんなで明るいクラスにしてたのに、なんでこの子の変なこだわりに振り回されなきゃいけないんだって。いらいらしてましたね、特に女子は。

　だから。

　いえ、だからって言い訳はだめなんでしょうけど。

　はい、ぽつぽつと嫌いやがらせっぽいことが始まって。プリントを回さなかったり移動教室の変更を伝えなかったり、さすがに暴ぼう力りよく沙ざ汰たはなかったですけど、かなり陰湿なこともあったっぽいです。

　七なな隈くまさんですか？　何も言わなかったです。別に耐えている感じでもなくて、ただ無関心というか。好きにすれば？　って様よう子すでした。……意外ですか、え、ドライバーをもって襲おそいかかってくる？　なんですかそれ。ちょっと意味が分かりませんが。あ、はい、続けます。

　二学期に入ってすぐのことでした。

　その頃ころになると七隈さんはいじってもいいって暗あん黙もくの了解ができてて、みんなやり方が露ろ骨こつになってました。どうせ言い返してこないだろうし、自じ業ごう自じ得とくだろう？　みたいな。

　嫌いやですよね。

　止めなかった私も同罪ですけど。

　なんか、失恋した女の子がいたんです。夏休み中に部活の先せん輩ぱいに告白したけどうまくいかなくて、その理由が『他ほかに気になってる子がいるから』『おまえのクラスに七隈って子いるだろう、彼女』って。ええ、七隈さん別にその先輩と面めん識しきなかったからとばっちりなんですけど、すごく逆さか恨うらみされて。

　朝一番で黒板に落書きされたんです。

『立りつ華かちゃんは室むろ見みパパが大好き、でも捨てられたからもう室見立華って名乗れないの、残念！』って。

　ただの想像だったみたいです。根拠なしの作り話、なるべくセンセーショナルなゴシップでうさばらししようって。

　でもあれを見た時の七隈さんは……ああ、人間ってこんな怖い顔できるんだなって感じで。今思い出してもぞっとします。表情が消えて、目だけが爛らん々らんと光ってて。真ま面じ目めに食い殺されるんじゃないかと思いました。

　彼女はばんと黒板を叩たたいて『これ、誰だれが書いたの？』と訊たずねてきました。

『今名乗り出たらそいつとだけ話をつける。名乗り出ないならクラス全員の仕し業わざとみなす』

　誰も何も言いませんでした。

　空気が凍りついてみんなひたすら黙だまっていました。嫌がらせした子も本当は謝しや罪ざいした方がいいと分かってたはずです。やりすぎた、ごめんなさいって。でも動けなかったんです。声を上げた瞬しゆん間かんつかみかかられそうで。

　そうこうしているうちに七隈さんが視し線せんを外しました。

『そう、分かった』

　切り捨てるような口く調ちようでした。

『後悔するわよ』

　落書きを消して彼女は席に戻っていきました。そのあとは正直よく覚えてません。先生が来てホームルームが始まって、ひたすら動揺していました。遅まきながら自分達がとんでもないことをしでかしたと気づいたんです。タブーに触れてしまった、七隈さんの心の敏感な場所に土足で踏みこんでしまったって。

　だけど罪悪感とか居い心地ごこちの悪さなんて感情は、すぐに吹き飛んでしまいました。七なな隈くまさんの言葉は脅しでもなんでもなかったんです。『後悔するわよ』、その通りのできごとが私達に降りかかってきました。

　すみません、ちょっと飲み物いただきますね。喉のどが渇いてしまって。

　……ごめんなさい、落ち着きました。今でも思い出すと混乱してしまって。はい、お話しします。

　裏サイトってあるじゃないですか。クラスの子達でパスワードかけて雑ざつ談だんする掲示板。ええ、私達も使っていてだいたい十個くらいかな？　表じゃできない恋愛相談とか人間関係の話をしてたんです。グループごとに一個ずつ、他ほかのグループには見えないようにして。

　そのパスワードがある日、一斉に解除されたんです。インターネットのどこからでも見られるようになって大おお騒さわぎになりました。

　あ、別に炎上とかしたわけじゃないですよ。犯罪自慢とかしてませんし、本当に身内の話だけでしたから。

　でもクラスの中は無む茶ちや苦く茶ちやになりました。

　ＡさんはＢさんが嫌い。Ｃさんは彼氏に隠れてＤ君と遊んでる。Ｅ君はＦさんの話し方を笑っている──

　同じクラスの中でも外そと面づらと本音ってあるじゃないですか。波風立てないよう本心は隠して仲よくするみたいな。そういうのが全部ひっくり返っちゃったんです。二ふた股またかけられた女の子が泣き出して、親友同士だった男の子が罵ののしりあって、仲間はずれにされた生徒が不登校になって。とにかくひどいことになりました。

　はい、七隈さんの仕し業わざです。

　私よくコンピュータのことは分かりませんけど、なんかサーバをのっとってパスワード解除したらしいです。警けい察さつの人が来て脆ぜい弱じやく性せい？　スニッフィングとか言ってました。

　不正アクセス禁止法ですか？

　そこまで大事にはならなかったと思いますけど。経緯いきさつが経緯でしたから内々ですませたんじゃないでしょうか。

　ええ、結末は知らされてないんです。表おもて沙ざ汰たになった時にはもう七隈さんは登校してなかったので。高校一年の十月、転校してわずか五か月で彼女はいなくなりました。一応籍せきは残ってたみたいですけど学校の中で彼女を見かけることはなくなりました。

　私も正直、二度と会えるとは思ってなかったんです。

　そう、先々週の月げつ曜よう日びまでは。




　溶けた氷がグラスの中を滑り落ちた。

　ＢＧＭが思い出したように響ひびいてくる。気づけば目の前のコーヒーを飲み干していた。握りしめたストローが歪ゆがんでいる。魂が飛んでいたようだ。かぶりをふり深呼吸する。

「それで」

　かすれ気味の声が漏れた。

「香か椎しいさんはどうしたいの、室むろ見みさん……七なな隈くまさんに会って。彼女に復ふく讐しゆうしたい？　よくもクラスを無む茶ちや苦く茶ちやにしてくれたなって責めたてたいの？」

「違います！」

　眉まゆを吊つり上げ反はん論ろんされた。瞳ひとみに激はげしい感情の揺らめきがある。白い歯が唇を嚙かんだ。

「私達、そんな恥知らずじゃありません。確たしかに事件のあとは色々思うところもありましたけど、もう二年以上前のことですし。先に手を出したのは私達ですから」

「じゃあ」

「謝あやまりたいんです」

　明めい瞭りよう極まりない口く調ちよう。

「傷つけてごめん、学校に来られなくなるくらい追い詰めてごめんなさいって。今更何をって思われるかもしれませんけど、最後の最後にちゃんとけじめだけはつけておきたいんです」

　ううん。

　こめかみに指の節を押し当て瞑めい目もく。

「どうも……よく分からないな」

　正直な疑問を口にした。

「君達は被害者でもあるわけだよね。どちらかといえば室見さんの過か剰じよう防ぼう衛えい、やりすぎな気もする。実際犯罪行為なわけだし。なのに謝りたい？　けじめをつけたい？　そもそも室見さんの仕返し相手はその落書きした子一人ひとりだけのはずだよね。あとの人達は完全に巻きこまれ事故。恨うらみこそすれ謝しや罪ざいしたいって気分にはならないと思うけど」

「………」

「あとそもそも香椎さんが頑張る理由はなんなんだい？　話を聞く限り、君は嫌いやがらせにも関かかわってないし室見さんと親しかった感じでもないけど」

　クラスを背負って過去を清算する義務はないだろう。言外に不ふ審しんを滲にじませると香椎はうつむいた。

「私、クラス委員だったんです。当時」

　囁ささやくような声。

「高校進学したばかりで張り切ってて。周りの心配も気にせず立候補したんです。親からは、あんた引っこみ思案な性格だから無理するなとも言われてたんですけど。『できる』って言い張って、『明るく楽しいクラスを作るんだ』と宣言して」

　でも、と目を伏せる。

「あんなことが起きて、誰だれかが踏ん張ってなんとかしなきゃいけない時に私、何もできなかったんです。嫌いやがらせの矛ほこ先さきを向けられるのが嫌で、クラスから孤立するのが怖くて、ただひたすら見て見ぬ振りをしてました。ううん、それ以前の問題でそもそも七なな隈くまさんが溶けこめるように努力もしてなかったんです。なんか気き難むずかしそうな子だし一人ひとりでいたいなら放っておこうかなって」

「………」

「三年間、勉強も部活もがむしゃらに頑張って結果としてはすごく楽しい学生生活でしたけど、あの時の光景だけはずっと心に残ってるんです。綺き麗れいな絵に一筋墨が引かれているみたいで。だから」

「謝あやまりたい」

「はい……自己満足なのは分かってますけど」

　素直に感情を表しつつ客きやつ観かん的てきな視点も忘れていない。冷静極まりない態度だ。彼女は彼女なりに三年間悩んでいたのだろう。発言の一つ一つに重みがある。

「分かった」とうなずく。

「君の言うことは理解できた。室むろ見みさんに会いたい理由も」

「じゃあ」と活気づく彼女を慌てて押しとどめる。

「いや、待って。待って」

　咳せき払ばらいを一回。居住まいを正し。

「ごめん、実は僕らも室見さんと連絡が取れなくなってるんだ。彼女、四日前から会社を休んでて」

「え」

「なんかいきなり辞めるって話になってて」

　こちらの状況を説明する。室見のプライバシーに関かかわることだがやむを得まい。陣じんと名乗る親族の登場、室見の変へん調ちよう、そして突然の無断欠勤について、順に話していく。

「……で、正直経緯いきさつが分からなくて僕らも混乱してたんだ。なんとか事情を聞きたくて、君なら彼女の連絡先を知ってるかと思ったんだけど」

　ふるふるとかぶりを振られる。当たり前か、直接連絡を取れるならこんな見知らぬ男性に頼ったりすまい。

　溜ため息いきが漏れた。

　つまり自分達は等しく手がかりを失っているわけだ。二人ふたりとも少女の痕こん跡せきだけを後生大事に抱えている状態。

「少し前までは近くのマンションに住んでたんだけどな」

　香か椎しいが顔を上げる。「住んでた？」と両目を瞬またたいた。

「引っ越したってことですか」

「どうだろう、郵便受けが閉へい鎖さされてたから。引っ越したのかあるいはしばらく家を空けてるだけなのかも」

　覚おぼ束つかない返答に少女の表情が険しくなる。顎あごに手を当て考えこんだ。

「ど、どうしたの？」

「さっきの話だと転てん職しよくとかじゃないんですよね。新しい会社の寮りように入るとかそういうことじゃなくて」

「うん……多た分ぶん違うと思う」

　陣じんは「プライベートの都合」と言っていた。他社への転職ならもう少し別の言葉を使うだろう。「次の職場」とか「仕事」とか。

　考えこんでいると、だが香か椎しいはとんでもない言葉を投げつけてきた。

「じゃあ実家に戻ってるんじゃないでしょうか」

「実家？」

　こくりと肯定される。

「以前訪問した時、お家うちの人に『立りつ華かはもう別の土地で暮らしている』と言われたんですよ。だからどうしようもないって思ってたんですけど、急にマンションを引き上げて行き先不明だっていうなら、ひょっとして」

「ちょ、ちょっと待って！」

　予期せぬキーワードに狼ろう狽ばいする。

　実家？　実家だと。そんな手がかりがあるならまったく話が違ってくる。

「む、室むろ見みさんの家を知ってるの？　一体どうして」

「どうしてって」

　彼女は困惑した様よう子すで見返してきた。小首を傾かしげ、至極あっさりした口く調ちようで告げる。

「クラス名めい簿ぼがありますから」
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　足下から鉄道の通過音が響ひびいてくる。

　ＩＣ改札を通過し南北のコンコースに出た。灰色を基調とした真新しい内装、吹き抜けの空間に淡い陽光が満ちている。場所柄のせいか道行く人々もどこか垢あか抜ぬけて見えた。駅ビルのテナントもカフェダイニングやワイン専門店など上品な感じだ。

「ぐぅ」

　唸うなるような声を漏らしたのは梢こずえだ。トートバッグの肩かた紐ひもをきつく握りしめている。

「む、室見さんのくせに生意気な。なんですかこのお洒落しやれオーラは、貧乏人お断りの雰囲気は」

「まぁ成せい城じようですしね」

　小お田だ急きゆう成せい城じよう学がく園えん前まえ駅えき、言わずとしれた高級住宅街だ。田でん園えん調ちよう布ふ・白しろ金かねと並び称されるセレブの町。テレビの有名人宅訪問にでも出てきそうな風景。

　手元のプリントに視し線せんを落とす。念のため住所が間違っていないか確かく認にんしてみるも。

「うん、やっぱりこの近くですね。世せ田た谷がや区く成城○丁目、駅北口を出て徒歩数分」

「ぐぐぐ」

「お、成せい城じよう石いし井いも近い。本店ですかねぇこれ」

「ぐぐぐぐぐ！」

「あの、気が進まないなら僕一人ひとりで行きますけど？」

「いいえ行きます！　あのチンチクリンには絶対ひとこと言ってやらないと」

　両肩を怒らせ歩いていく。まぁここまで来て帰るという選択肢はないか。わざわざ休日を潰つぶして来てくれたわけだし。嘆息してあとに続く。プリント──クラス名めい簿ぼを二つ折りにして鞄かばんにつっこんだ。

　香か椎しいとの再会から一晩明けた土ど曜よう、工こう兵へいは梢こずえと二人ふたりで七なな隈くま家けを訪れている。

　当初は一人で来るつもりだった。昨日きのうの今日きようと急な話だったし、何より最近の梢は残業が続いている。休みの日に連れ回すのはまずいと思ったが。

『私も行きます！』

　状況を共有した瞬しゆん間かん、即答された。

『このままとんずらなんてさせません！　一体どういう了りよう簡けんなのか首根っこつかまえて聞き出してやりますから！』

　たまっていたもやもやの吐き出し口を見つけた感じだった。であれば断る理由もない。新しん宿じゆくで待ち合わせをし小田急線に乗りこんだのだが。

（本当に会ってもらえるのかな）

　香椎も言っていた。本人の連絡先も聞き出せず門前払いされたと。自分達が同じ扱いを受けないとなぜ言い切れる？　だが今は心配していても仕方ない。まずは残された手がかりにつっこむしかなかった。

　ちなみにアポは取っていない。電話ではぐらかされるくらいなら直接訪ねていってしまおうという腹づもりだ。

　北口を出て駅前商店街へ、パン屋やカフェを横目に交差点へたどりつく。大通りを渡るとすぐ目的の街区にたどりついた。

　一本道を入るだけで大分雰囲気が変わる。駅前の喧けん噪そうが遠ざかり鳥の鳴き声が聞こえてきた。アパート・マンションなど集合住宅の姿はない。基本的に一戸建てが多い感じだ。

　一戸建て。

　まぁ今住んでいる文ぶん京きよう界かい隈わいもそれなりに一軒家は多いのだが。

「うぉ、ガレージが三台分ある。幅広！」

「なんであの家、二階に扉があるんですか。謁えつ見けん場じよう？　演説台？」

「こっちの豪邸、パルテノン神殿みたいな柱がありますけど……ローマ建築？」

　色々と次元が違った。

　呆あつ気けにとられ歩いていると傍かたわらをＢＭＷが走り過ぎていく。続いてアルファロメオ、ポルシェ、ベンツ。

　梢こずえは「真さな田だ山やまだって」「一応山やまの手てだし」とくぐもったつぶやきを漏らしている。自分の実家と比較しているのか、関かん西さいの地理は分からないがどうにも劣勢らしい。

　なるべく刺し激げきしないようナビに集中する。プリントの住所をスマホのマップと比較。ええっと○番地だからそこの道を曲がって左手の……あった。

「わ」

「え」

　料亭のような門が立っている。左右に長く生け垣が続き交差点のところで道なりに折れ曲がっていた。まさかとは思うがこの街区一帯が敷しき地ちなのか。門脇わきには待合が設けられ、竹格子の窓から陽光が差しこんでいる。

「に、日に本ほん庭てい園えん？」

「住所間違いじゃないですか？　いくらなんでもこんな」

　梢が目を白黒させていた。

　だが門柱に取りつけられた表札には確たしかに『七なな隈くま』とある。

（香か椎しいさん、すげぇな）

　これほどいかめしい邸宅の門をよく叩たたけたものだ。正直気後れする。強こわ面もてのガードマンとか出てきたらどうしよう。いや、そもそもどう用件を告げたものか。「あ、立りつ華かさんの同僚なんですけど取り次いでもらえます？」うん、怪しい。自分が家族なら間違いなくお引き取りいただく。

「さて」

　しかつめ顔で梢と向き合う。

「どうしましょうね、呼よび鈴りん押すなら押すで自然なアプローチを考えたいんですけど」

「近所を通りがかったので立ち寄っちゃいましたぁ、とか？」

「すごく不自然ですね」

「高校時代の同級生です！　クラス名めい簿ぼを見て訪ねてきました！」

「カメラ画像見られたら一発アウトでしょう……」

「分かりました」

　梢が腕まくりする。硬い表情で肩を回し。

「正面突破します。侵入して室むろ見みさんを拉ら致ちすればアプローチもクソもないでしょう」

「いやいやいや、何いきなり非合法手段に訴えようとしてるんですか。検討打ち切るの早すぎでしょう！　もうちょっと考えましょうよ」

「正面突破しますぅー」

「語尾を変えればいいってもんじゃないです！」

　不毛なやりとりを続けていると「ちょっと」と呼びかけられた。

　背後に人ひと影かげがある。

　日傘を差し片手にハンドバッグを持っていた。白ブラウスにリボン、チェックのジレー。いかにもお嬢じよう様さま然ぜんとした装いだ。傍かたわらには長身の男性がいる。

　まずい、公道で騒さわぎすぎたか。慌てて取とり繕つくろおうとするも。

「君達は」

　え。

　男性が意外そうに眉まゆをもたげる。フレームの大きいサングラスと顎あごひげ、精せい悍かんな風ふう貌ぼうには見覚えがあった。一昨日おととい社長室で会った人物、投資会社コンチェルトキャピタル所属。七なな隈くま陣じん。

　だとすると横の少女は。

　日傘が持ち上がる。

　光が差しこみ細い顎と桜さくら色いろの唇、長く艶つややかな髪が露あらわになった。吊つり気ぎ味みの眼めがまっすぐにこちらを見据えてくる。鳶とび色いろの瞳ひとみに怪け訝げんそうな光が過よぎった。

「人ん家ちの前で何してるのよ、あんた達」
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　ああ。

　聞きき慣なれた険のある口く調ちよう。刺すような眼まな差ざし。わずか四日ほど離はなれていただけなのに全すべてが懐なつかしく思える。

　ＳＥ部上長、ＯＪＴ担当、室むろ見み立りつ華かが目の前に立っていた。




「お茶でいいかな」

　陣じんの問いかけに「あ、おかまいなく」と答える。

　広ひろ縁えんの向こうに明るい庭が見える。数す寄き屋や造づくりの和室だった。畳と木の匂においが心地ここちよい。調度品の類たぐいは少なく全体的に広々とした印象だった。

「ミキさん、温かいお茶を、あと何か甘いものでも」

　お手て伝つだいさんだろうか。和服の女性が膝ひざを突いたままうなずく。静かに襖ふすまを閉め退出していった。

　あまりにも非日常的な風景、だが陣も室見も気負った様よう子すはない。当たり前のような顔で机の向こうに腰かけていた。もっとも二人ふたりの様子は対照的だ。陣はいつものように泰たい然ぜんとした雰囲気、室見は仏ぶつ頂ちよう面づらで視し線せんを逸そらしている。

「しかし高校の名めい簿ぼとはね、また妙なところから繫つながったもんだな」

　つぶやく陣に梢こずえがきつい眼差しを向ける。

「そもそもきちんと連絡先が明らかになってれば、こんな非常手段を取る必要もなかったんですけど」

　喧けん嘩か腰ごしの口調にどきりとする。彼女は彼女で随分腹に据えかねていたのだろう。返答如何いかんによってはそのまま爆ばく発はつしそうな勢いだった。だが陣は神妙な面おも持もちで頭を下げた。

「迷惑をかけたことは謝しや罪ざいする。引き上げ方が乱らん暴ぼうだったと言われればまさにその通りだ。弁解の余地もない。本当はきちんと立華に挨あい拶さつさせるつもりだったんだ。仕事の引き継ぎや今回の経けい緯い説明も含めてね。ただ色々と話し合うことが多くて」

「話し合うこと」

「この子の将来について。まぁ今更の内容なんだが」

　視線を向けられた室見は不ふ機き嫌げんそうに顔を背けた。

「私はまだ何も納得してないから」

「分かってるさ。だから納得いくまで話しあおう。今更一日二日で結けつ論ろんが出るとも思ってない」

「………」

　不ふ穏おんな空気が流れる。事情が分からず戸惑っていると室見が立ち上がった。

「立華」

「ミキさん手伝ってくる。四人で睨にらめっこしててもしょうがないし」

　返事も聞かずに出ていってしまった。ぴしゃりと襖の閉まる音。陣は肩をすくめた。

「思い通りにいかないとすぐ不ふ機き嫌げんになる。まだまだ子供だな。君達も大変だっただろう」

「いえ……」

　子供、室むろ見みさんがか。いや高校生なら年ねん齢れい的てきに子供と言っても間違いないが。

「あの、さっきの話ってどういうことでしょう」

「うん？」

「室見さんの将来についてって話です。多た分ぶん退たい職しよくの理由にも絡んでるんですよね？　前に社長室で言ってた、プライベートの都合って」

　おそらく同じ内容だろう。

　全すべての発端にして本質。スルガシステムの日常を一変させてしまった理由。

　陣じんはこくりとうなずいた。

「シンプルな話だよ。あの子を普通の生活に戻す」

「普通の生活？」

「高校に戻るでも大だい検けんを受けるでもいいがね。とにかく真っ当な学生をやり直させる。あの子は色々と歪いびつだからね、年齢相応の知ち識しきや経けい験けんを習得させる。就職や他ほかの針路を決めるのはまぁそのあとの話だ」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　動揺がこみ上げる。予想外の回答だった。

「学校に戻す？　転職とかそういう話じゃなくてですか。だって普通に仕事してたんですよ、企業の担当者相手に提案したり交渉したりして。なのに今更学生？」

「ああ」

　力強い肯定。

「仕事ができると言えば聞こえはいいがね。あの子は『仕事しかできない』んだ。しかもＩＴ系のエンジニアリング限定、他ほかには何もできない。多た分ぶん友達づきあいやサークル活動なども無理だろう。全部、彼女が育ってきた環かん境きようのせいだ」

「育ってきた環境」

「うん、まぁ」

　陣は一いつ瞬しゆん言葉を濁にごしたが、ややあって覚悟を決めたのだろう、嘆息して座り直す。

「君達には聞いてもらった方がいいか。長い間あの子が世話になっていたわけだし。事情が分かれば今回の件も納得してもらえるはずだ」

　そうして陣は全ての始まりを語り出した。




　夢見がちな女性ってどう思う？

　恋に恋する乙女おとめというか、いつもお伽とぎ噺ばなしの中で生きている人のことだ。

　可愛かわいらしい、なるほど一般的な男性の意見だな。姪めい乃の浜はまさんは？　よく分からないけどむかつく？　ははは、同性の目は厳きびしいな。

　俺おれの感想はね、『迷惑極まりない』だよ。

　夢見がちってことは現実が見えてないわけだ。自分がどれだけ滑こつ稽けいで醜しゆう悪あくか理解していない。周囲を困らせているか分かっていない。

　誰だれの話かって？

　うちの姉だよ。七なな隈くまの長女、立りつ華かの母親だ。

　彼女は俺の七つ上でね。昔からふわふわした女性だった。

　恋愛小説や映画に影えい響きようされては新しい出会いを求め、とにかく日常がドラマのように展開することを期待していた。

　教師と教え子の許されざる関係、旅先で一いつ緒しよになった相手とのアバンチュール、親友に対する略奪愛。

　いずれもドラマの題材としては興きよう味み深ぶかいがね。現実に起こせば大問題だ。なまじか見た目はいいから男の方もその気になってしまって、あちこちの人間関係を引ひっ搔かき回まわしてはトラブルを引き起こしていた。

　一つ例をあげようか。

　大学生の時、姉はサークルの後こう輩はいから告白された。自主制作映画の集まりだったかな。純朴な芸術青年だった後輩君は銀幕の中で微笑ほほえむ彼女に一ひと目め惚ぼれしたらしい。学内外で猛烈なアタックをかけめでたく彼女のハートを射止めた。甘酸っぱい青春の一ページ、普通ならまぁお幸せにで終わるところだ。

　問題はその時、姉がサークルの先輩と付き合っていたことでね。

　ん？　そうだよ二ふた股まただ。別に姉は後輩君との付き合いを機きに先輩との関係を清算したりしなかった。先輩も好き、でも後輩君のことも好きになっちゃったの。どうしようってやつだ。

　馬ば鹿かだろう。だが彼女は悲ひ劇げきのヒロインを気取り男性陣も彼女の毒気に当てられていた。明めい確かくな結けつ論ろんを出さないまま歪いびつな三角関係は続き、とある飲み会で事態は破は綻たんした。

　うん、暴ぼう力りよく沙ざ汰ただよ。本人達は決けつ闘とうを気取っていたようだがね。現実には酔っ払いの暴行事件だ。警けい察さつや救急までかけつけてえらい騒さわぎになった。停学者が出なかったのは不幸中の幸いかな。うちの両親も学校に呼び出されてとにかく大変だったのを覚えている。

　まぁいいさ、青春には過あやまちがつきものだ。喧けん嘩か上等、酒の失敗上等、若気の至りは誰だれにだってありえる。だが当時の姉の態度だけはどうあっても理解ができなかった。

　彼女はね、喧嘩する二人ふたりを前に目を輝かがやかせてたらしいんだ。表向き口を押え震ふるえていたようだが、横顔はすごく嬉うれしそうだったと聞いている。なぜ？　言っただろう、彼女は日常がドラマのように展開することを期待していたって。

　二人の男性が自分を巡り戦っている！　すごい！

　正直吐き気がしたよ。身内でなければ絶ぜつ縁えんしてやりたいとさえ思った。できなかったけどね、当時俺おれはまだ子供だったし。

　とにかくそんな性格の娘だったから、うちの両親もひどく心配していた。早めに身を固めさせようと思ったのは当然の流れかな。大学卒業を待つことなく、いくつか見合い話を持ってきた。

　七なな隈くまの家ってのはそれなりの名家でね。これ以上のゴシップはごめんこうむるって思いもあったんだろう。時じ代だい錯さく誤ご？　まぁ色々と古くさいしがらみがあったんだよ。時間があったら調しらべてみるといい、七隈の人間がどういうところにいるか。霞かすみ会かい館かんの名めい簿ぼとか見てみるといいんじゃないかな。

　話を戻そう。奔ほん放ぽうな姉が堅苦しい見合い話を聞いてどう感じたか。

　真ま面じ目めに卒倒しかけたらしい。自分の夢が、可能性が閉ざされる思いだったんじゃないかな。まぁ親の決めた見合い相手にドラマティックな展開が期待できるわけもなし、生き真面目を絵に描かいたような男性に引き合わされて、悪夢のごとき感覚だったんだろう。

　結果何が起きたか。

　姉は──駆け落ちした。

　ん？　何を言っているのかって？

　いや言葉通りの意味だよ。駆け落ちだ。

　行きずりの男性と恋に落ちてそのまま逃亡した。

　七隈の家も親姉弟も全すべて捨てて自分の夢に浸ひたった。

　相手は一介のサラリーマンだった。まだ新卒一、二年目だったかな。線せんの細い柔にゆう和わな物腰の青年でね、多た分ぶんよい意味でも悪い意味でも優やさしすぎたんだろう。行き場のない姉を受け入れ、匿かくまい、自分が助けてやらなきゃと思いこんでしまった。勘かん当どう同然の状況で二人ふたりは関係を深め、結果生まれたのがあの子だよ。そう、立りつ華かだ。父親の姓は室むろ見み、だから室見立華。

　最初はそれなりにうまくいっていたらしい。大恋愛の果てにやっと得た家族だ、姉の幻想を満たすには最適なシチュエーションだったんだろう。だがね、結局のところ彼女は本質的に何も変わっちゃいなかったんだ。いや、結婚というものをきちんと理解できていなかったというのが正せい確かくかな。恋人である自分はイメージできても、母親や妻になる覚悟は固められていなかったんだ。

　悲ひ劇げきだよ。

　姉にとってじゃない、夫や子供にとってだ。

　立華が生まれてそれほどもたたないうちに、姉はもとのお嬢じよう様さま生活に憧あこがれ始めた。

　自由できらびやかな生活が恋しくなったんだ。育児も家事も放棄して外で遊び歩き始めた。ちやほやしてくれる男友達を求め始めた。悪いことにその頃ころ父親の仕事も忙しくなり出してね。家庭内の状況をちゃんと把握できなくなった。

　結果何が起きたかはあまり語りたくないな。およそ気持ちのよい話じゃない。

　とりあえず家庭は崩ほう壊かいした。たちの悪い遊び人が家へ出入りするようになり夫は追い出された。うん、情夫ってやつだ。

　それでも父親が離り婚こんしなかったのは立りつ華かのことを気にしていたからだろう。経済的な援助を継続し、なんとか娘に真っ当な生活を送らせようとした。折に触れて連絡を取り親子の関係を保とうとした。とはいえ直接顔は合わせづらいからメールやチャットでね。妻や男にばれないよう、細心の注意を払って。

　立華も父親には懐なついていたらしい。まともに幼稚園や学校、習い事も行かせてもらえなかったようだから、それこそ父とのコミュニケーションだけが社会との接点だったんだろう。彼の残した本や資料を読みあさり懸けん命めいに話題を合わせようとした。

　なんの話題かって？

　仕事の話さ。父親の職しよく業ぎよう、システムエンジニアのね。

　ああ、あの子の知ち識しきはそこが出発点だ。年ねん齢れい不相応の経けい験けんや見聞も全すべては父の話についていきたいって思いから生じている。およそ十年以上業界の話題に触れ続ければそれは詳しくもなるさ。パソコン一台あればプログラムやサーバ・ネットワークの勉強はできるしな。本人は特に勉強とも思っていなかっただろう。地じ獄ごくのような家庭で唯一の遊び場、自分が自由になる空間だと考えていたんじゃないかな。

　十年以上。

　よくもったと思うよ。

　いびつ極まりない関係は、ある日唐突に終わりを迎えた。

　その頃ころ、姉は別の男と付き合い出していてね。前の情夫と入れ違いになるように、新しい恋人を家に上げていた。こいつがまたものすごく嫉しつ妬と深ぶかい奴やつでね、姉の周りに他ほかの男の影かげが見えるのも嫌いやがっていた。

　そんな男がある時、立華のメールボックスを見た。父親とのやりとりを目もく撃げきしてしまった。

　どうなったか。

　簡かん単たんに想像できるだろう。激げき怒どして携帯やＰＣ、父親の資料を処分し始めた。目につくもの全て、手当たり次第にだ。あの子の心のよりどころを、最後の逃げ場を徹てつ底てい的てきに蹂じゆう躙りんした。

　立華は壊こわれた。逆上して男につかみかかった。

　殴られても蹴けられても顔色一つ変えず飛びかかっていったらしい。

　あまりの騒さわぎに隣りん家かが通報し、警けい察さつが駆けつけ、そこで初めて姉の健在が七なな隈くまの家に伝わった。

　ゴシップどころじゃない、とんでもない醜しゆう聞ぶんだ。

　焦った一族は法律と金を総動員し事態の収拾に動いた。姉と立華を実家に引き取り、父親には離り婚こんを申し出て、無む理り矢や理り全てをなかったことにした。

　その後どうなったか、立華は七隈の籍せきに入れられた。

　室むろ見みという姓はタブーになり彼女は七なな隈くま立りつ華かになった。ほんの四年前の話だ。




　梢こずえが真まっ青さおになっている。

　小ぶりな唇から血の気が引いていた。衝しよう撃げきのあまり言葉を失っているのか。呼吸の仕方さえ忘れた様よう子すで固まっていた。

　かくいう自分もまともな会話ができずにいる。

　あまりにも、あまりにも凄せい惨さんな話だった。

　一体こんな馬ば鹿かげた物語があるものだろうか。十代の少女が人生の過半を母の情夫と暮らし、ついには父との唯一の繫つながりさえ踏みにじられ、抵抗した挙げ句待ち受けていたのが両親の離り婚こん、姓の喪失だったとは。

　人見知り？　世間しらず？　当たり前だ。どこの誰だれがこんな人生を経てまともに育てるというのか。気の弱い者なら自殺しかねない。気の毒なんて言葉が陳腐に思えるほどの惨状だった。

「それで」

　辛かろうじて声を絞り出す。ここまで来たら全すべて聞いてしまいたかった。

「そのあとどういう経けい緯いを経て室見さんはうちに入ったんですか？　まずは普通に学校へ通ったんでしょう？」

「ああ」

　陣じんはうなずいた。クラス名めい簿ぼに視し線せんを送り。

「中学の出席日数が足りてなかったんでね、馴な染じみの私立一貫校に無理を言って編へん入にゆうさせてもらった。結果はご存じの通りだ。時じ期き尚しよう早そうだったんだな。七なな隈くまの名も普通の学生生活も彼女には受け入れづらすぎた。だから──冷却期間を置くことにした」

「冷却期間」

「好きなこと、彼女ができることをやらせようと決めたのさ」

　好きなこと。

　父親とのやりとりで培つちかった技術、エンジニアとしての知ち識しき。

「幸いベンチャーキャピタルなんて仕事をやってるせいで人脈だけはそこそこあってね、知り合いの派は遣けん会社経由でいくつか現場を紹介してもらった。業界最大手、ＪＴ＆Ｗの仕事も一度受けたんだぜ？　技術家肌のあの子には合わなかったようだがね。紆う余よ曲きよく折せつの末、条件を吟ぎん味みして見つけたのが六ろつ本ぽん松まつさんの会社だ。スルガシステム、君達の職しよく場ばだな。まぁ半年くらい働いて気が済んだら戻ってくればいいと思っていたが」

　はまってしまった、というわけか。

　空っぽだった彼女が居場所を見つけてしまった。

　誰かに必要とされる喜びを覚えてしまった。

『あの子には仕事しかない、他ほかに選択肢がない』

　かつてカモメに言われた言葉が脳裏を過よぎる。まさか文字通りの意味だったとは。予想外の結けつ論ろんだった。いや仮に予想できても否定していただろう。世の中にそんなひどい話があるものか、あっていいものかと。

　だがもはや疑いようもない。少女の可か憐れんな装いははがれ、べろりとのぞいた穴には底なしの闇やみがわだかまっていた。

「もう分かっただろう」

　陣じんの声から軽妙さが消える。真剣極まりない表情でこちらを見つめてきた。

「あの子は普通の人生をやり直さなきゃいけない。学校に通い、友達を作り、真っ当な経けい験けんを積つみ重ねていくべきなんだ。俺おれはあの人でなしの弟として、立りつ華かを幸せにする義務がある。家族も名前もなくしてしまった彼女に人並みの生活を与えてやりたいんだ。だから」

　だから。

　陣は深々と頭を下げた。

「あの子を自由にしてやってくれ。立華のためを思っているならなおさら、温かく見守ってやってほしい。後任は俺が責任をもって手配するから」

　反論の一つもできなかった。




　打ちひしがれた思いで七なな隈くまの屋や敷しきを出た。

　日は高い。時と計けいを見るとまだ小一時間もたっていなかった。信じられない。体感的には丸一日座っていた気分だ。疲労と無力感が身体からだを満たしていた。

　傍かたわらを室むろ見みが歩いている。陣に自分達を送っていくよう申しつけられたのか。だが七隈邸を出て数分、三人の間に会話はない。押おし黙だまったまま駅への道を進んでいっていた。

「ああ、もうっ！」

　唐突に梢こずえが叫んだ。

　住宅地の静けさも気にせず声を張り上げる。目と肩を怒らせ室見に向き直った。

「なんなんですかその陰気な顔、いじけてうつむいてたら同情してもらえると思ったんですか？　冗じよう談だんじゃありません、どんな事情があるにせよ室見さんが今やってるのはただの職しよく場ば放棄です。無責任なだけです！　分かってるでしょう!?」

「………」

　返事はない。ぎりっと歯ぎしりの音が響ひびく。

「どれだけ仕事が残っていると思ってるんですか。引き継ぎ中の案件だってたくさんあるでしょう。それを全部放り出して学生に戻る？　将来を考え直す？　馬ば鹿かにしてるんですか。恥知らずにもほどがありますよ」

「……寝ね癖ぐせ頭あたま」

　室見の呼びかけを無視して梢は背を向けた。苛いら立だち混じりの呼気を吐き出す。

「私、先に帰ります」

　え。

「こ、梢こずえさん？」

「むかつきすぎて何言い出すか分かりませんから。一度頭を冷やします。室むろ見みさんも、反はん論ろんしたいならどうぞ会社に来て仰おつしやってください。いつでも受けて立ちますから」

「………」

　気づいた時には歩み去っている。止める間もない。ジャンパースカートの背中が街路の向こうに消えていった。

（ええっと）

　室見の様よう子すをうかがう。

　天敵からの歯に衣着せぬ糾きゆう弾だん。さぞや激げき怒どしているだろうと思ったが。

　彼女は苦笑していた。長い睫まつ毛げを伏せ口元を歪ゆがめている。

「ありがたいわね」

　細い肩がすぼまる。

「私がガキだと分かってもまだ対等に扱ってくれる。本気で怒ってくれる。なかなかできることじゃないわ。普通ならこんな子供と付き合ってられるかって言い出しそうなのに」

「そんなこと」

　思わず反論が口をついて出た。

「子供とか大人おとなとか関係ないでしょう。室見さんは室見さんです。僕らみんな、仕事仲間の年ねん齢れいがどうとか気にしませんよ」

　室見は「ふっ」と微笑した。視し線せんを逸そらし。

「本当にお人ひと好よしばかりね。今更だけど居い心地ごこちのいい職しよく場ばだったのかしら。こんな得え体たいのしれない子供にポジションや仕事を与えてくれたんだから。他ほかの企業じゃ考えられない」

　達たつ観かんした表情にぞくりとする。一いつ瞬しゆん、彼女が全すべてを受け入れてしまったように感じたのだ。凄すご腕うでエンジニア、鬼上司という仮面を脱ぎ捨て一私人に戻ろうとしている。普通の少女に還かえろうとしている。

　分かっている。全ては陣じんの思いやりに沿った形だ。彼の思惑を汲くむことこそ室見の幸せに繫つながる。彼女の人生を軌道修正できる。理解はしている。しているのだが。

「本当に辞めたいんですか」

　耐えきれず訊たずねてしまった。

　彼女の真意を質ただしてしまった。

　室見は虚を突かれたように押おし黙だまり顔を逸らした。

「辞めたくはないわよ」

　つぶやくような声。

「でもスルガは陣じん兄にいの紹介してくれた会社だし、陣兄が辞めろと言えば社長も従うしかない。そしたら中卒の学歴じゃ雇ってくれるところもないしね」

「………」

「試しに転職サイトとかにも登とう録ろくしてみたけどうまくいかなかったし。真っ当に履り歴れき書しよ出して通るとしたらバイトかコールセンターくらい？　いくらもらえるか知らないけど少なくとも一人ひとり暮ぐらしは厳きびしくなるわね。家賃・生活費は切り詰めてもトランクルームの費用までは出せない。パパの荷物を処分することになる」

「お父とうさんの」

　こくりとうなずいてくる。

（ああ）

　唐突に記き憶おくが繫つながった。

　そうか、そういうことだったのか。

　四よツつ谷や駅えきに程近いトランクルーム。二畳程の空間には家具や玩具おもちや・資料が詰めこまれていた。殺風景な自宅とはかけ離はなれた生活感あふれる光景、一体なぜと思っていたが、なるほど、実父との思い出の品だったのか。七なな隈くまの家に見つからないよう、痕こん跡せきを消されないよう隠し持っていた。スキャンダルの隠いん蔽ぺいから守り抜いていた。

　最後に残った絆きずなを、家族の記憶を保つために。

「猿さる楽がく町ちようの家は七隈の持ち物だから、あそこに私物置くと何されるか分からないのよ。合あい鍵かぎだって実家に持たれてるしね。本当、鳥かごみたいで息が詰まったわ。ただあそこに住むのが就しゆう職しよくの条件だったから」

「監かん視しってことですか」

「うん、まぁ」

　メランコリックな相づちを返してくる。彼女は視し線せんを遠くにやった。

「せめてもの抵抗で家具も何もいらない、どうせ寝に帰るだけの場所だからって空き家同然にしてたけど、今考えると滑こつ稽けいよね。どうせ七隈の助けなしじゃ生きていけないのに。幼稚極まりない」

「そんなこと」

「いいわよ、別にフォローしなくて。自分が今どんな状況にいるかはよく分かってるつもりだから」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが空の青を映した。吊つり気味の眼まなこがすぼまる。

「幸い少しなら貯金もあるし、実家暮らしであればしばらくトランクルームの費用は出せる。きちんと進学したらバイトくらいさせてもらえるだろうし、陣兄も細かいことまではつっこまないはず」

　着々と退職後の計画が練り上げられていく。もはや引き返すことはかなわないのか。絶望的な思いがこみ上げてくる。

「それでいいんですか」

　未練がましく訊たずねたのは気持ちの整せい理りがつかなかったからだ。我ながらみっともないと思いつつ言葉を止められない。

「室むろ見みさん、仕事が好きなんでしょう？　無む茶ちや振ぶりやトラブルを腕一本で解決していく、そんな状況が楽しくて仕方ないんでしょう？　見てれば分かりますよ。毎日アドレナリン出しまくって目をギラギラさせて、検証結果やログメッセージの一つ一つに大おお騒さわぎしてるんですから。そんな人が学生？　バイト？　とても満足できると思えません。いいんですか、本当に今の環かん境きようを手放しちゃって、他人に言われるまま自分の人生を曲げてしまって」

　糾きゆう弾だんめいた発言に少女は瞑めい目もくした。

　唇を結びうつむく。長い髪が端正な横顔を隠した。

　どのくらい時間がたっただろう、彼女は大きく息を吐いた。

「……いいわけないでしょ」

　呪じゆ詛そのような言葉。

「私が今の会社でどれだけの経けい験けんと人脈を築いてきたと思うのよ。それを全部リセットして、学生から就活・新人研修とやり直して、同じところに帰ってくるのは十年後よ。周回遅れにもほどがあるわ」

　でも、と彼女は続ける。暗い眼まな差ざしがこちらを見据えた。

「私はガキなのよ。大人おとなの助けなしじゃ生きていけないわ」

「………」

　押し殺した声に激げき情じようが滲にじんでいた。

　仕事が好き、他人の指示で会社を辞めたくない。そんなこと当たり前だろうと双そう眸ぼうが語っていた。状況の理不尽さも不条理さも十分すぎるほど理解している。だがどうにもならない、どうしようもない。私は──無力だ。

　室見はうつむいた。拳こぶしをきつく握りしめ。

「あんたが羨うらやましい」

　軋きしるようにつぶやく。

　それ以上どんな言葉もかけようがなかった。
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「スルガシステムさん、スルガシステムさん、大丈夫ですか」

　はっと顔を上げると顧こ客きやく担当者の視し線せんが集まっていた。

　ミカサ自じ動どう車しやの端はた間まが心配そうにこちらを見ている。慌てて姿勢を正し謝しや罪ざいした。

「す、すみません、ちょっとぼんやりしてしまって。ごめんなさい」

「働きすぎじゃないんですか」

　軽口めいたフォローに場が沸く。「はは」と照れ笑いしつつ内心で冷や汗を搔かいていた。客先訪問中に意い識しきが飛ぶとは、無ぶ様ざま極まりない。厳きびしいお客さんなら叱しかりつけられているところだ。

　ミカサ自動車の本社会かい議ぎ室しつ。相変わらず大人数の顧客を前に今日きようのスルガシステムメンバーは自分だけだ。梢こずえは別件作業で対応中、何かあってもサポートしてくれる人はいない。気を抜いたらあっという間に議事から取り残される。状況がつかめなくなる。集中しなければと分かっているのだが。

『あんたが羨うらやましい』

　気づけば脳内で室むろ見みの台詞せりふを再生している。

　悲鳴にも似た言葉、光を失った瞳ひとみ、そして震ふるえる拳こぶし。

「ログの扱いをどうするか話していたんですよ」

　端間が説明を繰くり返す。

「社内で議ぎ論ろんしたところ、新会社のアクセスログは一年間保管しようということになりまして、そうなるとデータ量もかなり大きくなりますよね。御おん社しやとしてどういう管理形態を取られるのかうかがいたくて」

「管理形態……ですか？」

　一いつ瞬しゆん論点が分からず口ごもる。

　いや、ログに関しては基本的に個々の機き器きで持つものと思っていたが。必要に応じてアクセスしログをダウンロードする。管理も何もないのでは？

　端間は辛しん抱ぼう強づよく説明を重ねた。

「一年分のログを機器に持たせるのは無理でしょう。保存容量も少ないですし、何より再起動すれば消えてしまいますから。きちんと外部のストレージに保管して管理していかないと」

　ん？　え、いや、ちょっと待った。

「ひょっとして専用のログサーバを準備してほしいって話ですか？」

「まぁ専用か共用かはお任せしますが、とにかく一年分のログを保管して我々の依頼ベースで提供していただきたいということです」

「それは、でも」

　手元の資料を確かく認にんする。見み積つもりの項目・前提条件をチェックしていくもやはりログ保管要件などは見当たらなかった。

「当初の提案範はん囲いには含まれていませんので追加お見積もりとなりますが、そういう話でよろしいですか」

「ん、んん？」

　今度は端はた間まが首を捻ひねる番だった。眉み間けんに皺しわを寄せ「いや」と唸うなる。

「違うんじゃないですかね。御おん社しやがサービス提供者としてアクセスログを管理・提供すること自体は当たり前でしょう。実際各装置でログ取得は有効になってるわけですし。その期間が決まったので方式の検討をお願ねがいしてるだけです。費用の話にはならないですよ」

「で、でも実際、ログの保管期間によっては追加機き材ざいが必要になるわけですし」

「でしたら当初見み積つもりに前提条件を書いておくべきでしょう。本提案にて提供可能なログは何日分まで、超過する場合は別途お見積もりになると」

「………」

「いずれにせよ我々が欲しいのはログの管理方法です。何日分は即時提出可能、何ヶ月分は圧あつ縮しゆくファイルから復帰、それ以上前のものはテープバックアップなど、具体的な運用方針を提示していただきたいですね」

　徒労感が湧わき上がってくる。

　かつて梢こずえの言ったことがこれ以上ないくらいよく理解できた。

　彼ら一流企業の社員は王侯貴族のメンタリティを持っている。細かな見積もりや契約条件など気にしない。自分達の常じよう識しきが通るのは当然、逆になぜベンダー側の都合を押しつけるのか？　ｅｔｃ、ｅｔｃ。

　最近同じようなやりとりを何度も繰くり返していた。新規作業に追加要件、構成変更に運用範はん囲い拡大。なまじか悪気がないのが始末に悪い。当たりが柔らかいため正面から突っぱねるのもためらわれた。真綿でじわじわと首を絞められている感じ。今までは少ない利益や工数バッファを切り崩し対応してきたもののさすがに限界だった。

「一度持ち帰り検討させてください」

　逃げるように告げると端間はうなずいた。

「分かりました。じゃあ次の議ぎ題だいを、Ｗ田さん、リモートアクセスの件で何か相そう談だんがあったんだよね？」

「はい」とうなずいて細身の青年が立ち上がる。手元のプリントを取り分け回してきた。

「ヘルプデスクの担当者からリモートアクセスの設定手順をマニュアル化してほしいとリクエストがありました。ついてはＯＳごとに所定のフォーマットで作成いただけますか？　スマホやタブレットについても機種単位でお願いします」

　Ａ３のプリントには膨ぼう大だいな端末種別とＯＳが記されていた。

　気が遠くなった。




　水すい道どう橋ばし交差点のスターバックスで一息つく。

　結局あれから一時間近く新規の相そう談だんが続いた。フローの変更にセキュリティ要件追加、エンドユーザー向けの手順書作成にスクリーンショットの取得。毎回打ち合わせに来る度たび、対応範はん囲いが広がっていく。納期は変わらないままやることだけが増えていく。しかも今回の案件には室むろ見みがいない。機き能のう追加のリクエスト一つとっても莫ばく大だいな時間をかけ調ちよう査さ・検証しないとならなかった。もちろん梢こずえも頑張ってくれてはいるが既存業務をこなしながらでは限界がある。ジャパン・オートパイロット社のゲートウェイ整せい備びプロジェクトは実構築が始まる前に破は綻たんしつつあった。

（とにかく、今日きようの議ぎ事じを共有しておこう）

　帰社してからの説明では時間が無む駄だになる。ノートＰＣを立ち上げ会議メモを送付しようとした。リモートアクセスを接続、待ちかねていたように新着メールが届き始める。ざっと件名を確かく認にんしてうち一通に『至急』の文字を認めた。藤ふじ崎さきからだ。

『七なな隈くまさんから代だい替たい要員の経歴書が届きました。確認してもらえるかな』

　添付ファイルが三つある。いずれもＥｘｃｅｌでＫ・Ｎ、Ｍ・Ａなどのイニシャルがつけられていた。この中から一人ひとり選べということだろうか。室見さんの代わりになる人物を。

（室見さんの代わり、か）

　どうにも気乗りしないままファイルオープン、派は遣けん会社のロゴが入った経歴書を一つ一つ眺めていった。

　三十二歳男性、得意分野：シスコルータ／スイッチ。ネットワークの設計業務。

　四十一歳男性、得意分野：ジュニパー・Ａ１０。セキュリティ装置の設定・管理。

　二十八歳女性、得意分野：アルーバ、無む線せんＬＡＮ。

（うーん）

　どれもかなり対応範囲が限定されている。

　というか三人のスキルセット全部集めても室見さん一人に到底及ばない。多た分ぶんこの中の誰だれを入れてもジャパン・オートパイロット社のプロジェクトは回らないだろう。膨ぼう大だいな業務と必要ナレッジに押おし潰つぶされる。

　悩んだ末、断りのメールをしたためた。

『実際に会ってみないと分かりませんが今の業務に当てるのは厳きびしそうです。水すい道どう橋ばしの案件だけでもプロキシやメールリレーが分からないとダメですし』

　文面確認して送信するとすぐに返信が届いた。

『了解、じゃあ一度七隈さんを呼んで人材イメージを共有し直そう。明あ日す・明後日あさつてで調ちよう整せいするので簡かん単たんにリクエストまとめといてください。ただ、基本路ろ線せんとして室見さんしかできない仕事はなるべくこの機に整理したいなと。色々桜さくら坂ざか君の思いもあるだろうけど、チーム・部署単位で案件を回せるようにしておきたいので』

　分かりましたと返して椅い子すにもたれかかる。

　嘆息が漏れた。どうにも気分が乗らない。室むろ見みさんのことを考える度たび、モチベーションが霧む散さんしていく。よくない傾向だ。生産性は下がるしミスも増える。

（会社に戻るか）

　歩いていくうち気分も晴れるだろう。梢こずえには……帰社してすぐ報告するか。どうせ十分二十分の違いだ。

　ノートＰＣの蓋ふたを閉じ立ち上がる。プラスチックカップをゴミ箱に捨て店から出た。

　陽ひは既に落ち切り大通りをヘッドライトの群が行き交っている。水路越しの高架から電車の走行音が響ひびいてきた。

　足早に交差点を渡り線せん路ろ沿ぞいの坂を上る。思ったより風が冷たい。コートの前を合わせても冷気がしみ通ってくる。

　くそっと悪態が漏れた。

　何もかもが気に入らない。陣じんも室見も自分達も、誰だれ一人ひとり悪いことはしていないだろう。なのに全すべてが負の方向に向かっている。仕事は破は綻たん寸前、社内の雰囲気は重く、当の室見自身も悩み苦しんでいる。今回の件で誰が幸せになった？　全員が等しく坂を転げ落ちているようにしか思えない。それともこういう考え方自体近視眼的なのか？　目先のことではなく中長期的な得失を考えるべきなのか。室見は真っ当な人生を取り戻し、スルガシステムは業務の属人化から自由になる。自分はＳＥ部のネットワーク担当として独り立ちし、梢も室見の職しよく人にん芸げいを運用せずによくなる。

　まともな会社、普通の仕事、年ねん齢れい相応の生活。

　っ。

　一いつ瞬しゆん耐えがたいものを感じ立ち止まる。

　わずかに垣かい間ま見みえた未来予想図がひどく現実的なものだったからだ。室見のいない生活、風景、当たり前のどこにでもある社会人の日常。

（今更、今更かよ）

　自分がかつて必死に得ようとして得られなかったもの。

　まさかこんな形で手に入ろうとは。状況の皮肉さに笑えてくる。就職してすぐ今の状況になったのならおそらくなんの疑問もなく受け入れていたことだろう。だが。だが今となっては。

「どうしたらいいのかな」

　感情と理屈がバラバラになっている。なすすべなく立ちすくんでいると背後からバイクのエンジン音が響ひびいてきた。

　どこかで道を渡るつもりだったため、車道の端を歩いている。どくべきなんだろうな。ああ、でも面めん倒どうくさい。バイクなら勝手に避けていってくれるだろう。道幅もそれなりにあるし。

　だがバイクは行き過ぎることなく止まった。ヘッドライトを煌こう々こうと輝かがやかせたままライダーがバイザーを上げる。

「工こう兵へい君？」

　涼やかな声がアイドリング音に被かぶさった。外灯の明かりに切れ長の眼まなこが照らし出される。

　あ……。

　陽光が差しこんだように思えた。

　張り詰めていた心の糸が緩ゆるむ。見せかけの気丈さが破れ雑多な感情があふれ出した。

「カモメさん」

　絞り出した声は悲鳴のようだった。くしゃりと顔が歪ゆがむのを抑えられない。なぜ彼女がここにいるのか、まだ旅行中ではないのか。常じよう識しき的てきな疑問はだが脇わきへと追いやられた。喘あえぐような吐息を漏らしすがりつく。

「室むろ見みさん、室見さんが」

　混乱気味の言葉にカモメはうなずいた。

「うん、聞いた。だから帰ってきたんだよ、旅行を途中で切り上げて」

「聞いた？」

　誰だれから。

「梢こずえちゃんとＳＮＳの連絡先交換してるんだ。そこからメッセージがあって、立りつ華かちゃんが会社を辞めるって」

「梢さんが」

　予想外のパスだった。

　彼女は彼女で必死に事態を打開しようとしているのか。なりふり構わず室見のために手を尽くしている。取れる手段を総動員している。その情じよう熱ねつが凍いてついた心を揺り動かした。

　カモメは肩越しに夜の町を振り返った。

「今猿さる楽がく町ちようのマンション行ってきたんだけど立華ちゃん不在みたいで、合あい鍵かぎも使えないし、ひょっとしてもうどこか別のところに引っ越しちゃった？」

「引っ越しかどうか分かりませんけど、今室見さんは成せい城じようの実家にいます。陣じんさん──母方の叔お父じさんに連れられて、一週間くらい前から」

「七なな隈くま家け……か」

　苦々しげに舌打ちする。反応を見る限りおおよその背景は理解しているのだろう。そう言えば入社後早々に室見のことを話した時もわけ知り顔だった。今度の展開もある程度予想していたということか。であれば対策も、と期待しかけたが。

「工兵君、あらかじめ謝あやまっておくけど今回の件、あたしは直接動けない」

「え」

　高揚した気分に冷や水を浴びられる。なぜ、一体なんで、どうして。

　カモメは眉まゆ尻じりを下げた。

「七隈とはちょっと方向性が違うけど、うちもそこそこ特殊な家なの。あんまり実家とは関かかわらないようにしてるけど、それでもあたしが直接動いて家同士のトラブルになるとまずいから。そもそも賀か茂もの人間が立りつ華かちゃんに近づいていたと分かった瞬しゆん間かん、今以上の騒さわぎになりかねない。詳しくは説明できないけど、ごめん」

「それは……構いませんけど」

　他人のプライバシーに入りこむつもりはない。カモメが話せないというなら、あえて詳細を訊たずねる気もない。が。

「助けてもらえないんですか」

　唯一残った希望が打ち砕かれた気分。子供のような哀あい願がんにカモメは空を仰あおいだ。小さく呼吸した後、視し線せんを合わせてくる。

「工こう兵へい君、ツーリングしようか」

「は？」

「はい、メット」

　サイドバッグからヘルメットを取り出し投げてくる。両手で抱えた瞬間、カモメがバイザーを下ろした。アクセルを回し凶きよう暴ぼうなエンジン音を響ひびかせる。

（え、え、えええ？）

　乗れってことか？

　なぜと訊ねる余裕はなかった。見ているうちバイクの尾灯が瞬またたく。慌てて後部座席にまたがると間かん髪ぱついれず車体が走り出した。速い。片手でカモメの腹に手を回しもう片手でヘルメットを被かぶる。少しでも気を抜くと振り落とされそうだ。風に肩かけ鞄かばんとコートが翻ひるがえった。いやいや、落ちる、マジで落ちる。怖いから！

　ライダースーツ越しにカモメのしなやかな身体からだを感じる。が、おちおち堪たん能のうしている余裕もない。しがみついている間にバイクは神かん田だ橋ばしＩＣに突入、首しゆ都と高こう速そくに乗り入れた。

　そのあとの走りはもう暴力だった。

　アクセル、倒しこみ、先行車の間をすり抜け、ギアチェンジ、再加速。速度と角度が秒単位で切り替わり切り戻る。脳のう髄ずいがあらゆる方向にシェイクされ平へい衡こう感覚さえおぼろになった。ふっと膝ひざの力が緩ゆるんだ瞬間、冗じよう談だん抜きで身体がずり落ちかける。

　無理！　もう無理です。止めてください、お願ねがい！

　半ば錯さく乱らん気ぎ味みに叫びかけた時だった。不意に視界が開けた。

　巨大な吊つり橋ばしの上を走っている。

　夜よ闇やみに東とう京きようの夜景が浮かび上がっていた。宝石箱を引ひっ繰くり返かえしたかのごとき眺め、あたかも光の絨じゆう毯たんのただなかを走っているようだった。幻想的な光景に一瞬我を忘れる。眼がん前ぜんにそびえるのは巨大な白の主塔。

　レインボーブリッジか。

　臨りん海かい副ふく都と心しんに続く連絡橋。いつの間にかＣ１から１１号台だい場ば線せんに来ていたらしい。直線走行に入ったためか、緊きん張ちようと恐怖がわずかに緩ゆるむ。

（ああ）

　なんだろう、身体からだの強こわばりと一いつ緒しよにこんがらがった思考がほぐれていくようだった。心の澱おりが吹き払われていく。胸の中に清風が吹きこんでくる。

　ここ一週間、お茶ちやの水みずと水すい道どう橋ばしを往復しながらただひたすら落ちこんでいた。行動範はん囲いにして一キロ四方、いやもっと少ないか？　一体あの夜景の何万分の一だろう。世界は広く人は多い、無数の人生とドラマがあの中で繰くり広げられている。自分の悩みは決して小さなものではない、だが絶望するほど大きなものでもなかった。

　そうか。

　不意に気がつく。

　別に死ぬわけじゃないもんな。

　どんな結末を迎えるにせよ、自分も室むろ見みもそれぞれの人生を歩み続ける。ゲームオーバーはなくリプレイの機き会かいはまだまだたくさん与えられていた。世をはかなむのはあと半世紀くらいあとでよいはずだ。

　そう、生きてさえいれば何度だって──

「うぉわぅ!?」

　横殴りのＧに投げ出されそうになる。横転寸前のバンクで車体がコーナリングしていった。こ、これは生きていられないかも!?　リアルにゲームオーバーとなりかねない、って、膝ひざが地面に当たる、当たる。ギャー！

　顔がん面めん蒼そう白はくでカモメに抱きついていると、ややあってバイクが停車した。エンジン音が断ち切られる。頭上から「ついたよ」と声が降ってきた。

　背後に宇宙船のような建物が見える。二棟のビルと球状の展望台、特徴的なシルエットはおそらく某民放局だろう。であればここは。

　生い茂った木々の間に公園駐ちゆう車しや場じようの看板が立っている。料金表の上に記された文字は「お台だい場ば」。

「ここ、好きなんだあたし」

　カモメがヘルメットを脱いだ。長く艶つややかな髪が肩に流れ落ちる。

「都心から近い割に夜、人少ないし。考えごとしたい時はゆっくりできるから。他ほかの人連れてきたのは初めてだけど」

「そ、そうなんですか」

　光栄至極な話だが、いかんせん足腰が震ふるえている。動揺を悟られないようにするだけで精一杯だった。

「で」とカモメが顔を寄せてくる。

「ちょっとは気持ちが晴れた？」

「え」

「さっきまでお通つ夜やみたいな顔してたから」

　まぁ。

　確たしかに気分転換にはなった。

　転換というより七しち転てん八ばつ倒とう的な強引さだが。

「お姉ねえさん、泣き虫な男の子は好きじゃありません」

　眉まゆ根ねを寄せるカモメに「はい」とうなだれてみせる。確かになんのプランもなく「助けてくれ」とか無ぶ様ざますぎた。男として情けない。意中の相手を前にしているとあればなおさらだ。

「工こう兵へい君はどうしたいの？」

「……分からないんです」

　素直な心情を吐と露ろする。

「室むろ見みさんに辞めてほしくないのは本当です。ずっと一いつ緒しよに働きたい、横にいて色々なことを教えてほしいと思ってます。ただこれはあくまで僕の都合であって室見さんの幸せとは別問題だなと」

「………」

「陣じんさんの言う通り、今重要なのはとにかく室見さんを真っ当な人生に戻すことかなって。学校に帰って普通の人間関係を築いて、そのあとまたＩＴの道に戻りたければ戻ってくればいい。働くことはいつでもできますけど子供時代は今しか送れないわけですから」

「真っ当、普通」

　カモメは不ふ思し議ぎそうに繰くり返した。小首を傾かしげ瞬まばたき。

「普通の人生って何？」

「え？」

「たとえばさ、大学入学した時、工兵君にとって真っ当な人生ってどんなイメージだったの。四年後どんな境遇にいると思ってたの？」

「それは」

　高校卒業したての自分が考えていた社会人像、サラリーマン生活。

　口ごもる自分にカモメは畳みかけた。

「テレビでＣＭを打っている会社に入って、そこで程々に働くイメージだったんじゃない？　日々の食くい扶ぶ持ちだけ稼かせいであとは趣しゆ味みに生きる感じ」

　図ず星ぼしだった。

　ミカサやＪＴ＆Ｗのような超一流企業は無理でも、ほどほどに有名な企業で働ける、仕事と趣味を両立できると思っていた。適当にルーチンワークをこなしアフターファイブは同僚と愚ぐ痴ち飲のみ、「サラリーマンって辛つらいよねぇ」などとうそぶきながら、休日はスノボやＢＢＱにいそしむ。テレビや漫画に出てくるような社会人像。

「多た分ぶん考えてたのとは結構違うと思うんだ。会社の知名度は低いし仕事は忙しい、余暇なんてとんでもない。でもそれでどう？　不幸せ？　やり直したい？」

　ああ。

　分かった。

　彼女の言いたいことが理解できた。

　無名の会社勤めでも業務量が膨ぼう大だいでも、今の自分は状況に満足している。むしろ変わってほしくないと思っている。なぜ？　簡かん単たんだ。世間一般の幸せは個人の幸せと必ずしも直結しないから。ある人間にとっての逆境が他ほかの人間にはむしろ理想郷となりえるから。

「いいえ」

　しばらく沈ちん黙もくした後、かぶりを降る。

「僕は室むろ見みさんのいるスルガシステムが大好きです」

　言ってしまった。

　自分の気持ちに気づいてしまった。

　鬼軍曹、パワハラ上司、頑固職しよく人にん。

　気き難むずかしくて完かん璧ぺき主しゆ義ぎで理不尽で、およそ性格的には決して褒ほめられない人物。だが彼女の下で働く日々は輝かがやいていた。立ち止まればすぐ焼き尽くされそうなほど熱ねつ気きに満ちた時間。ああそうだ、マゾヒストと呼びたければ呼ぶがいい。僕はあの人に扱こき使つかわれるのが大好きなんだ。

　そして、室見の幸せもまた世間一般の尺度とは切きり離はなして考えるべきだった。彼女はどうしたいのか？　どうすれば幸せなのか？　同世代と同じく学校に通うことか。違うだろう。彼女が輝ける場所は死し屍し累るい々るい、屍し山ざん血けつ河がの戦場だ。阿あ鼻び叫きよう喚かんのプロジェクトを睥へい睨げいし、双そう眸ぼうをぎらつかせ飛びこんでいく姿こそ相応ふさわしい。であれば僕らの目的地は一致している。迷う要素はなかった。

「うん、いい顔になってる」

　カモメは相そう好ごうを緩ゆるめた。口角をもたげ。

「方向性は決まった？」

「ええ」

　これ以上ないくらい、はっきりと。

「ただどうしたらいいかはまださっぱりですけど」

「多少無む茶ちやなプランでもいいよ、だいたいのことは協力できるし」

　へ？

「で、でもさっきカモメさんは動けないって」

「直接はね」

　最強のアシスタントは悪戯いたずらっぽくウィンクした。

「バックアップなら全然期待してもらっていいよ。大丈夫、神様以外のものは大抵動かせるから」

　この人だけは絶対敵に回しちゃいけないと思った。




　カモメと別れ夜の台だい場ばを歩いていく。

　送っていくと言われたが少し一人ひとりで考えてみたかった。一体どうすれば目的を達成できるのか、目指す場所にたどりつけるのか。

　情じよう熱ねつだけで解決できるほどたやすい問題ではない。カモメはなんでもすると申し出てくれたが、だからと言って犯罪行為までは頼めないだろう。合法的に、禍か根こんを残さず、全員が納得する形で室むろ見みを取り戻す。およそ楽な課か題だいではなかった。

　火ほ照てった肌を夜風が冷ましていく。倉庫とスタジアムの間を抜け運河を渡ると左右に広大な造成地が広がった。茫ぼう漠ばくたる空にゆりかもめの高架が浮かび上がっている。右手に見えるのは電力系のデータセンターか。そういえば一度ベターメディア社の移設案件で立ち入ったことがある。あの時は昼間だったが、なるほど台場からだとこんな風にたどりつけるのか。へぇっと感心しかけて苦笑する。あてどのない散歩ですぐ仕事関係の施設に目がいってしまうとは、どうしようもない職しよく業ぎよう病びようだ。業ごうが深すぎて笑えてくる。ちなみにりんかい線せんで品しな川がわ方面にいけばカウルドットコム案件の天てん王のう洲ずＤＣ、新しん橋ばし方面なら業なり平ひら産さん業ぎようの本社がある。都内の場所一つ一つに室見との思い出が詰まっていた。

　そして。

「ははっ」

　笑いが漏れた。

　まったく、なんていう巡り合わせだ。できすぎだろう。よりにもよってここにたどりついてしまうとは。

　集合住宅の向こうに巨大な建物が建っている。七階建ての横長なビル。屋上から生はえる二本の長大なアンテナ。

　見間違えようもない、江こう東とう区く豊とよ洲す、自分が初めて客先作業を経けい験けんした場所だった。

　堀ほり留どめ証しよう券けんのデータセンター。

　夜よ闇やみに浮かぶビルは巌いわおのように重く静かだった。オフィスの灯あかりがないためだろう。住宅地のただなかに黒々とした影かげをわだかまらせている。威圧的な姿を見ると当時の記き憶おくが、感情が鮮あざやかに蘇よみがえってきた。

（ひっどいやり方だったよなぁ）

　顧こ客きやくの横やりを回かい避ひするために根拠皆無のはったりをかました。失敗の責任を取ると言い切った。

　よくもまぁあんな出で鱈たら目めを主張できたものだ。一年間仕事してきたからこそ分かる。当時の自分がどれだけ無鉄砲だったか。怖いもの知らずだったか。色々知ち識しきを得た今なら逆に恐ろしくて突っ張れないだろう。だが。

　無知だからこそなしとげられることもある、か。

　ふっと肩の力が抜ける。

　ＯＫ、器用にこなすのは諦あきらめよう。どうせ今まで出たとこ勝負で突き進んできたのだ。多少の乱らん暴ぼうさは勘弁してもらおう。

　携帯を取り出す。随分放置していたせいか、会社と客先から着信が入っていた。梢こずえの番号を選択し発信する。

『桜さくら坂ざかさん!?　一体どこにいるんですか！』

　悲鳴のような声が返ってくる。当然だろう、ミカサ案件の打ち合わせが終了してもう二時間たっている。結局メールも出せていなかったから、梢にとってみれば完全に音信不通状態だ。心配されても仕方ない。

「すみません」と素直に謝しや罪ざいする。

「今豊とよ洲すにいますんで、あとしばらくしたら会社に戻ります」

『豊洲!?』

「お台だい場ばから歩いてきたんでちょっと電車分からないんですけど、まぁ路ろ線せん検索とかしてみますので」

『お台場!?　歩いて!?』

　混乱が際限なく膨ふくれ上がっていく。経けい緯いを細かく説明しても仕方ない。単刀直入に状況を告げる。

「カモメさんと会いました」

　息を吞のむ音。携帯を握りしめ胸を張る。

「とりあえず決めました。僕は室むろ見みさんを助け出します」

『助ける』

　言葉の意味を補足する必要はなさそうだった。梢は「なぜ」とも「どうして」とも訊きかなかった。声音を低めシンプルに問い返してくる。

『どうやってですか』

　口く調ちように冷静さが戻っていた。仕事モードの彼女だ。立ちふさがる障しよう壁へきを認にん識しき、破砕、超克する。相手が誰だれであろうと一切怯ひるまない、ＯＳ部のエース・オブ・スペーズ、〈プロジェクトメンバー殺し〉。

　小さく呼吸し気持ちを落ち着ける。思考をまとめゆっくりと語っていった。

『……本気ですか？』

　全すべて説明すると梢の声が上うわずった。さすがに想定外の内容だったのだろう。荒い息づかいを響ひびかせる。

『いくら室見さんのためだからって、桜坂さんがそこまでしなきゃいけないんですか。私達は経営者でも管かん理り職しよくでもないんですよ。なのに』

「僕だからこそできるんです」

　強い口く調ちようで言い切った。

「藤ふじ崎さきさんも社長もＯＳ部の部長も、みんな守るべきものを持っています。地位だったり家族だったりあるいは会社そのものだったり。でも僕には何もありません。仮に失業したところで新卒一年目がもとのゼロ年目に戻るだけです。だから好きなように突っ走れる。失敗も転落も何一つ恐こわくない」

『………』

「でも、悔しいけどこの話は僕一人ひとりじゃ弱いです。無理とは言いませんけれど現実味がない。だから……こんな形で頼むことじゃないのは重々承知してますけど、梢こずえさんにも協力してほしいんです。僕らを助けてほしいんです。もちろん無む理り強じいはできません、ただ」

『桜さくら坂ざかさん』

　優やさしく遮さえぎられた。

『ここまで来て蚊か帳やの外に置くつもりならその方が怒りますよ。私達はチームでしょう？　どうぞ存分に、情け容赦なく頼ってください。結果一いつ緒しよに倒れられるならば、私はむしろ本望です』

　嬉うれしいことを言ってくれる。ちょっと痺しびれた。惚ほれそうだ。

「いい女ですね」

　思わずつぶやくと梢は笑った。

『そうあろうと努力していますから』

　そのあといくつか事務的なやりとりを交わし電話を切った。続いて福ふく大だいに連絡、簡かん単たんに状況報告した後、同様の相そう談だんをする。手ひどく罵ば倒とうされるかと思ったが意外にも答えはイエスだった。彼は彼で色々と思うところがあったらしい。『室むろ見みのコスプレ写真、半年分な！』と無む体たいな交換条件で取り引きに応じてきた。

（さて）

　携帯をしまい空を見上げる。

　布陣は固めた。計画は終わり行動の時間が始まる。社会人人生を賭とした挑戦に報酬はとらわれの姫君。悪い賭かけじゃない。むしろ男子の本ほん懐かいというやつだ。

「ちょっくら最終決戦にのぞむとしますか」

　ネクタイを締しめ直す。

　もはや迷いはない。

　始まりのＤＣに背を向け、工こう兵へいは夜の町に歩き出した。
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　陣じんとの打ち合わせは翌営業日に調ちよう整せいされた。

　藤ふじ崎さきからのリクエストに基づき引き継ぎ要件をまとめる。室むろ見みの担当業務・顧こ客きやく、スキルセット。あわせてこないだの代だい替たい要員の経歴書にコメントをつけ参加者各位に転送しておいた。会かい議ぎ室しつは一番大きいものを押える。プロジェクタを総務から借りてきて準備完了、他会議室から余剰の椅い子すを運びこんでいると、折よく内ない線せんが鳴った。

『藤崎だけど、七なな隈くまさん来たみたいだよ』

　時間は午後二時五十八分、アポイント通りだ。ごくりと唾つばを飲み「分かりました」と答える。

『こちら側は誰だれが出るんだっけ。社長は顔出すつもりらしいけど』

「梢こずえさんと福ふく大だいさんに声かけてます。ＳＲＧ４６とか、室見さんと絡む仕事が多いんで」

『了解、こっちから内線しておこうか？』

「お願ねがいできますか、僕は七隈さんを出迎えますんで」

　電話を切って長息する。今から交わされるであろうやりとりを想像すると震ふるえが止まらない。もちろん藤崎は子し細さいを知らないから、その場で怒ど鳴なりつけられる可能性もあった。だが今更引き返すこともできない。

　深呼吸を一回、気持ちを落ち着ける。昨晩の決心と割り切りを思い起こした。そう、何があったって別に死ぬわけじゃない。

　受付に赴おもむくと二つの人ひと影かげがあった。一人ひとりは陣、もう一人は初しよ見けんの顔だ。スポーツマン風の容よう貌ぼうできっちりスーツの前ボタンを留めている。革かわ鞄かばんと靴がきらきら輝かがやいていた。

「やぁ」と陣が片手を上げる。人好きのする笑えみを浮かべ。

「こないだはすまなかったね、ロクなおもてなしもできないで。立りつ華かともちゃんと話をさせてあげられなくて申し訳ない」

「いえ」

　声の上うわずりを抑える。

「こちらこそ急に押しかけてすみませんでした。今日きようも突然の打ち合わせで恐きよう縮しゆくです」

「ま、お互い様かな。次は互いに余裕をもってアポを取ろうか」

　陣は半身になって傍かたわらの男性を示した。

「こちら、俺おれが懇こん意いにしてる人材会社のＷ田さん、今日は彼から色々話を聞きかせてもらうと思うので」

「Ｋリソース社のＷ田です、初めまして」

　丁てい寧ねいに名刺を差し出してくる。慌てて姿勢を正すも、予想外の出会いのため名刺入れを持参していない。仕方なく空から手てで挨あい拶さつした。

「桜さくら坂ざかです、よろしくお願いします」

「ご期待に添えるよう頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　折り目正しく一礼してくる。まさに敏腕営業マンといった感じだ。動作の一つ一つがきびきびしている。どうしよう、さっと行って名刺を取ってこようか、悩んでいると背後の空気が動いた。

「おお、七なな隈くまさん！　わざわざすみません！」

　騒そう々ぞうしい足音とともに社長が近づいてくる。藤ふじ崎さきの連絡を受け駆けつけてきたのか、揉もみ手てせんばかりの勢いで頭を下げる。

「申し訳ありませんなぁ、社内の引き継ぎ不足をわざわざフォローいただいて。色々手際が悪くてお恥ずかしい限りです」

「いえ、もとはと言えば私の身内の問題ですので」

　無神経な台詞せりふをさらりと流すあたりさすが大人おとなだ。陣じんはちらとこちらにアイコンタクトした。

「あ、社長。会かい議ぎ室しつ２番になりますので」

「うん？　おおう、そうだな、こんなところで立ち話もなんです。さ、さ、どうぞ」

　会議室に戻るともうメンバーが揃そろっていた。藤崎、梢こずえ、それに福ふく大だい。六ろつ本ぽん松まつが目をしばたたく。

「なんだ、えらく大人数だな」

「個別に打ち合わせしていても時間がかかるので、一度に関係者集めてしまおうかなと」

「ふむ」

　不ふ得とく要よう領りような顔をしつつ陣とＷ田を迎え入れる。人数が多いため名刺交換は後程とした。扉を閉め梢・福大に視し線せんを走らせる。二人ふたりとも熱ねつ意いの差こそあれ、こくりとうなずき返してきた。

「では」と口く調ちようを改める。座を見渡しノートＰＣを操そう作さ。

「打ち合わせを始めます。進め方はどうしましょう、我々の方から人材イメージをお伝えする形でよろしいですか？」

「そうだね」

　陣の答えは鷹おう揚ようだった。

「何か事前資料があるって理解でいいのかな？」

「ええ、プロジェクタに映そうと思います」

「ならそれで」

　Ｗ田が筆記具を準備する。全員の視線が集まるのを確かく認にんしてスクリーンにＰＣ画面を映した。

「基本的に室むろ見みさんが今やってること、できることをベースに資料を作りました。箇条書きですみませんがざっと読み上げていこうと思います。まずは使用可能なプロダクトから」

　戦せん闘とう開始、小さく息を吸い話し始める。

「シスコ、ジュニパー、Ｆ５、Ａ１０、アラクサラ──」

　ヤマハ、ラドウェア、フォーティゲート、アプレシア、インフォブロックス、ブルーコート、アルーバ、ネットアテスト、ブロケード、パロアルト、ファイア・アイ、パワーコネクト、フォース１０、ＨＰプロカーブ。ネットワーク・セキュリティ機き器きはそんなもの。続いてストレージでＥＭＣ、ネットアップ。サーバならＬｉｎｕｘ・ウィンドウズ上でメジャーなミドルはだいたい構築可能。bind, apache, sendmail, postfix, qmail, IIS, Oracle, MySQL、他多数。担当範はん囲いは顧こ客きやく要件のヒアリング・設計・検証・構築。必要なドキュメントを定義し一人称でプロジェクト遂行できること。ＢＧＰ・ＯＳＰＦ・ＲＩＰ・ＩＰｓｅｃ・ＳＴＰなどネットワーク技術に特に精通し、定型的なオペレーションはスクリプトを作成して実行可能。経けい験けんのある言語はPerl, C, Expect, Ruby、ＯＳＳは要件に応じてソースコードからカスタマイズ実施。次に業務経験として。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　Ｗ田が悲鳴のような声を上げた。広い額ひたいに汗が滲にじんでいる。

「待ってください。これ、一人ひとりの方のスキルセットですか？　複数の人間の、チームとしての話ではなく」

「ええ」

　意図して冷たい声で答える。身体からだごと向き直り。

「室むろ見みさんという個人が実施していた、実施できていた内容です。あくまで主要なスキルセットということで単発案件のプロダクトなどは省いてますが」

「………」

「以上を漏れなく、滞とどこおりなくできる方が後任として必要です。候補者はいらっしゃいますか？」

「いや、ええっと」

　手元のノートを忙せわしげにめくる。

「なかなか一人で全部というのは難むずかしいですから、そうですね、二人ふたり……いや、三人組み合わせればなんとか」

「三人いれば全すべてカバーできるんですか」

「全てはちょっと……主要なところを重点的に対応させていただく形で」

「僕は『以上を漏れなく、滞りなくできる方』と言いましたよ。だいいち三人が四人、五人になったら費用はどうなるんですか。まさか一人分の費用では見み積つもれませんよね」

「バックサポートのシェアード窓口を活用すれば。コミュニケーションスキルのある人間を一人入れて、分からないことはその窓口に確かく認にんするイメージで」

「お客さんからの問い合わせを一いつ旦たん持ち返るんですか？　今は打ち合わせの場で即答できてるんですよ。サービスレベルが下がったと思われませんか」

「それは」

　答えに窮きゆうした様よう子すで口ごもる。Ｗ田は助けを求めるように傍かたわらを見た。陣じんが身を乗り出す。

「全部の業務が並行して動いてるわけじゃないだろう？　取り急ぎ重要度の高い案件にフォーカスしてスキルセットを選択できないかな」

「選択した結果がこれなんです。緊きん急きゆう度どの低い案件はもう除外しています」

　強い口く調ちようで言ってＷ田を見る。曖あい昧まいな答えなど欲しくない。彼の会社が室むろ見みの後任を出すと言うなら、はっきりこの場で白黒つけてほしかった。

「どうなんでしょう、御おん社しやで人材の候補を出せますか」

　息詰まる沈ちん黙もく。全員の視し線せんを浴びながらＷ田は呻うめいた。

「今のところはなんとも」

「検討期間があれば判断できますか？　それはどのくらいのリードタイムでしょう。一日ですか、二日ですか」

「………」

「そもそも即答できないということであれば、御社の登とう録ろくメンバーに今回の要件を満たす人はいないということですよね。であれば他社に声がけするんでしょうが、実際提案は出てきそうですか。今お伝えした内容の人材が見つかりそうですか」

　自分がひどく嫌いやな態度になっていることを自覚しつつ畳みかける。ややあってＷ田はうなだれた。

「ちょっと……厳きびしいかもしれません」

　敗北宣言。

　大きく息を吸いこみ陣じんに視線を戻す。

「ということです、僕らも色々検討しましたが室見さんの案件を全部引き継げる人はいません。であれば解決法は一つ、本人に戻ってきてもらう他ほかありません」

「戻ってきてもらう」

「言葉が正せい確かくじゃなかったですね。戻るも何も室見さんはまだうちの社員なんですから。言い換えます、室見さんに辞めてもらっては困るということです」

「さ、桜さくら坂ざか君」と藤ふじ崎さきが声を上うわずらせた。慌てた様よう子すで社長と陣の様子をうかがう。

「そんなこと、今更言っても」

「今更と言われても、そもそも僕らは今回の件で一度も意見を言わせてもらえませんでしたから。いい機き会かいなので状況を共有いただこうと思った次第です。社長にも七なな隈くまさんにも」

「ん？　ん？」と社長が瞬まばたきする。これだけ言っても話の流れがつかめないのか。まぁいい、放っておこう。

　陣がこめかみに指を当てた。端正な顔を強こわばらせ瞑めい目もくする。

「……もう少し、前向きな話になると思ってたんだけどな」

　冷えた、感情に乏とぼしい声音。ゆっくりと開いた目に鈍にぶい輝かがやきがあった。

「結けつ論ろんありきで議ぎ論ろんするならどんな提案をしても無む駄だだろう。あそこが足りない、ここが無理だとどんどん条件を足していけばいいんだからな。だが、であれば俺おれの態度も一つだ。立りつ華かは引き上げさせる、後任が見つかろうと見つかるまいと。タイムリミットを変える気もない」

「七なな隈くまさんは責任をもって引き継ぎ先を手配すると言ってませんでしたか」

「手配はするさ。だがそれを採用するかしないかは君達次第だ。ゴールの見えない議ぎ論ろんにいつまでも付き合うつもりはない」

　まっすぐな視し線せんが心を射い貫ぬく。声音に強い意志がこもっていた。ややあって眦まなじりが下がる。「なぁ桜さくら坂ざか君」と諭さとすような口く調ちよう。

「立りつ華かのことをそこまで買ってくれているのは正直ありがたい、あの子が類たぐい希まれな人材と言われるのも嬉うれしい限りだ。だがそういうスーパーエンジニアが一人ひとりで業務を回している状態はどうなんだ？　代えのきかない人間が部署の屋台骨を担っているとか、はっきり悪夢だろう。会社として、組そ織しきとして是正していかなきゃならない。人に仕事が紐ひもづかない体制を作っていかないと」

「会社は人じゃなく組織で回すべきっていうんですか」

「当たり前だろう。個人の力で仕事をしたいならそれこそ独立のコンサルタントにでもなればいい。人が集まって体制を作る以上、そこには品質の平準化・持続性があってしかるべきだ。普通の会社ならどこでも、誰だれかが抜けたからって即座に業務が止まったりしない」

「なら」

　語気を強める。背筋を伸ばし精一杯の覚悟を振り絞り。

「今、僕がここで辞めても会社に影えい響きようないはずですね」

　!?

　衝しよう撃げきが駆け抜けた。「なっ」と悲鳴のような声を漏らしたのは藤ふじ崎さきだ。Ｗ田もわけが分からない様よう子すで固まっている。

　陣じんが眉まゆをひそめた。

「脅すつもりかい、あまり上品な手段じゃないな。だが新人一人辞めてもそれこそ代わりは」

「私も辞めます」

「俺おれもー」

　梢こずえと福ふく大だいが手を上げていた。梢は決然とした面おも持もちで、福大は気け怠だるげに頰ほお杖づえをつきながら意思表示している。驚おどろきはない。昨日きのう電話で話した通りの行動だ。だが藤崎の顔色は白を通りこして蒼そう白はくになっていた。一人社長だけが気け色しきばんだ様子で机を叩たたく。

「なんだなんだ君ら、お客様に対して失礼な。辞める？　どうぞどうぞだ、君ら自分達じゃたくさん働いてる気になってるのかもしれんがな。会社全体で見たら大したことないんだぞ。一体君らが辞めただけで止まる業務がどれほどある？　ないだろう、分かったら」

「社長、社長」

　藤崎が首を振る。耳元で梢・福大の担当顧こ客きやくをいくつか囁ささやいた。いずれもほぼ彼女達単独で回している案件だ。もちろん二人ふたりが辞めれば対応はストップする。最悪サービス提供不能で解約になりかねなかった。

「まずい、それはまずい」

　ようやくことの大きさに気づいたのか社長が首を振る。ぎょろついた目が大きく見開かれていた。

　陣じんは唇を結んでいたが、ややあって荒い息を吐き出した。

「六ろつ本ぽん松まつさん」

「な、なんですかな」

「一いつ旦たん打ち合わせは中止にさせてもらえますか。少し会かい議ぎの趣しゆ旨しも変わっているようですし」

　もっけの幸いとばかりに禿はげ頭あたまがうなずく。社長の思考回路で今の状況は意味不明すぎるのだろう。一刻も早く場を離はなれ、藤ふじ崎さきあたりに説明（と解決）を求めたい様よう子すだった。

　だが六本松が解散を宣言するより早く陣は言葉を継いだ。こちらに視し線せんを合わせ堅い口く調ちようで告げてくる。

「代わりに俺おれと桜さくら坂ざか君、二人ふたりで話させてください」




　扉が閉まる。

　喧けん噪そうが断ち切られ、耳の痛くなるような沈ちん黙もくが帰ってきた。

　室内にいるのは自分と陣二人きりだ。梢こずえは最後まで残ると言い張っていたが、頼みこんで退室してもらった。心配する気持ちは分かる。実際自分も殴られて仕方ないと思っていた。今にも陣が胸ぐらをつかみ上げてくるのでは、首を絞められるのでは。考えうる最悪の可能性に備えていると。

「君は頭がいい」

　意外な発言が緊きん張ちようを破った。

　濃こいブラウンの瞳ひとみがこちらを見つめている。陣は両りよう肘ひじを机に置き長い指を編あみ合わせた。

「立りつ華かから色々聞いてるよ。随分たくさんトラブルを解決してきたみたいじゃないか。経けい験けんの少なさを機き転てんでカバーして、時にはったりをかまし、時に相手の感情に訴えかけ事態を打開してきた。まったく大したものだ。新卒一年目の新人とは思えない」

「………」

「立華は君のことを指し導どう・教育していると思ってたようだがね。俺おれから見ると話が逆だな、状況状況に応じて君がうまいことあの子のモチベーションをコントロールして動かしてたんじゃないか？」

「そんなことは」

「いや、悪い意味じゃない。褒ほめてるんだ。実際すごいと思うよ。あのコミュニケーション不全な子をよくもああ見事に動機づけできたものだとね。マネージャー、リーダーとしては理想的な動きだ。名人芸といってもいい」

　だが、と陣は声を低くした。

「君のそういうクレバーさは立華にとってはっきり害悪だ。伝える努力や周りに溶けこむ動きをしなくても最大の理解者がそばにいるんだからな。好き勝手に暴あばれても気づけば目的地に進ませてもらってる。これじゃあだめだ。いつまでたっても人間的に成長しない、未み熟じゆくなままだ」

「なら僕と絡まない部署に配属すればどうですか？　問題が僕個人にあるなら、それで万事解決でしょう」

「で、今度は姪めい乃の浜はまさんや福ふく大だい君経由で立りつ華かを動かすのかい？　ナンセンスだな。今さっき君らが結託しているところを見せつけられたばかりじゃないか」

　皮肉な口く調ちようで言われる。

　やりづらい。

　譲じよう歩ほや配はい慮りよを装っても、即座に本質を見極め切りこんでくる。議ぎ論ろんを本筋に戻してくる。心が丸裸にされている気分だ。手のうちを全すべて見抜かれている感覚。

　陣じんの目がすぼまった。

「さっきも言った通り、君の活かつ躍やくは立華から色々聞いている。口でどれだけ話しても周囲をまきこみ状況をひっくり返してしまうんだろう。だから交渉はしない。立華の保ほ護ご者しやとしてあの子を会社に戻す気はない。これは決定事項だ。君が辞めようと何をしようと、この決定を変えるつもりはない。六ろつ本ぽん松まつさんとも話はついている」

　ぶれない。一ミリたりとも目的を違たがえない。

　なるほど、彼の覚悟は本物だ。姉への憤いきどおり・憎しみ、立華に対する贖しよく罪ざいの意い識しき、そうした全すべてがないまぜになり男の心を鋼はがねのごとく練り上げている。些さ細さいな損得や論理的整せい合ごう性せいなど気にもしない。目指すのはただ室むろ見みの幸せ、真っ当な人生。だがこちらにも譲ゆずれないものはある。

「分かりました」

　意図して冷たい声でつぶやく。

「であれば、もう陣さんとお話しすることはありません。あとは室見さんと直接やりとりします」

「やりとり？　やりとりしてどうなるんだ。あの子が行く場所はどこにもない、たとえ家を飛び出しても雇ってくれる会社はないんだぞ」

「そんなことはありません」

　小さく首を振った。背筋を伸ばし挑むような眼まな差ざしで。




「僕が、僕の会社が室見さんを雇いますから」




　なっ、と陣が絶句した。

　さすがに想定外だったのか。呆ぼう然ぜんとした様よう子すで瞬まばたきしている。

「会社？　会社だって。君が事業を興おこすっていうのか。資金は？　社員は？　顧こ客きやく基き盤ばんは？　書類上で法人を設立すればそのまま商売が成り立つわけじゃないんだぞ」

「分かってます。身近に色々詳しい人もいますし」

　昨晩カモメと相そう談だんした内容を思い出す。懇こん意いの司法書士、金きん融ゆう機き関かん、会計士を紹介してくれると言っていた。オフィスはマンションの一室を想定。顧こ客きやくに関してはスルガからあふれた仕事を一いつ旦たん期待する。そして社員は。

「ＳＲＧ４６を作ったメンバーがついてきてくれますから」

「姪めい乃の浜はま、福ふく大だいか」

　呻うめくような声が漏れた。

　そう、昨日きのうの電話の本題はそれだ。室むろ見みを救うため今の会社を辞めてくれともちかけた。自分が作る会社に移ってくれと頼みこんだ。なんとも怖いものしらずな発言。だが彼女達は応じてくれた。無鉄砲な新人の挑戦に賛さん同どうしてくれた。だから、だからこそ。

「室見さんの居場所はなくなりません。僕が、僕達が守り続けます」

　陣じんは天てん井じようを仰あおいだ。溜ため息いきを一つ、唇を結ぶ。

「一体なんで君はそんなに必死なんだ。たかだか一年一いつ緒しよに仕事しただけだろう、立りつ華かとは。言ってしまえば赤の他人じゃないか」

「室見さんは」

　うつむきがちになって拳こぶしを握る。

「室見さんは僕の人生を変えてくれたんです。目的もやる気もなかった僕に仕事の楽しさを教えてくれた、プロとはどうあるべきか伝えてくれたんです。だから」

「就しゆう職しよくして最初のトレーナーは印象深いものだよ。すぐに記き憶おくが薄うすまって昔話の一つになる。直じきに名前も思い出せなくなるさ」

「そんなことはありません」

　一緒に全国を回った思い出、逆転不能と言われたＲＦＰをともに突破した達成感、あれが忘れられてたまるものか。他ほかの有う象ぞう無む象ぞうな記憶と同列に扱われてよいものか。

　陣は切々と諭さとすように続けた。

「君の人生を立華が変えたというなら、それはいいだろう。だがあの子の人生はどうなる。自分の生き方を変えたってだけでそのあともそばに居続けてくれというのはわがままじゃないか、君のエゴじゃないのか」

「エゴでもいいです」

「何？」

「要は室見さんが与えてくれたものを僕も返し続ければいいんでしょう。ずっと、ずっとそばにいて」

「ずっとっていつまでだ。十年か二十年か」

「生きてる限りずっとですよ！」

　声が上うわずった。あふれる感情を制御できぬまま目の前の男性にぶつける。

「僕が室むろ見みさんの人生を背負います。社会人として、人間として立派に生きていけるようにします。だから任せてください。室見さんを僕らに預けてください！」

　反はん響きよう音おんが空気を揺らす。

　会話が途と絶だえた。陣じんの顔が放心気味になっている。

「君は……自分が何を言っているか分かっているのか？」

「そのつもりですが」

「話にならないな」

　椅い子すを引く音。陣が立ち上がる。荷物を取り上げ退席しようとした。

「七なな隈くまさん！」

　慌てて呼び止める。自分のことを異常者と思うなら思え、だが一つだけ、これだけは伝えておかねばならない。

「室見さんの幸せがなんなのか、本当に輝かがやける場所がどこなのか、もう一度考えてみてください。世間一般の尺度や常じよう識しきなんかじゃなく」

　扉が閉まる。返事はなかった。




　　　　[image: くぎり]




　一いつ旦たん全部保留、と藤ふじ崎さきに言われた。

　室見さんの後任探しも桜さくら坂ざか君の退たい職しよく話ばなしもまずは一度話し合ってからにしよう。社長や採用担当も含めてじっくりと。ね？　で、その時間を作るためにも目の前の仕事を片づけないと。力を合わせて手分けして、さぁ一いつ緒しよに頑張ろう！

　うまいように言いくるめられた気もしないではないが、確たしかに〆しめ切きり間際の業務が山さん積せきしている。全すべてを投げ捨てさぁ次のステージと割り切れるほどドライにはなれなかった。まずは自分達の担当範はん囲いにケリをつけ、室見の仕事を整せい理りしてからと思ったが。

「桜坂さん！　Ｄ興こう業ぎようのネットワーク設計書レビューお願ねがいします。あとＥトラベルの試し験けん計画書も」

　梢こずえが叩たたきつけるように書類を差し出してくる。

　陣との会談から一夜明けＳＥ部オフィスの空気は切迫していた。あちこちで響ひびく電話の呼び出し、打だ鍵けん音おん。当初は打ち合わせに訪れていただけの梢も、半ば常じよう駐ちゆう状態で室見席に陣取っている。

　受け取った書面に目を通す間もなくカモメが肩越しに振り返ってきた。

「工こう兵へい君、Ｋ商会さんから電話！　先週からお願いしてる件どうなってるかって。折り返しますって言ったけど、すぐ回答ほしいって」

「───、───！」

　最後の声にならない声は三みつ沢さわさんだ。どうやらＦシステムのＷＡＮで障害が起きているらしい。至急対応が必要……って、なんで分かるんだ自分。

　とにもかくにも修しゆ羅ら場ばだった。というか末期状態だった。ぎりぎり持ちこたえていた戦せん線せんが崩ほう壊かいしていく気分。もともと室むろ見み抜きでこなすなど無理なボリュームだったのだ。津波のごとく押し寄せる仕事にプロジェクトが押し流されていく。

「とにかく一番〆しめ切きりの近いものから片づけて……カモメさん、Ｋ商会さんにはあと一時間待ってくださいとお願ねがいできますか？」

「これ以上待たせるなら直接会社に来て、上司に説明してほしいって」

「分かりました、じゃあそれで」

　若干目め眩まいを覚えたが時間を稼かせげるなら仕方がなかった。とにかく電話対応よりワークを優ゆう先せんしたい、一つ一つ作業を片づけていきたいと思ったが。

　携帯が鳴った。

　液晶に表示された文字を見てぎょっとなる。発信者欄らんにある名前は「ミカサ自じ動どう車しや　端はた間ま」

「はい、桜さくら坂ざかです」

　恐る恐る電話に出ると『ああどうも』とのどかな挨あい拶さつが返ってきた。

『すみません、例のログサーバの件ですがどんな案あん配ばいでしょう？』

「ログサーバ」

　とっちらかった記き憶おくを掘りおこす。ああそうだ、一年分のアクセス記き録ろくを保存してほしいって話か。解決法がないため一いつ旦たん棚上げにしていた。というかリモートアクセスの手順書作りも依頼されていたな。想定ボリュームでワード資料、五十枚ほど。もちろんまったく手がついていない。

「ごめんなさい、次回定例で回答するつもりだったのでまだ準備できてないんですが、急ぎですか」

『ですね、今日きよう中じゆうには上へ報告しないとまずいんで』

　マジか。

　歯ぎしりしたくなるのをこらえて携帯を握りしめる。可能な限り従順な態度で。

「分かりました。一旦今日時点でお出しできるものを送ります。ちょっと完成版は難むずかしいかもしれませんがドラフトレベルなら」

『ええ、それで大丈夫です。必要ならまた修正お願いしますので』

　簡かん単たんに言ってくれる。できれば今日のバージョンで終わりにしたいと思いつつ「では」と電話を切りかけた時だった。

『で、本題なんですけど』

　衝しよう撃げきの発言が飛び出した。本題？　本題って何!?

『実はＤＮＳサーバで問題が発生していまして。あの、もともと本社のセカンダリで立てようって話してたじゃないですか』

「ええ」

　梢こずえが参加して最初の打ち合わせで出た話だ。

　ＤＮＳサーバにはレコードを逐次登とう録ろくするプライマリサーバと、その内容を自動同期するセカンダリサーバが存在する。当初その両者をプロジェクトで準備予定だったが、ミカサ自じ動どう車しやの既存サーバをプライマリとして使用可能になったため、セカンダリサーバのみの構築になったのだ。もちろん構築・運用負荷は格段に下がっている。一度設定すればプライマリの情報を勝手にコピーしてくれるのだから当然だ。追加要件だらけのプロジェクトで唯一気楽な箇所と安あん堵どしていたのだが。

『あれがＮＧになりまして』

「ＮＧ？」

『セキュリティ上の規約でプライマリサーバの情報をコピーさせられない。よって必要な内部ドメインに限定し手動で同期してくれと』

「しゅ、手動ですか!?」

　馬ば鹿かな。ミカサほどの大だい組そ織しきだ。一体どれだけＤＮＳレコードがあるか分からない。それを手動同期？　運用で？　ありえない、どれだけ負荷がかかると思っているんだ。とてもＯＳ部が受け入れてくれるとは思えない。

「む、無む茶ちやです」

『無茶と言われてももう決まってしまったんで、運用でどう回すか提案してもらえますか。先程の件とあわせて今日きよう中じゆうにいただけると。よろしくお願ねがいします』

　言いたい放題言って電話が切れた。頭の中が真っ白になる。衝しよう撃げきのあまり息ができない。

「桜さくら坂ざかさん、どうしたんですか？」

　梢がプリントを片手に立ち止まっていた。よほどひどい顔をしていたのだろう、怪け訝げんそうにこちらを見つめている。

「ミカサの端はた間まさんから電話があって、プライマリネームサーバの情報をセカンダリにコピーできないって」

「は？　ゾーン転送させられないってことですか」

　専門用語にこくこくとうなずく。癖くせ毛げの同僚は「なぜ」と語気を強めた。

「内部のセキュリティ規約とかで……どうしようもないから運用でなんとかしてくださいってことです。ドメイン単位で手動同期して」

「ありえません！」

　激はげしい怒気が伝わってきた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが凶きよう暴ぼうな光を帯びる。

「ゾーン転送できないセカンダリサーバなんてそもそもセカンダリじゃないでしょう。だったら普通に新会社のネームサーバを立てて、ミカサドメインはインターネット経由で解決すればいい話です。手動同期？　アホですか」

「ええっと……内部ドメインって言ってましたから、多た分ぶんインターネット越しに名前解決できないホストがあるんじゃないでしょうか。グループイントラとか共有ファイルサーバとか」

　対外的に公開したくないサーバがある場合、外部ドメインの配下に内部ドメイン（internal.mikasamotor.jpなど）を設定しそのゾーンにホスト名を追加できる。同じwwwでもwww.mikasamotor.jpであればインターネット全体から、www.internal.mikasamotor.jpなら社内アクセスのみと使い分けられるわけだ。ジャパンオートパイロット社のＤＮＳがミカサのセカンダリである限りこれらの違いは特に影えい響きようしなかった。外部・内部ドメインにかかわらず全すべての情報がプライマリサーバよりコピーされるからだ。だが独立したネームサーバとして運用する以上、ミカサドメインの名前解決は上位キャッシュサーバ経由となる。そこには（当たり前だが）ミカサ自じ動どう車しやの内部ドメインが登とう録ろくされていない。つまりグループ間通信が不可能になるわけだ。

「今日きよう中じゆうに運用方法を提案してほしいって言われてます」

　怖こわ々ごわ続けると梢こずえは天てん井じようを仰あおいだ。絶望的な面おも持もちで「今日中」とつぶやく。

「せめて明日あしたまで待ってもらえないんですか。社内の調ちよう整せいだって一日、いえ二日はかかりますよ」

「分かってます。でも」

　無理なものは無理なのだ。

　理不尽極まりない要求、期限。だがそんなもの今更始まった話ではない。スルガシステムで働き始めて一年、これまで何度となく似たような無む理り難なん題だいに出くわしてきた。であればなぜ今回に限り行き詰まっているのか。決まっている、室むろ見みがいないせいだ。天才的な技術力を持つエンジニアが欠けているから、構築の屋台骨が失われているから、力ちから業わざの運用や社内調整に頼るしかない。なんとも情けない有あり様さまだ。独立志望が聞いて呆あきれる。

「工こう兵へい君、Ｋ商会さんから何時頃ごろ来られますかって」

「───、───（Ｆシステムの障害、対応報告求められてるよ！）」

　ぐにゃりと視界が歪ゆがんだ。

　畜生、踏みとどまれ、踏みとどまれ。こんな状況で室見の居場所を作れるか。彼女の生活を背負えるか。一いつ旦たん会社を離はなれればもっと孤独で誰だれも守ってくれない状況になるんだぞ。たかだかトラブルの一つや二つ立てこんだくらいで。

「桜坂さん、ハードウェアベンダーから入電！　ミカサのプロキシ納期が遅延、導どう入にゆうに間に合わないそうです！」

　っ！

　思考がフリーズする。気力に身体からだが、頭がついてこない。くそっ、くそっこんなところで！




「なんて顔してるのよ。みっともない」




　鈴の音のような声が響ひびいた。

　やや硬質な、だが澄すんだ声音。

　ぞわりと鳥肌が立った。意い識しきより先に感覚がざわめく。狭きよう窄さくしかけた視野が一時に広がった。まさか、まさかこの口く調ちようは。

（ああ）

　振り向いた先に小柄なシルエットがあった。

　人形を思わせる小さな顔、長く濃こい睫まつ毛げ、すっと通った鼻び梁りよう。鳶とび色いろの瞳ひとみを宝石のごとく煌きらめかせ彼女は立っていた。トレンチコートの裾すそを揺らし背後の梢こずえを一いち瞥べつする。

「どいつもこいつも余裕のない面して、なんの騒さわぎよ。私がいない間に仕事が十倍にでも増えたの？」

「室むろ見みさん！」
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　絞り出した声は悲鳴のようだった。

　我を忘れ席から立つ。フリアクの段差に引っかかりそうになりながら駆け寄った。

「ど、どうして出てこられたんですか。陣じんさんは知ってるんですか。社長との話は？」

　口元に人差し指をつきつけられた。懐なつかしい不ふ機き嫌げんそうな眼まな差ざし、唇をへの字に折り曲げ、たしなめてくる。

「説明はあと。状況はどうなってるの？　ミカサ自じ動どう車しやの件は？」

「……正直言って目め茶ちや苦く茶ちやです」

　自席に戻りモニタを示す。タスクリストを最大化、ついで先程の依頼メモも表示した。

「未クローズの課か題だいが四十五、そのうち半分が新規要件への対応です。もう導どう入にゆうの日程も決めなくちゃいけないのに全然設計が凍結できてくなくて」

「見せて」

　横から割りこむようにマウスを奪ってくる。エクセルの記載を一つ一つ上から眺めていった。ややあって眉まゆをひそめる。

「寝ね癖ぐせ頭あたま！」

「な、なんですか!?」

　室むろ見みは肩越しに癖毛の同僚を睨にらみつけた。

「ドメインごとのレコードを運用で手動同期って何これ？　そんなのインフォブロックスで条件付フォワーダ使えば一発でしょ。なんで検討中とか間抜けな回答してんのよ」

「じょ、条件付フォワーダ？」

「ゾーン単位で異なるフォワーダにリクエストを振り分ける機き能のう。ミカサの内部ドメインは彼らのＤＮＳサーバに、そうでないものはインターネット上の上位ＤＮＳに転送する。まさか知らないわけじゃないわよね。ＢＩＮＤやＩＩＳでも普通に実装されてるじゃない」

「い、インフォブロックスで使えるかどうかは」

「使えるに決まってるでしょ。ＤＮＳ／ＤＨＣＰの専用アプライアンスなめんじゃないわよ」

　梢こずえはノートＰＣを開き渋じゆう面めんで操そう作さした。機器スペックを調しらべているのか、ややあって呻うめくような声を漏らす。

「ぐっ、うっ」

「あんた色ボケしすぎてエンジニア力落ちたんじゃない？　そろそろ技術屋廃業して永久就しゆう職しよくでもしたら？」

「こ、この件はさっき聞いたばかりでまだきちんと考えてなかったんです！　ちょっと時間をもらえればすぐ室見さんと同じ結けつ論ろんにたどりつきましたから！」

　プロキシベンダーに暫ざん定てい機きの貸し出し調ちよう整せいしてきます！

　投げつけるように言って部へ屋やから出ていってしまった。随分バツが悪かったのだろう。小さな耳たぶが真まっ赤かに染まっていた。

「で、あとは」

　室見の声に促されメモを確かく認にんする。

「ログの保存容量を一年分で求められてて、追加ストレージの費用は出せないって言われてるんですけど」

「ファイアウォールが大分オーバースペックだから一ランク落としたら？　今の構成だとボトルネックになるのはプロキシやＭＴＡだし、ファイアウォールだけ高スペックでも意味がないでしょ。で、浮いた費用でストレージを見み積つもる」

「リモートアクセスの手順をマニュアル化してほしいって話もあって、ＯＳとか端末とかかなりバラバラで」

「似たような操作性の奴やつはグルーピングできるでしょ。リストはどれ？　ああ、これとこれはまとめられるわよ、中身一いつ緒しよだし。これとこれもＶＰＮ周りの操作性に変化なし。こっちは……別にしたほうがいいか。でも三分の一くらいに集約できるわよ、大分楽でしょ」

　すごい。

　なんという切れ味の鋭するどさ、なんという明快さ。

　これが技術者だ。これがエンジニアだ。不可能にも思える課か題だいを己おのれの知ち識しきと腕で解決していく。自分が憧あこがれて止やまないプロの姿。

　感動に打うち震ふるえていると視界の端で飛び跳ねる人の姿が見えた。三みつ沢さわだ。相変わらず無表情に両手を振っている。

　そうだ、Ｆシステムの件。

「室むろ見みさん、実は今ＦシステムさんのＷＡＮで障害が起きてて。で、僕、あと一時間でＫ商会さんを訪問しなきゃいけないんですけど、報告書がまだできてなくて」

「了解、じゃあんたそっちに集中しなさい。私はＦシステムさんとミカサの件対応するから」

「いいんですか」

「立てこんでるんでしょ、是非もなしよ」

　言葉とは裏腹にひどく楽しそうな顔で自席に着く。ＰＣを立ち上げると軽快なタッチで打だ鍵けん音おんを響ひびかせ始めた。

　しばらく無言のまま作業し続ける。

　夢のような時間、空気。一度は失われてしまったからこそ分かる。自分は幸せだ。こんなにもすごい人と同じ立場で働けるなんて。ともに高みを目指せるなんて。

　心が満ちていくのを感じて、だがふっと不安が過よぎる。

　そもそもなぜ室見は急に現れたのだ。今までなんの音おと沙さ汰たもなかったのに。ひょっとして最後の挨あい拶さつとか？　退たい職しよく間際の身辺整せい理りとか。

　最後の指し導どう、最後のオペレーション。

　まさかとは思うが最悪の可能性を払ふつ拭しよくできない。膨ふくれ上がる危き惧ぐを抑えきれずにいるとふっと室見が言った。

「陣じん兄にいと色々話したわ」

　平板な声音。

「今までは会えば説教ばかりだったけど、今回は二人ふたりで本音をぶつけあってね。何を考えてるのか、何を言いたいのか、大分たまってたものを吐き出してやったわ。『服の趣しゆ味みが悪い』とか『ひげが似合わない』とか」

「それは」

　言わなくていいだろう。ファッションのセンスは人それぞれなんだし。

「向こうも好き勝手言ってくれたもの。『自己管理能力が低い』とか『目先のことばかりで先が見えてない』とか、まぁほとんどいつもの小言の繰くり返しだけどね。ただ、今回は一個私に訊きいてくれたの」

「？　何をですか」

「立りつ華かはどうしたいんだって」

　どきりと心しん臓ぞうが脈打った。予期せぬ発言に呼吸が乱れる。

「おまえにとって幸せとはなんだ、どうすれば一番後悔せず生きていけるんだって。……笑っちゃうわよね、人を拉ら致ち同然に閉じこめた挙げ句、今更どうしたいんだって。順序が逆だっつーの。でも、あんなことを訊いてくれる陣じん兄にいは初めてだったから」

「なんて答えたんですか」

　焦しよう燥そうが声を震ふるわせた。画面の情報が目に入ってこない。全身が聴ちよう覚かくの塊になりパーティション向こうの言葉を待っていた。

　室むろ見みは「決まってるでしょ」と笑った。




「私はエンジニアよ。技術屋の働ける場所は現場以外にないわ」




　あぁ。

　泣きそうになる。感情がどっと堰せきを切ったようにあふれ出してきた。

「じゃ、じゃあ辞めないでいいんですか、これからも室見さんと一いつ緒しよに働けるんですか」

「まぁいくつか条件は出されたけどね」

　室見の声に不ふ興きようが混ざった。忌いま々いましそうに鼻を鳴らし。

「夜学でも大だい検けんでもいいからとにかく学歴をつけること、残業は四十五時間以内に抑える、休出は月三回まで。三食きちんと食べること、服を買いすぎないこと、月一で七なな隈くまの家に帰ること。あと」

　一息ついて続ける。

「自分がお世話になった会社に仇あだなすような真ま似ねはしないこと。ＯＪＴの部下にもそのあたりきちんと指し導どうしておけって」

「う……」

　小言の趣しゆ旨しが痛いほどよく分かる。脳裏に陣のしかつめ顔が浮かんだ。いいだろう、立華は預ける。だがいやしくも社会人なら最低限の礼節は守りたまえ。同僚を引き抜いて独立など人の道にもとる。そんなことで組そ織しきのトップが務まると思ってるのか。

　忸じく怩じたる思いでいると室むろ見みの打だ鍵けん音おんが止やんだ。「あぁ」と溜ため息いき混じりの声。

「窮きゆう屈くつ窮屈窮屈、四十五時間残業って毎日八時には仕事終わっちゃうじゃない。そのあと帰ってどうするのよ、本気でやることないんだけど」

「いや、勉強しましょうよ」

「仮想化環かん境きようの？」

「学校のです！　何自分で一分前に話したことスルーしてるんですか、真っ当な学歴つけるのが働く条件なんでしょう!?」

　そうだけどーと椅い子すを揺らす音が響ひびく。

　まったく、いつものこととは言え気分屋もいいところだ。陣じんの苦労がしのばれる。約束不ふ履り行こうで退たい職しよくさせられないようきっちりフォローせねばと思ったが。

「ねぇ、桜さくら坂ざか」

　パーティションの入口から室見が顔を出した。やや気恥ずかしげな表情で視し線せんを泳がせている。気のせいかわずかに頰ほおが赤らんで見えた。

「その……陣兄にいから聞いたんだけど……あんた、ずっと私の側そばにいて私の居場所を作ってくれると言ったって本当？」

「はい？」

「人生を背負うとか……そ、それってつまり、どういうことなのかしら」

　会話の流れを思い起こして「ああ」と手を叩たたく。

「大丈夫ですよ。ちゃんと定年退たい職しよくまで付き合いますから！」

「は？」

「最終日に花束渡します！　僕が生きている限り、過労死しない限り、室見さんの会社員人生を見とりますから！」

　そのあとの彼女の顔は見物だった。

　紅こう潮ちようが耳まで広がり次いで双そう眸ぼうが吊つり上がる。長い髪の毛が静電気を帯びたように逆立った。空気がびりびりと震ふるえる。彼女は白い歯を軋きしませ、どこからともなく取り出したドライバーを振りかざした。

「馬ば鹿かぁあああああ！」

　デスクが貫かれる。室見はグリップを逆さか手てに持ち替えると今度は横よこ薙なぎに払った。

「ちょ、何するんですか!?　え？　僕、何か怒られるようなことしました？　結構感動的なこと喋しやべってたと思うんですけど。……って危ない!?　刺さる、刺さります！」

「あんたみたいな男に一度でもぐっと来た自分が馬鹿だったわ！　死ね、この仕事中毒患者！　人の気持ちをもてあそんで。殺す、今日きようという今日は絶対に殺してやる！」

「なんで!?　わけ分かんないですよ、ちょっとカモメさん、どうして肩すくめてるんですか、助けて、助けてくださーい！」

　悲鳴を上げ逃げ惑う。

　その日、工こう兵へいは初めて労災という制度を活用した。
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　空の青さがまぶしい。

　日差しが春の匂においを含んでいた。優やさしい風が並木を揺らしていく。宙を刷はく枝葉を見上げながら工こう兵へいは成せい城じようの町を歩いていた。

　平日の正午という時間帯のためか人通りは少ない。子連れの母親や老夫婦がまばらに道を行き交っている。時折見かける児童は春休み中の小学生か。普ふ段だん会社にいては考えられない、ゆったりとした空気が流れていた。

「ったく陣じん兄にいったら。人に予定空けさせといて自分は急用とか、身勝手すぎるでしょ。意味分かんないんだけど」

　傍かたわらを行く室むろ見みが愚ぐ痴ちる。先程から同じ文句の繰くり返しだ。よほど得とく心しんいかないのだろう。薄うすい下唇をあひるのように突き出している。

「だいたい誰だれのせいで忙しいと思ってるのよ、陣兄が残業禁止とか休出ＮＧっていうから、少ない時間を必死でやりくりしてるんじゃないの。なのに自分は仕事優ゆう先せんとか、ふざけんなっつーの」

「まぁまぁ」

　苦笑しつつなだめる。

「こんな時でないと休み取れませんし、いいじゃないですか。社長公認で平日昼日中に有休とかなかなかありませんよ」

「まぁ……ね」

　とうなずいたのは彼女自身、必要な休みだと認にん識しきしているからだろう。過去に区切りをつけ今後の一歩を踏み出すためのステップ。

（といっても付き添いが自分ってのはどうなのかな）

　陣からメールが来たのは昨日きのうのことだ。『すまない、急用が入って例の件、行けなくなった。悪いが立りつ華かについていってもらえないか。六ろつ本ぽん松まつさんには俺おれから話しておく』

　相変わらず強引極まりない、一方的な連絡だ。だが自分ももはや知らぬ存ぜぬを貫ける立場ではない。ミカサの打ち合わせを梢こずえに任せ休暇を取らせてもらった。

　ちなみにジャパン・オートパイロット社のゲートウェイ構築は順じゆん調ちように推移している。室見が技術的懸けん案あんをクリアしたのと、陣が七なな隈くまの人脈経由で先方の上じよう長ちように申し入れてくれたからだ。

　新規要件もいいですがまずは会社設立のスケジュールに間に合わせるべきじゃないですか？　現場に任せておくと枝葉末節の議ぎ論ろんでどんどん作業が遅れていきますよ──

　それで進しん捗ちよくが正常化してしまうというのも納得いかないが、上には上の力関係があるのだろう。正直あまり入りこみたい世界ではない。が、恩恵は恩恵として素直に受け取るべきだった。

「そういえばあんた、昨日藤ふじ崎さきさんから呼ばれてたわよね。何言われてたの、説教？」

「説教と言えば説教ですね」

　肩をすくめつつ。

「自じ爆ばくテロが通用するのは一回だけだよって。次以降は『あ、こいつ思い通りにいかないと辞めるんだ』って見なされるから、辞じ職しよくをほのめかす前に切られるよって」

「何それ、脅し？」

「じゃなくて気をつけろって、多た分ぶん今回の件で社長の僕らに対する見方も変わってるでしょうから」

「その時は今度こそ独立すればいいんでしょ。陣じん兄にいもそういう事情なら文句言わないだろうし」

「ですかねぇ」

「ああ見えてＶＣの人間よ。前向きな起業や独立ならむしろ応援してくれるはずだわ」

　応援……は遠えん慮りよしたいかな。あの人に借りを作るとどうにも厄やつ介かいそうだ。

「あ、で、藤ふじ崎さきさんの話、本題はそれじゃなくてですね。なんか『どうして自分には声かけてくれなかったんだ』って」

「は？」

「独立の件、梢こずえさんや福ふく大さいさんには相そう談だんして、なんで自分は外したんだってすねてました。所しよ詮せん桜さくら坂ざかくんにとって僕はそんなものなのかなぁって」

「なんで外したって……誘われたら辞めるの？　あの年で？」

「まぁそんな雰囲気でしたけど」

　どこまで本気かは分からない。ただ捨てられた子犬のような眼まな差ざしを見る限り、部下に寄り添いたいという思いは本物のようだった。

　室むろ見みは空を仰あおいだ。

「ほんっと頭の悪い人間が多いわね、うちの会社は」

「だからこそ室見さんが帰ってこられたんじゃないですか」

「否定できないだけに癪しやくだわ」

　言葉とは裏腹に彼女の顔は晴れやかだった。当然だろう、誰だれだって自分が一人ひとりでないことを知るのは嬉うれしいものだ。

「さぁてっと」

　足音が止まる。

　美び貌ぼうの上司は緊きん張ちようした面おも持もちで深呼吸した。

「じゃあ行ってこようかしら。とっととすませてできれば三時までにはオフィスに戻りたいけど」

「だめです」

　苦笑気味にたしなめる。眉まゆ根ねを寄せて。

「折せつ角かく来たんだから、じっくり話していってください。一言挨あい拶さつしてそれでサヨナラとか許しませんからね」

「分かってる、分かってるわよ」

　うるさげに手を振って室むろ見みは歩き出した。白い襟えりが翻ひるがえる。膝ひざ丈たけのプリーツスカートが風に揺れた。
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　石畳の舗ほ装そうに同じ装いの少女達が集まっている。胸元には色いろ鮮あざやかな花束、片手に黒の丸筒を携えていた。門柱の立て看板には『私立星せい条じよう学がく園えん高等学校　卒業式』とある。既に式自体は終わっているのだろう。保ほ護ご者しやや生徒達が歓かん声せいを上げ記念撮さつ影えいしている。

　セーラー服姿の室見は背筋を伸ばし進んでいった。

　生徒の一団が彼女の姿に気づき指さした。中心にいるのはおかっぱの女の子、香か椎しいだ。約束はしていたものの本当に来るかどうか半信半疑だったのだろう。周囲に声がけし興こう奮ふんした様よう子すで手を振ってきた。

　二年越しの和解式。

　さて、どんな話になるのだろう。香椎は昔のことと言ったが、誰だれもが過去を水に流せるわけではない。わだかまりや不ふ審しん、遠えん慮りよの類たぐいも当然出てくるはずだ。ことによっては互いの非をなじりあう展開になるかもしれない。ただ別に構わないと思った。素直に感情を表し、正直に思っていることをぶつけあう。そうして初めて止まっていた時間が動き出すのだ。高校一年の十月、七なな隈くま立りつ華かという少女が普通の学生生活より外れたその時から。

（焦ることはないさ、時間はいっぱいある）

　室見はまだ十代で自分は新人だ。失敗する余裕も立ち止まる猶ゆう予よもたくさん残されている。

　二人ふたりで転びながら進んでいけばいい。何、支えてくれる仲間はたくさんいる。思いっきり突っ走って時には道から転げ落ちそうになって、そうして何十年かしたあとに笑え顔がおで振り返れればいいのだ。

　ああ、本当に素す晴ばらしい社会人生活だった、と。

　風が吹き抜ける。乱れた前髪を押えながら工こう兵へいは片目をすがめた。携帯の時刻は十二時十五分、しばらく時間を潰つぶす必要がありそうだ。

　瞑めい目もくして少女達に背を向け歩き出す。




　そうして──新入社員、桜さくら坂ざか工兵の一年目は終わりを告げた。







　あとがき




　勤め人時代、お客さんに満足度のアンケートを採ったことがあります。

「弊へい社しやのどこを評価し、お取り引きいただけていますか？」

　赤裸々な質問に一番多かった回答はなんとびっくり、「担当エンジニアさん（ｏｒ営業さん）が頑張ってくれているから」。あれ？　うちのサービスや製品は？　てかそのエンジニアがいなかったらひょっとしてこの顧こ客きやく、離れていってしまう？

　衝しよう撃げき的てきな結果には、ですが別のオチがついています。とあるエンジニア（仮にＡさんとしましょうか）が異動の候補に上がった時、現場の営業からものすごいクレームが出ました。「○×顧客さんはＡさんの人柄を気に入って契約してくれてるんですよ！　異動なんてさせたら間違いなく解約されます。その分の減額を誰だれが補ほ塡てんしてくれるんですか！」

　すったもんだの末に別担当者がアサインされ業務を引き継いだのですが、それで契約解除になったかといえば別になりませんでした。後任のエンジニアはそつなく仕事をこなしお客さんとの関係は良好でありつづけました。つまり営業が思っているほどＡさんは案件の必須要素ではなかったわけです。

　こういうことが続くと果たして仕事とは人でやるものなのか、組そ織しきでやるものなのか分からなくなってきます。つまらない結論を出すなら「どっちも重要」なのでしょうが、じゃあ優秀な社員と優秀な組織が常に揃そろわないと仕事は回らないのか？　という疑問が浮かんできます。そんなことないですよね。マニュアルを整備して「誰がやっても同じ結果を出す」のは品質管理の基本です。反対に、百人素人しろうとを搔かき集めたところで一人ひとりの専門家にはかないません。人は重要、だけど人が一人いなくなったところで仕事と組織は動いていく。そのあたりのさじ加減がなかなかつかみきれませんでした。

　今回、とある案件キーマンの消失をめぐって様々な人が持論を展開します。ある人は「仕事は組織で回すものだ」と言い、ある人は「でも結局人が重要なんだ」と主張します。どちらも間違っているとは思いません。答えは多分、両者の中間にあるのでしょう。ただその中間点がどこなのかは未だに見極められていません。多分これからも理解できることはないのでしょう。ケースバイケースで仕事が破綻しないようバランスを探っていくしかないと思います。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、美び麗れいな挿そう画がで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。

　で、十二巻越しの伏線も回収し終えたのでそろそろ本筋に戻ります。次回、激動です。





二〇一四年八月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。近作に『ガーリー・エアフォース』（電撃文庫）。知人からIngressを薦められたものの、連日の猛暑でポータルまで歩いていけない日々。
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イラスト／Ixyイクシー

最近適度に体を動かし始めました。健康サンダルでジョギングしたらいい感じになるんじゃないかと思ってやってみたんですが足裏の皮がめくれました。痛い。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「Ixy先生」係
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